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一、屋内は清潔に保つべし

一、清掃もまた訓練、全力で取り組むべし

一、掃除を怠る者はボロ雑巾の刑に処す








第一話　遭遇！　ルクヴィスの治癒魔法使い!!　の巻









　魔王軍の脅威を知らせる書状を届けに、魔導都市ルクヴィスにやってきた僕達。

　学生達の活気に満ち溢あふれた街並みや、魔導学園という魔法使いを育成する場所に心を躍らせていた僕は、一人の治癒魔法使いの少年に出会った。だけど──。

「こんな……」

　こんなボロボロの姿のルクヴィスの治癒魔法使いに会うことになるなんて、思いもよらなかった。

　以前アマコが、ルクヴィスの治癒魔法使いを取り巻く状況は簡単なものじゃないと言っていたけど、その意味がようやく理解できた。確かにこれじゃ、アマコの頼みを聞くこともできないだろう。

　しかし、誰がどんな目的でこんなことをした？

　無意識に力を込めていた拳の力を抜いた僕は、近くで様子を見守っていた野次馬の男に声を掛けてみた。

「ここで、何があったんですか？」

「あんたルクヴィスに来たばかりか？　それじゃあ、知らないのはしょうがないよな」

　野次馬の男は苦々しげに頷うなずくと、僕の腕の中で眠っている少年を指差した。

「こいつは面倒な奴に目をつけられていてな。こいつが治癒魔法が使えるのをいいことに、毎度毎度こんな目に遭わされているのさ」

　面倒な奴に目をつけられてって……。

　治癒魔法使いは、訓練以外でサンドバッグにされていい魔法使いじゃないんだぞ。

「とりあえず起こすか……」

　肩をゆすり彼を起こそうとする。

　無事に意識が戻るかどうかを確かめたい。傷はなくても、目覚めませんでした、なんてことだってあるのだから。

「う……」

「おっ」

　少しの間肩をゆすると、少年は微かすかな呻うめき声と共にゆっくりと目を瞬かせた。

　意外と簡単に意識を取り戻したあたり、大丈夫そうかな。

　意識が戻った彼の肩に手を置き、声を掛けてみる。

「目が覚めたようだね、気分は──」

「っ！　離せ!!」

「うわっと」

　目を覚ました少年は、僕を視界に収めたその瞬間に、肩に置かれた手を払いのけた。

　突然の拒絶に少しばかり驚いてしまったが、少年の方は青く晴れた空を見てどういうわけか狼ろう狽ばいしながら立ち上がる。

「時間が……、くっ！」

「あ、おい、ちょっと待──」

　少年は僕の声に耳を貸さずに、そのまま大通りの方へ駆け出して行ってしまった。

　あの焦り様は尋常じゃない。何か大事な用でもあるのだろうか？

　でも、まさか拒絶されるとは思わなかった。

　それほどまでに人間不信になっている、ということなのかな。

「さて、どうするか」

　リングル王国の外の治癒魔法使いに会いたいという思いは叶かなったけど、なんというかもどかしい気分だな。

　苛いじめを見て見ぬふりできないというほどできた人間ではないが、無関心ではいられない。

　彼の現状をどうにかできるような力は僕にはないだろうし、むしろ、この都市では治癒魔法使いの僕がどうにかされそうなくらいだ。

「……今は、先輩達と合流だな」

　まずは先輩とカズキに相談してみよう。

　一人で考え込むよりずっといいし、何よりこういう問題には元生徒会の二人の方が詳しいかもしれない。

　よし、そうと決まったら早速二人のところへ──、

「おーい、ウサトくーん！」

「ウサトー！」

　聞き覚えのある声に振り返ると、二人の美男美女がこちらへ駆けてくるのが見える。

　犬いぬ上かみ先輩とカズキだ。

「……向かう必要もなかったかな」

　元気に手を振っているカズキを見て、僕はそう呟つぶやきながら二人の方へ歩を進める。

　案の定、黙って宿泊場所を変えた僕を犬上先輩は不満げな顔で見ていた。

「まったく、ウサト君！　アマコの友達の家に泊まるなら私も連れていってほしいなっ！」

「鼻息荒くして無茶なことを言わないでくださいよ。こっちだって結構大変なんですから……」

　さすがに先輩が来ると、キョウの心労が半端じゃなさそうだ。

　キョウが悪い人じゃないのは分かっているから、ある程度の信用を得るまで先輩をできるだけ連れていきたくはない。この人の強引さは、時に悪い方向に作用するからなぁ。

「それより、先輩達は宿の方にいたんじゃないんですか？」

「先輩がウサトを迎えに行こうって言うから、俺も一緒に来たんだ。ここで会えたから手間にならずに済んだけどな」

「ん？　何かあるの？」

　もしかして、もう学園側の返答が決まったり……はないか。

　決定が下るまで結構な時間がかかるって言われてたし。

　僕の疑問を察してか、得意げな表情を浮かべた犬上先輩が興奮気味に僕に近づいてきた。

「昨日の夜、グラディス学園長から学園を見学していかないか、という誘いがあってねっ。だからウサト君もどうかと思って!!」

「見学、ですか」

　そういえば昨日、手紙を渡した帰りにそんなことを言われていたな。

　なるほど、あの時先輩が食いついたのを見てグラディスさんも気をきかせてくれたようだ。

「んー、僕も気になっていたし、行きます」

「ウサト君ならきっとそう言ってくれると思っていたよ。早速、行こう」

　犬上先輩が僕とカズキの手を取り、学園のある方へ早足で歩き始める。

「先輩が楽しそうで何よりです……」

　楽しそうな先輩に、自然と僕の頰も綻ほころぶ。

「でもウサトも楽しみだろ？」

「ははは、カズキに隠し事は無理だなぁ」

　ひとまず、先ほどの少年のことは後にしようか。

　今の先輩を呼び止めるのも忍びないし、僕自身、二人と一緒に行動できるのは楽しいからね。





　　　　　　　　　　＊＊＊






　僕達の手を引く先輩は立ち止まることなく進み、やがて学園の入り口近くへと到着した。

　きょろきょろと周りを見渡すとハルファさんが入り口から出てくるのが見えたので、僕達はすぐさま歩み寄って話しかけた。

「昨日ぶりです、ハルファさん」

「おはようございます、ウサトさん。昨日は違う宿に泊まられたそうですが、大丈夫でしたか？」

「大丈夫でしたよ……一応」

「？」

　家主に罵倒されて攻撃を加えられそうになりました、なんて口が裂けても言えない。

　笑顔を保ったまま首を傾かしげたハルファさんに作り笑いを返す。

「ま、大丈夫なようで何よりです。それでは、早速案内させていただきます」

　幸い不審には思われなかったようで、そのまま案内を始めてくれるハルファさんに安あん堵どしつつ後ろをついていく。

　昨日見た広場には、朝だからか学生の姿はなく、少し閑散としている。

　今の時間帯は授業中だから、学生は出歩いていないのかな？

「授業か、どういうことを教えているのかなぁ。ウサトはどんなのを想像してる？」

「うーん、やっぱり魔法の使い方とか応用とかじゃないかな？」

　魔導学園っていうくらいだし。

　僕の言葉にハルファさんがこちらを向く。

「それもありますが、ここは冒険者や騎士などを目指す者も多く集まるので、魔法以外にも武術など多岐にわたる分野を学ぶことができるんです」

　自分がなりたい職業に合わせて学びたいものを学ぶ、元の世界と同じようなシステムなのはなんだかすごいな。

　雑談をしながら校舎の中をしばらく進んでいくと、この世界の文字が刻み付けられたプレートが張り付けられた木製の扉がいくつか並んでいる通路に出た。前を歩くハルファさんは、一つの扉を見つけるとこちらに振り向いた。

「この部屋では、魔法の基礎に関する授業が行われています。この学園に魔法を学びに来た者達がまず初めに受ける授業がこれです。もちろん、私も受けました」

「魔法の基礎か。俺と先輩はウェルシーさんから基礎を教えてもらったから、ここでの授業がどういうものか興味あるな」

　僕はどうやって覚えたんだっけか。ずっと走っていた記憶しかないな……。

　確か、魔法の扱い方の訓練でローズに言われたのは「走りながら魔力を感じろ」だったかな。

　今思えば、そんな訓練でなぜ魔法が使えるようになったのか自分でも意味が分からない。

「残念ながら目的の場所はここではなく、私が所属しているクラスの授業なんです」

「ハルファさんの？」

「ええ、今日は丁度私のクラスで魔法の実技訓練があるので、皆さんにはその訓練を見学していただき、よろしければ参加されてはいかがかなー、と」

「私達が参加してもいいのかな？　訓練の邪魔になるかもしれないよ？」

「他ならぬ学園長が許可したのですから大丈夫ですよ。それに、私はクラスの監督役を任されているので、ある程度の権限が認められているんです」

「監督役？　先生みたいな立場ってことかな？」

「簡単に言えば、そうですね」

　先輩の言葉にハルファさんが頷いた。

　ハルファさんは学生にもかかわらず教師と同じくらいの権限を持っているのか。僕達とそう違わない年齢なのにすごいなぁ。

「ウサトさんは参加しますか？」

「うーん……」

　カズキと犬上先輩は参加してもいいだろうけれど、僕は無理だろうな。

　魔法の実技訓練ってことは攻撃魔法を中心に練習するのだろうし、治癒魔法を使った物理攻撃がありなら殴ったり蹴けったりできるだろうけど、治癒魔法を使わない場合、それは魔法じゃなくてただの暴力だ。

「僕はほら、治癒魔法使いですし。出ても意味がないですよ」

「そうですか、残念です」

　なんであからさまにシュンとするの？

　落ち込んでしまったハルファさんに、ちょっと罪悪感を抱いてしまったじゃないか。

　治癒魔法使いの僕に何を期待しているのだろうか？　僕はアレですよ、〝走る〟〝殴る〟〝治す〟しかできない魔法使いですから。

「君の実力を見せつける時が来たということだな、ウサト君」

　ここで犬上先輩が得意げにそんなことを言いだした。

　相変わらず僕に対しての言動がぶっ飛んでますね、ある意味安心しますよ。

「だから、僕は先輩やカズキみたいな魔法は使えないんですって。できることといえば、パンチとかキックとか……」

「そのパンチとキックが凶悪すぎるんだけどね。君の領域までいけば、魔法と変わらないと思うよ」

　えーと、先輩は僕が人間離れしていると言いたいのか？

　どちらにしろ、僕の治癒魔法ありきの技は物理攻撃と変わらないから、王道な魔法を使う人達にはあまり見せたくはない。

「む、ちょっと時間を掛けすぎましたね。そろそろ進みましょうか」

　ハルファさんは、くるりと後ろを向いて歩き始める。

　しかし、僕が魔法の実技訓練に参加しないと言った時、なぜハルファさんは残念そうな表情をしたのだろうか。僕なんかより、勇者であるカズキや犬上先輩の魔法を見せた方がいいはずなのに。

　もしかして、僕を参加させたい理由がある……？

「深読みしすぎかな……？」

　小さく首を傾げながら歩いていると、景色は小こ綺ぎ麗れいな通路から屋外へ移り変わる。

　元の世界の学校でいう昇降口のような場所から大きな広場へと移動した僕達は、ようやくこの学園の授業風景を見ることができた。

　そこでは、学生達がそれぞれ定められた的に自らの魔法を放っていた。

「燃やし尽くせ!!」

「はぁぁぁぁぁ!!」

　まず目に入った男の子は、眼前の地面に打ちつけられた白い丸太のような的に手から放った火球をぶつけ火花を散らしていた。

　その隣で練習していた女の子は地面に手を置き、噴出させるようにつぶてを飛ばしている。

　昨日見た学園内の広場のような、自由な感じではない。気迫も何もかも全然違う。

「──っ!!」

　先輩とか、もう大変だ。言い様がないほど高揚している。

「先輩、嬉うれしいのは分かりますが叩たたかないでください」

　感動に打ち震えた表情で僕の顔を見て、なにかを訴えかけながら肩をド突いてくるのだ。

　正直、鬱うっ陶とうしいことこの上ない。

「カズキ、先輩をなんとかして……」

「ははは、無理だな。頑張ってくれ」

　そんな楽しそうな笑顔で言わなくても……。

　カズキからも見放され、興奮冷めやらぬ先輩にただひたすらド突かれていると、訓練している学生達を見渡せる場所まで案内してくれたハルファさんがこちらを振り向く。

「ここが私が所属するクラスです。といっても今日は下級生との合同訓練の日ですから、全員が私のクラスメートというわけじゃないんですよ」

「下級生？　確かに小さい子もいるな……」

　よく見れば二、三歳くらい離れている子達が上級生らしき人達の横で見学している。

「ん……？」

　広場の端の方で、見知った顔が魔法の訓練をしているのが見えた。

　あれは、キョウとキリハか？　二人もハルファさんと同じクラスだったのか。

　キリハは手てっ甲こうから幾重にも撃ち出した風の刃やいばで的を切り刻み、キョウは脚甲が装備された足を大きく蹴り上げて風の刃を作り出し、的を斜めに切り裂いた。

「風か……」

　かっこいいなぁ、と思いながら何気なく二人の方を見ていると、キョウも僕に気付いたようだ。彼は驚いたように隣にいるキリハに声を掛けている。

　こちらを向いたキリハにとりあえず手を振っておくと、彼女は目を丸くしながら小さく手を振り返してくれた。

「彼らとお知り合いなんですか？」

　ハルファさんが驚いた声でそんなことを訊きいてくる。あまり深読みされないように「ええ」と軽く答えると、彼はなぜか感心するように頷いた。

「なにか？」

「キョウとキリハは滅多に人間と関わろうとしないので、かなり驚いています。話しかけても邪険にされるだけですからねぇ、あの二人には」

　キリハとキョウは、学園ではそんな感じなのか。

　ふーん、と何ともなしにキリハ達の方を見ようとすると、いつの間にか落ち着きを取り戻した先輩が僕の肩を軽く叩いた。

「あの二人がアマコの友達？」

　ハルファさんに聞こえないよう配慮してくれたのか囁ささやくように言われたので、僕も声を潜めて応じる。

「ええ」

「良い獣耳だ。あとで紹介して」

「お断りします」

　にっこりと笑みを浮かべ即答する。

　せっかく得た信頼を、常にハイテンションな貴女あなたに崩されるわけにはいきません。

　非常に、非ッ常に心が痛むけど、先輩にはもう少し我慢してもらおう。

「なぜだ！　なぜなんだウサト君ッ！」

　肩を摑つかみ揺さぶってくる先輩とそんなやり取りをしていると、ハルファさんがこちらを振り向く。

「さてと、そろそろ皆に貴方あなた達のことを紹介しましょうか」

　そう言うと、ハルファさんは温和な雰囲気から想像できないような鋭い声で「集合!!」と叫ぶ。

　魔法を練習していた上級生と、それを見学していた下級生はその声に即座に反応し、彼の前へ走って集まってきた。

　僕達へ奇異の視線が向けられる。

「今日は上級生と下級生の合同訓練です。本来ならば、下級生が上級生の魔法を見て覚え成長への糧とする機会ですが、今日は少し違います」

　ハルファさんの厳しい口調に、学生達が緊張する。

「本日はリングル王国から、三人の使者が私達の訓練風景を見にきてくださいました。実力も経験も私達の遥はるか上をいく方々なので、失礼のないように」

　ハルファさんの説明に、どこか胡う散さんくさいものを見るような視線がちらほら──というより、その大多数が僕へ向けてのものだった。

　ちなみに、キョウも同じ目で見ていたと言っておこう。

　実際、美男美女であるカズキと先輩の中に僕という普通の男が入っていれば、誰もが不思議に思ってもしょうがない。僕だってそう思うね。

「あ、あの白い服の人っ！　昨日、キリハに殴られてた人だ……」

　ザワつく集団の中からそんな声が聞こえた。

　昨日っていつの話をしているんだ？

　昼間の話なら、その言い方には悪意がある。

　案の定、〝殴られてた〟の意味をはき違えた複数の学生により疑惑の視線が僕へ突き刺さる。

「昨日、何かあったのか？」

「誤解があったんだよ……」

　隣にいるカズキからの質問に額を押さえながら答える。

　身から出た錆さびなのだろうけど、あの状況じゃ誰かに見られてもしょうがない。

　先輩やカズキに疑いの目がいかなかっただけ良しとするか。

「あの、その人達が私達よりも強いんなら、どんな魔法が使えるか実践してもらっても大丈夫ですよね？」

　安堵したのも束つかの間ま、下級生が並ぶ方からそんな声が聞こえてきた。

　幼く、高い声。

　こちらを胡散くさそうに見ながら、ツインテールの少女が手を挙げていた。

「……そう、きましたか」

　ハルファさんが、僕にギリギリ聞こえるくらいの声でそう呟く。

　まるで予想していたと言わんばかりの冷静な声色に、若干の疑問を抱く。

「こちらの皆さんが実力を示さなければ、貴方達は礼を尽くせない、ということですか」

　一つため息をついたハルファさんは、こちらにゆっくりと振り向く。

「ということで、どなたかに魔法を実践してほしいのですが──」

「私に任せてよ！　どこに魔法をぶつければいいのかな!?」

　たきつけた少女よ、君は一つ間違いを犯した。

　それは、ファンタジーに並々ならぬ情熱を抱く勇者に、必要以上にやる気を出させてしまったことだ。

　意気揚々と前に踏み出した先輩に、引き笑いを浮かべたハルファさんがゴーサインを出す光景を見て、僕は思わず目元を手で覆ってしまうのだった。
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　訓練の内容は単純。魔法に耐性のある白い丸太のような的に、攻撃魔法をぶつけるだけ。

　思い出してみれば、ここの学生達も的を傷つけることはできても破壊するには至らなかった。あの的は、それほど魔法に強く頑強なものなのだろう。

「うーん、この木剣はちょっと使いにくいね……」

「魔法に耐えられる特別製ですから、扱いにくいのは我慢してください」

　武器を用いての魔法で、先輩は木剣を使うようだ。

　徒手空拳でも剣でも手甲でもなんでもあり。もちろん魔法の単体攻撃だけでもいいので、かなり自由度が高い射的だと思えば結構分かりやすいかもしれない。

　的の前に立った先輩と、その後ろで先輩の魔法が披露されるのを今か今かと待っている学生達。

「ねぇ、カズキ」

「ん？」

「先輩、手加減するかな？」

「……してくれるさ、俺達の先輩なんだぜ」

「……フッ」

　カズキが目の前の光景から目を逸そらしながら言わなければ、僕も安心していたところだよ。

「でも、やり方はどうあれ、先輩もウサトをバカにされたのが許せなかったんだと思う」

「先輩が……？」

「ウサトのこと何も知らないのにさ、好き勝手に言っていいわけがないじゃないか。俺も先輩も表面には出していないけど、結構怒っているんだぜ？」

　僕のためを思っての行動とは、ちょっと感動した。

　木剣を持つその手をぐるぐると回して電撃を迸ほとばしらせ、意気揚々と構える先輩を見る。

「いや、待て待て」

　感動するのはいいとして、それで先輩が手加減なしに訓練をしていいわけではない。

　声を掛けようとするも、既に先輩は駆け出していた。

「シッ！」

　軽い助走と共に的に向かって駆け出した先輩は、一瞬で的の目と鼻の先にまで接近し、弓矢の如く引き絞った電撃を纏まとわせた木剣で突きを繰り出す。

　雷と見間違うほどの素早い彼女の動きに、見学していた学生達は一体何が起こっているのか分からなかったようだが、先輩が木剣を的に貫通させたことで、ようやく彼女が攻撃魔法を放ったことを理解したようだ。

「は……？」

　学生の誰かが素すっ頓とん狂きょうな声を出す。

　無理もない。ローズとの訓練を経た僕でさえ、ようやく目で追えるほどの速さだ。

「まだ終わりじゃないよ……！」

　何を思ったのか、的に突き刺した木剣を手放し後ろへ下がった先輩。手放した木剣には流した電撃の魔力がまだ滞留しており、先輩の手を離れてもなお放電している。

　彼女は開いた手を翳かざし得意げな表情を浮かべると──、

「弾はじけろ!!」

　その言葉と共に、掌てのひらから電撃を放つ。

　電撃が直撃した木剣は、爆発するかのように目も眩くらむほどの光を発した。

　数秒ほどして眩んだ目が元に戻ると、先ほどまでそこにあった的と特別製の木剣は消し炭へと変わり果てていた。

「……」

　やりすぎだよ!?

　黙ってずっと見ていたけど、誰がここまでしろと言ったの!?　というよりさっきの恐ろしい技は何ですか!?　あんなの人が食らったら跡形も残らないじゃないですか！

　周りの学生達が目の前の光景に声も出ないでいる中、当の本人は周囲の困惑そっちのけで、やり遂げたと言わんばかりに腕を組み、うんうんと頷いている。

「予想以上です。お二人もどうでしょうか？　まだ時間に余裕がありますので、スズネさんと同じようにやってみますか？」

　ハルファさんは少しも驚いた様子を見せずに、僕達にそんなことを言ってきた。

「僕はこういう魔法を使いませんから……」

「この訓練は剣でも体術でも魔法が使われれば何でもありです。つまり、魔力さえ伴っていれば、拳であっても魔法の攻撃とみなされます」

　なんだろうか、ハルファさんはどうしても僕に参加させたいように見える。

　しかし、僕の意思は固い。というより、先輩の後とか、どれだけハードルが上がっている状態でやらなくちゃいけないんだ。

「い、いや、僕よりもカズキがやった方がいいですよ。僕の魔法より派手ですし」

「うーん、ウサトも色々な意味で派手だと思うけどなぁ……。まあ、ウサトが嫌だって言うなら俺が行くよ。実は俺もやってみたいと思っていたところだし」

　押しつけちゃったみたいで申し訳ないな。

　だけど、僕の魔法のどこが派手に見えるのか。ただただ地味なのに。

「スズネさんの隣の的を使ってください。壊しても構いません。武器は使いますか？」

「いや、今回は魔法だけでやるよ」

　武器を持たずに的の方へ歩いていくカズキ。












　そんなカズキと入れ替わる形で、犬上先輩が帰ってきた。

　多くの学生達の視線を集めて僕の隣へと近づいた彼女は、満足げな表情を浮かべていた。

「次はカズキ君か……ウサト君はやっぱり出ないのかな？」

「ハードルが高すぎますって。先輩は僕にあの的を打ち砕いてほしいんですか？」

「フフ、できなくはないだろう？　あんな動かない的なんて、武装した魔族に比べれば簡単さ」

　そんな突拍子もない例を挙げられても、どんな反応していいか困りますって。

「おっ……」

　的の前に立ったカズキが、ピンポン玉くらいの大きさの魔力弾を三つほど生成していた。

　光系統の魔法──強力かつ希少な魔法に学生達は先輩の時以上のざわつきを見せるが、カズキは魔力弾の操作に集中しているのか掌から視線を逸らさない。

「むむ、私もあれは見たことがないな」

「魔法の遠隔操作……。少しでも気を抜けば霧散してしまう魔力弾を操るなんて、さすがですね。クラスの皆に見習ってほしい繊細さです」

　カズキの扱う魔力弾を見て感心するハルファさん。

　僕としては、魔力を遠隔で操作することが可能なことが驚きだ。

　カズキの光魔法とか僕の治癒魔法は、自分から切り離したら霧散してしまうものだと思っていたからだ。

　僕も頑張れば飛ばせるかな？

　治癒魔法弾ッ、みたいな感じで遠くにいる人を治せたら便利そうだ。

「行け！」

　その手を振るい、魔力弾を的へ飛ばすカズキ。

　飛ばされた魔力弾は未いまだにカズキの支配下にあるようで、ぎこちなさはあるものの確実に的の方へ飛び、その上方で停滞する。

「俺の魔法は危ないから……下へ!!」

　カズキが手を振り下ろすと、三つの魔力弾はとてつもない速さで下方の的へ降り注いだ。

　カズキの繰り出した技は先輩のように派手ではなく、むしろ地味とも思えたが、先輩以上に危ない技だという印象を僕に抱かせた。

　なにせ、的へ降り注いだ魔力弾は炸さく裂れつも爆発もせずに、的をくりぬくように地面へ突き刺さったのだから。

「どうやら、カズキ君は黒騎士との戦いを経て、自分の弱点を補う術すべを見つけたようだね」

「え、えぇ……」

　なに二人ともえげつない技を編み出しているんですかね……。

　勇者二人による魔法──それは先ほどまで僕達に疑いの目を向けていた学生達の目を覚ますのに十分だったらしく、皆一様に先輩とカズキに畏い怖ふの混じった視線を向けている。

「言っていませんでしたが、こちらの二人は先の魔王軍との戦いで最前線を戦い抜いた勇者です。貴方達が軽んじていいような方々ではありません。もちろん、こちらのお方も同様です」

　ここで僕を出す必要があったのでしょうか、ハルファさん。

　先輩とカズキに集中していた視線が、僕に集められた。

「どういう魔法を使うんだろう……」

「他の二人と違って弱そうだけど……」

「パッとしないけど実は、って感じ？」

　なんとも酷ひどい言われ様である。

　見た目だけで、こんなにボコスカ言われるのはどうなのだろうか。幸い、こちらに戻ってきたカズキにこの声は聞かれていないようだけど。

「あの、そちらの方はどんな魔法を使っているんですか？」

　とうとうそんな質問がハルファさんへ飛んできた。

　ハルファさんは、僕を横目で見る。

　多分、この人は僕の魔法が学生達に知らされた後の反応を分かっている。そして、僕自身もなんとなくは理解している。

　治癒魔法使いがこの国でどのような扱いを受けているか、さっきこの目で見たからだ。

「はぁ……」

　しょうがない。

　先輩とカズキが自身の魔法を明かしたのだから、僕だけ明かさないわけにはいかない。

　隠し通すのは無理だ。

　僕は団服の襟を正し、一歩前へ踏み出す。

「僕は、リングル王国の救命団に所属する治癒魔法使いだ」

　さあ、どんな反応がくる？

　理不尽と罵倒の中で成長した僕は、多少の嘲あざけり程度では少しも傷つきはしないぞ。
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　ハルファがウサトとその仲間二人を連れてきた。

　あたしやキョウが魔法の訓練をしている最中に現れたウサトは、あたし達に手を振ってきた。

　キョウはもちろん応えることはしなかったが、あたしは周りにばれない程度に手を振り返した。

　なんでウサトがここにいるのかと思ったが、今日は客人が見学に来ると授業前にハルファが言っていたのを思い出し、それがウサト達なのだとすぐに理解した。

　ウサト達を紹介したハルファは、彼らがあたし達学生よりも実践慣れしていて強いと挑発的に言った。

　反発するのは目に見えていただろう。うちのクラスはとびきりそういうのが多い。

　仲間の二人の実力は分からないけど、ウサトに関しては勝てるかどうか分からないと思った。

　獣人のあたしと同等かそれ以上の膂りょ力りょくと、どんな怪我でも一瞬でも治してしまう治癒魔法。

　もしも本気で立ち会ったら、風の刃でどんなに切り刻んでも、ウサトは魔力が続く限り立ち上がり、獣人を上回る怪力で攻撃してくるだろう。

　悪夢以外の何物でもない。

　でも、昨日の騒動のせいでウサトに疑いの目がいってしまった。あたしのせいで下級生クラスの問題児──貴族の娘、ミーナを調子づかせてしまったのは誤算だった。

　あのお嬢様は、とてつもなく性根が腐っている。

　ウサトと同じ治癒魔法使いを数年にわたって取り巻き達と苛めているのだが、学園側も彼女の家柄のせいで処罰することができない。

　彼女のことだ。ウサト達の魔法が大したことなかったら、晒さらし者にするつもりだったのだろう。

　周りもミーナの思惑は分かってはいたようだけど、貴族であるミーナに盾突くのが怖いのか、誰も止めようとはしなかった。

　あたしも、止めることができなかった。

　クラスの奴らと話そうとは思わなかったし、唯一話の通じるハルファも、こういう場合は反対なんてしようとしない。

　しかし、ウサトの二人の仲間の魔法はとんでもないものだった。

　今まで見たことのない破壊力を有する雷系統の魔法。

　希少な光系統の魔法の巧みな操作。

　度肝を抜かれるとは、まさにこのことを言うのだろう。

　それもそのはず。あの二人は、アマコの言っていたリングル王国の勇者だったのだから。

　そこで終わればよかった。

　皆、それで納得して黙って訓練に戻ってくれればよかった。

「僕は、リングル王国の救命団に所属する治癒魔法使いだ」

　ウサトの言葉で周りの意識が変わった。

　もちろん、悪い方に。

　あたしも、隣にいたキョウも頭を抱えた。

　あたしのクラスは火力バカの集まりだ。魔法は強ければそれだけでいいと思っている。あたしには治癒魔法をバカにするつもりは毛頭ないが、ウサトのことを知らないクラスメートにとって治癒魔法使いは貧弱という印象が定着している。

「なんだ、治癒魔法使いかよ……俺でも勝てるわ」

「戦場では逃げ回ってたんじゃねぇの？」

「私達より強いとか、噓うそでしょ」

　案の定、その火力バカ共がこき下ろしにかかる。

　そして、あの性悪お嬢様がこの絶好の機会を逃すはずがなく──。

「治癒魔法？　本当に強いんですか？」

　と、よく通る声でそんなことを言いだした。

　その言葉に、ウサトは笑顔を保ったまま「あはは、困ったなぁ」と抑揚のない声で返した。

　しかし、隣にいる光魔法使いの勇者が、もう一人の勇者を突然後ろから羽交い絞めにしだした。

　ウサトが一切表情を変えないせいか、周りは何が起こっているか分からないようだが、耳の良いあたしとキョウには二人の勇者の会話が微かに聞こえてしまった。

「気持ちは分かりますが、落ち着いてくださいッ」

「カズキ君、ちょっとだけ、ちょっとだけバチって……焦がす程度に……」

「駄目ですってッ！」

　光魔法を使う勇者が寛容じゃなかったら、ミーナは今頃大変なことになっていたようだ。

　だけど、ミーナはそれに気付いていないのか、サッと手を挙げて一歩前に出る。

「ハルファ先輩。私、このお方と魔法での模擬戦をしてみたいのですが、よろしいですか？」

「模擬戦ですか？」

「はい、魔族と戦える治癒魔法使いのお方との模擬戦なら、怪我の心配もないじゃないですか」

　……胸むな糞くそ悪い奴だ。

　つまりウサトに、体ていのいい『的』になれと言っているようなものだ。

　彼女の扱う火系統の炸裂魔法は、大した威力はないが人を適度に痛めつけるのにはうってつけの魔法。彼女の腐った性根にぴったりだ。

　だが、今回は喧けん嘩かを売った相手が悪かった。

　彼女の知る治癒魔法使いと、ウサトという治癒魔法使いは、次元が違いすぎているのだ。

　普通の治癒魔法使いは治すこと以外なにもできないので、真っ向から勝負なんてしないし、ましてや獣人のあたし以上の戦闘力を有しているはずがない。

　ミーナの意地の悪い笑みに、ハルファは何がおかしいのか少しだけ口の端を歪ゆがめる。

「その必要はありません」

「え？」

「リィアーシア家のご令嬢に危険な模擬戦をさせるわけにはいきません」

　やんわりとミーナの提案を却下するハルファ。

　彼の言葉に、キョウは安堵しているようだけど、あたしは妙な違和感を覚えた。

　ミーナが貴族の令嬢っていう理由だけで、あのハルファが模擬戦を止めようとするのか？

「ですが、ここにいる皆さんが、彼──ウサトさんの実力を認めていないのも事実。ここはそうですね……ウサトさん」

「はい？」

「彼女に代わって、私と模擬戦をしませんか？　貴方の力を見せるには、これが一番手っ取り早いと思いますが……どうでしょうか？」

「なっ!?」

　思わず、驚きの声を上げてしまった。

　攻撃的な魔法を用いない魔眼の優男──ハルファが突如、ウサトとの模擬戦へと名乗りを上げたのだから。
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　あれよあれよと言う間に、ハルファさんと模擬戦をすることになってしまった。

　本当にどうしてこんなことになってしまったのだろう。

「あ、あの、ハルファ先輩。代わるって……？」

「言葉通りです。それに、彼の相手は私でないと務まらない」

　怯おびえるように質問したツインテールの少女に冷たくそう言い放った彼の瞳は薄い紫色に怪しく光っており、その目はまっすぐ僕へと向けられていた。

「ウサトさん、構わないでしょうか？」

「うーん。まあ、お手柔らかに」

　ハルファさんの魔法は魔力の流れを見ることができる魔視だっていうし、特に強い攻撃魔法とかは使ってこないだろう。

　適当に逃げ回っていれば乗り切れる。最悪、治癒パンチで殴って気絶させればいい。

「模擬戦ってどこでやればいいんですか？」

「訓練場の中央でお願いします」

　ハルファさんが模擬戦をやろうと申し出てから、明らかに学生達がざわついている。結構安請け合いしちゃったけど、もしかして僕って何かヤバいことでもしてしまったのか？

　まあ、やってみれば分かるか。

「じゃあ二人とも、とりあえず模擬戦、行ってきます」

「頑張れよ、ウサト」

「頑張ってウサト君、私のために」

「ありがとう、カズキ」

「あれ？」

　先輩のボケをスルーして、軽い準備運動を始める。

　ストレッチしながらハルファさんの方に目を向けると、彼は模擬戦に使う武器を選んでいる。

　僕は、武器は必要ないかな。

　槍やりは一度使ったことがあるけど、怪我させたら危ないし。

「おい！」

「ん……？」

　学生達の集団の中から、キョウがドシドシと足音が聞こえそうな勢いでこちらへ詰め寄ってきた。クラスメートから注目を集めているようだけど、大丈夫なのかな？

「あれ、僕に話しかけて大丈夫なの？」

「本当は嫌だけど……わざわざ忠告しに来たんだよ！　そんくらい分かれよ！」

　え、えぇ、そんな無茶な……。

「忠告？　君が僕に？」

　どういう風の吹き回しだろうか。彼には嫌われていると思っていたのだけど。

　後ろから遅れてついてきたキリハに何事かと視線を向けると、彼女もキョウと同じく真剣な表情をしていた。

　二人揃そろってどうしたんだろうか？

「お前が今から戦うハルファって奴は、外そと面づらは良い奴に見えるが、相手に手加減なんて一切しないとんでもないイカレ野郎だ」

「イカレ野郎って……」

「もしものことがあったらアマコが困る。ウサト、悪いことは言わない。キョウの言う通りハルファとの模擬戦はやめるんだ。彼は危険すぎる」

「そんなこと言われても……」

　やめられるならそうしたいけど、そういうわけにもいかないだろう。

　リングル王国の救命団っていう所属を名乗った僕が、学生との模擬戦を臆してやめたという話が広がれば、救命団の名に泥を塗ることになるし、この先の旅にも支障が出るかもしれない。

　何より、隣国にいるローズに僕がビビって模擬戦を逃げ出してしまった、などということが伝われば、間違いなく死ぬよりも酷ひどいお仕置きをされる。

　それは絶対に嫌だ。

　ローズに怒られるのもお仕置きされるのも、失望もされたくない。

「僕はやめないよ。この団服を着ている限り、僕に負けは許されない」

　お仕置き的な意味で負けられない……ッ。

「あいつの人を区別する基準は、強いか弱いかのどちらかしかねぇ。魔法使いを容赦なく再起不能に追い詰めちまうんだぞ？　分かってんのか!?」

「大丈夫、僕の師匠ほどじゃない」

　人を何十メートルも殴り飛ばせるくらいじゃなきゃ僕は倒れない。

　それに、二人の話を聞いてハルファさんのことについて合点がいった。

　初めて僕に声を掛けた時の背を這はうような粘着質な声も、僕を救命団の治癒魔法使いと知ってからの態度も、僕が訓練に参加しないと言った時の残念そうな様子も、僕が彼のお眼鏡に適かなうかどうか観察されていたということだったのか。

「さあ、ウサトさん。準備はできましたか？」

　キリハ達から離れ訓練場の真ん中あたりに移動した僕の前に、ハルファさんがゆっくりとした足取りでやってきた。

　その手には身の丈ほどの木の棒……いや、棍こん棒ぼうが握られており、それをくるくると回しながら依然として笑みを浮かべている。

　キリハとキョウの話を聞いた今では、その笑みが物騒なものに見えてしまうよ。

「……大丈夫、やれます」

「そうですか。えーと、スズネさん、開始の合図をお願いしてもいいでしょうか？」

「え？　ああ、構わないよ」

　先輩が頷うなずくと、僕らは向かい合った。

　僕は肩幅ほどに足を広げ、ハルファさんは手に握った棍棒を前に突き出し、低い体勢に構えた。

　彼の瞳に薄く光っていた紫色の魔力の光が、徐々にその強さを増していく。

　怪しく輝くその瞳にどこか薄ら寒いものを感じながらも、僕はいつものように治癒魔法を体に薄く纏まとう。

　うまく力の加減ができればいいけど、まずはこれまでの訓練を生かす動きをしよう。

　避よけられる攻撃は全て避けて、あわよくばこの数日間で僕がどこまで治癒魔法の魔力濃度を上げられたかを試す。

「よーし、合図を出すよー」

　……先輩はなんでそんな楽しそうなんですかね。

　片手を挙げ僕とハルファさんを交互に一いち瞥べつした先輩は、その場から一歩踏み出し、挙げた腕を振り降ろした。

「始め!!」




　彼女の声が張りつめた空気を震わせた瞬間、僕は力の限り後方へ跳んだ。

　僕が跳ぶと同時に、今僕がいた場所にハルファさんが棍棒を振り下ろしていた。

「っ!?　私の方が早く飛び出したはずなんですがね……!!」












「逃げ足には自信がありますからね！」

「フッ、捉えてみせます！」

　十メートルほど後方に着地した僕へ、棍棒を突き出すように構え飛び出すハルファさん。

　速い。

　ローズと強こわ面もて共を除いて、これだけの速さで動く相手と戦うのは初めてかもしれない。

「フッ!!」

「おっと」

　容赦なく首を目掛けて突き出された棍棒を、体の向きを変えるようにして避ける。

　連続して突き出される棍棒を冷静に目で捉え、身を翻しながら横に跳ぼ──

「させませんよ！」

　──うとしたのだが、まるで僕の動きを分かっていたと言わんばかりにくるりと回転させた棍棒で足払いをされる。

「ぬおぉ!?」

　体勢が崩れた状態からそのまま転がり、地面に手をつき立ち上がる。

　フゥー、と息を吐きながら身を起こし、ハルファさんを視界に入れる。

「想像以上にやりにくい……」

「私も同じことを思っています……よっ!!」

　こちらに休ませる暇を与えず、続けて棍棒を繰り出してくる。

　さっきと同じように避けようとするが、どういうわけか僕の顔面への突きが寸前で止まり、薙なぎ払う攻撃へと変わった。

「！」

　慌てて身を屈かがめて避けると、次に待っていたのは僕の顔面へ向けられたハルファさんの膝。

「狙いがえげつなさすぎる！」

　膝が鼻先に当たる寸前に、身体をねじり膝蹴げりを避ける。

　どの攻撃も急所狙い、これはキリハもキョウも止めようとするわ。

　ローズから回避の訓練を叩たたき込まれていなかったら、力ずくでハルファさんを気絶させにいってたぞ……ッ!!

「それに──」

　さっきから、僕の動きが先読みされているようなのが気になる。

　最初の攻撃から初動がやけに早かったのと何か関係があるのか？　ローズから回避の訓練は受けたけど、避ける先に攻撃が繰り出されていたらかなりやりにくい。

「恐ろしい人だ！　本当にッ……これだけやっても無傷ですか!!」

「埒らちが明かないな……」

　ハルファさんは、それでも棍棒を繰り出し続けている。

　僕もハルファさんに迂う闊かつに近寄れないが──、

「フゥ……」

　そろそろ、攻めてみるか。

　別に無傷で勝とうだなんて考えてはいない。回避を中心とした戦い方から、力押しの戦い方へ変える。

「スゥー……」

　ゆっくりと深呼吸し、拳を構える。

　ハルファさんが棍棒を上段に構え突撃してくる。

「フゥン!!」

　上段からの一撃を、治癒魔法を集中させた腕で受け止める。

　多少の痛みはあるが、剣や槍じゃないから大丈夫！

「魔力が手に……!?」

　僕の両腕を見て驚きょう愕がくし声を上げたハルファさんに上段蹴りを放つが、あっさりと後ろへ跳ばれ距離を取られてしまう。

　だけど、今度は僕が追う番だ。

　ハルファさんが棍棒を構える前に一跳びで距離を詰め、跳び蹴りを放つ。

「くっ……」

　しかし、蹴りが当たる寸前に回避されてしまう。やっぱり、動きを読まれている前提で行動した方がいいな。

　アマコの未来予知レベルの反則的な精度じゃないことを祈って──、

「力押しだ！」

　懐へ飛び込むという目的は達成することができた。

　ハルファさんもすぐに平静を取り戻したのか、引き戻した棍棒を僕へ突き出す。

　今度は避けないッ！

「予測できるものならしてみろッ!!」

　顔面を目掛けて突き出された棍棒を、魔力を纏わせた拳とは逆の拳で弾はじいてその向きをずらす。

　ずらされた棍棒の先が頰を切り裂き血が噴き出るが、気にせず思い切り拳を引き絞る。

「フゥンッ!!」

「な、この距離で!?」

　目を見開くハルファさん。

　構わずに、腹部目掛けて引き絞った拳を打ち込んだ。

「がッ……!?」

　拳が何か硬い物に阻まれたが、そのまま勢いを止めずに無理やり振りぬく。

　拳の勢いで宙を舞うハルファさん。

　飛距離は遠く及ばないが、ローズが僕を殴っていた時は今みたいな光景だったんだろうな。

　……ん？

　あ。

「やばっ……！」

　僕はバカか!?

　なんでローズ基準で見ちゃったの!?

　気絶する程度でいいのに、なんでわざわざ殴り飛ばしたんだ!?

　いくら治癒パンチで殴ったとはいえ、これはさすがに駄目だろぉ!!

　地面へ落ちようとするハルファさんを慌てて助けに行く。

　しかし、ハルファさんは空中で体勢を整え地面に着地し、そのまま膝をついた。

「ははは、模擬戦で死ぬかと思ったのは初めてですよ……」

「すいません！　ちょっと加減を間違えてしまったというか、人が飛ぶことに慣れてしまっていたというか……」

　今、視界の端に、学生達が「噓うそだろ？」と言わんばかりの表情で顔を青くしたのが見えたような気が……。

「これがなかったら危なかった……」

　彼は真っ二つにされた棍棒を僕に見せた。

　なるほど、拳が当たる寸前に引き戻した棍棒で僕の拳をガードしたのか。

　よく防御が間に合ったなぁ。少なくとも戦場で会った魔族より圧倒的に反応が早い。

　密ひそかに感心していると、真っ二つに折れた棍棒を双剣のように振るったハルファさんが、それを再び僕に向ける。

「まだ、続けますか？」

「幸い、貴方あなたの治癒魔法のおかげで大したダメージもありませんので……。こんなところで終わりにできるはずがない。貴方は私の想像以上の、そしてあまりにも魅力的な強さを持っている。だからこそ、そんな貴方が彼らに笑われるのが許せないのです」

　だとしても、自身が吹っ飛ぶ一撃を受けて未いまだに戦意を失わないのは並大抵のことじゃない。

　僕としてはもうやめたいところなんだけど、そうはいかないのがキツイところだ。

「はぁ、分かりました」

　治癒魔法を集めた拳を開き、先ほど切り裂かれた頰にあてがい傷を治す。綺き麗れいさっぱり傷がなくなったのを確認した僕は、ハルファさんに拳を構えた。

「侮っていたわけじゃありませんが、治癒魔法がこれほど厄介な魔法だとは思いませんでしたよ」

　状況は多分、僕が優勢。

　しかし、ハルファさんの持っている得物が変わった。真っ二つに折れた棍棒を両手で持っている彼は武器が二つになって、手数が増したってことだ。

　リーチは短くなったが、それ以上に厄介そうだ。

「砕くか……」

　先ほどの感触からすると、折るのにそれほどの力はいらない。

　さっきから観戦している学生達がお通夜のように無言なのが気になるけど、今は目の前のハルファさんを無力化することだけを考えよう。

　僕だって、顔面と首だけを狙う攻撃にヒヤヒヤするのはもうたくさんだ。

「ようやく、やる気になってくれましたね」

「やる気もなにも僕は最初から……」

「ご冗談を……私にだって貴方との実力差くらいは理解できる。貴方は尋常ならざる身体能力だけで私の『目』を上回った。貴方の本分は人を癒いやし助けることなのに、戦いへ誘い込んだことを本当に申し訳なく思う……でも、これも私の役目なのです」

　役目？　何だ役目って。

　いや、今はひとまず置いておこう。

　ハルファさんの目が悲哀に満ちたものから、獣を思わせる気迫を放つものに変わった。両手の棍棒を手慣れた様子で構えた彼の姿は、まるで僕が攻撃してくるのを待っているかのように見える。

「僕が攻撃するのを待っているのなら──」

　行くしかない、か。

　その場で軽くジャンプしながら、跳び出すタイミングを図る。ハルファさんがカウンターを狙っていようが、防御に徹しようが、僕ができることは変わらない。

　走って殴る──ただそれだけだ。

「シッ！」

　斜め右前方に跳び、ハルファさんの側方を取る。

　やはりハルファさんの目は僕の姿を捉えているが、構わず治癒魔法が込もった拳を突き出す。

　ハルファさんは二本の棍棒で僕の拳を受け止めると同時に背後へ跳び、衝撃を逃がした。

「ぐぅ！」

　なんか反応の仕方が不自然だな。

　目で僕を追っているのに、体の反応は明らかに遅れている。

　続けて蹴りを繰り出すと、今度はしっかりと避けて反撃までしてくる。

「……む」

　首を傾け突き出された棍棒を躱かわすと一歩下がり、今一度彼を観察する。

　僕が押しているはずなのに、攻撃がまともに通る気がしない。ハルファさんがずっと防御と回避に徹すれば、僕は彼に勝てないとすら思えてくる。

「膂りょ力りょく、速さ、体力では絶対に勝てない……しかし、使える手はいくらでもあります！」

　ハルファさんはそう言って、こちらがどれだけ攻撃しても受け流し、同時に僕から距離を取る。

「何かとんでもない化け物と戦っているような表情はやめてほしいんですけどねぇ！」

　これは面倒くさいな……。

「ここまで僕の攻撃が受け流されるとはね……」

　格闘技に関してはズブの素人な僕の動きは、そこまで読みやすいのだろうか？

「それなら……」

　受け流されることを想定し、ハルファさんに直蹴りを繰り出す。

　案の定、ハルファさんは後ろへ跳びながら蹴りを受け流すが、構わず勢いに任せて距離を詰める。

「ッ！　そうきましたか!!」

「ちょこまかと逃げるのはそこまでだァ!!」

　素人の僕でもこの距離なら捉えられる。

　今度は棍棒で防御されるのを見越して強く拳を握りしめる。

　ここまで戦って、彼に遠慮は必要ないことが分かった……だから!!

「砕くぞォ！」

　その邪魔な棍棒をなァ！

　先ほどハルファさんを殴り飛ばした時よりも、さらに拳に力を込める。

　上から振り下ろすように振るわれた拳が、彼の手元目掛けて突き進む──

「フッ──」

「!?」

　──が、ハルファさんは地面に着地する寸前に背後にある何かを蹴り、体を捻ねじるように僕の拳を避けた。

「背後ッいただきました!!」

「ぐぉ!?」

　体を捻じり背後に回った彼は、僕の背中に遠心力を乗せた棍棒の一撃を食らわせてきた。

　痛みは大したものではないけど、その一撃は、目標を失った僕の拳の勢いを後押しするのに十分すぎるものだった。

「っと!?」

　止めるタイミングを見失った拳は、先ほどハルファさんが回避のために蹴った物体へと直撃する。

　ぐにゃりとした感触が一瞬だけ拳を包み込むが、勢いづいた拳はその弾力には吸収されずにそのまま突き破る。

「……あ」

　そこで、ようやく僕が何を殴ったのかを理解する。

　地面に力強く打ちつけられたそれは、先ほどまで先輩とカズキが破壊していた『的』だった。

「は……？　噓だろ？」

「素手で壊せるものなのか、あれ？」

「あんな威力で殴られたら、人間なんてひとたまりも……」

　学生達の声に、嫌な汗を感じる。

　サッと、ハルファさんそっちのけで先輩達の方を見る。

　そこには、これ以上ないドヤ顔で僕にサムズアップしてくる先輩の姿。

　目を輝かせて僕を見ているカズキ。

　体をガクブルと震わせているキリハと、そんな彼女を心配そうに見ているキョウ。

　そして、僕を〝化け物〟を見るような目で見ている学生達。

「これ、偶然壊れかけてたやつだから……」

　苦し紛れの言い訳をしながら、突き破ってしまった的から腕を引き抜こうと力を入れる。

　──って、あれ、抜けない!?

「逃しませんよ!!」

　背後からは、好機と言わんばかりにハルファさんが走り寄ってくる。

　予想外のピンチにテンパる僕。

「ちょ、ちょっとタイム、タイム！　抜けないって!!」

「使えるものは全部使う！　まさか貫通するとは思いませんでしたが……それも私の戦略!!」

「どんな行き当たりばったりの戦略だ！」

　四苦八苦しているうちにハルファさんが攻撃を仕掛けてくる。

　腕が的から抜けないままはさすがにマズい。かといって片手と足だけで捌さばけるほど甘い相手ではない。というより、自由に動けない状況に追い込まれた時点で詰みに近い。

　いやいやッ、こんな間抜けな詰み方があるか！　こんな決着の方がローズにぶっ殺されるわ!!

「ぬおおおぉぉぉ！」

「ッ、ぐぅ!?」

　棍棒を繰り出してきたハルファさんの側頭部にハイキックを繰り出し吹き飛ばす。防御されたけど、時間は稼げる。

　あとはその短い間で、この的ごと引き抜くッ！

　的に突き刺さった左腕に右腕を下から添え、力の限り持ち上げる。

「ウサト君!?　やっちゃうのかい!?　とうとう人の域を超えてしまうのかい!?」

　そこの先輩ちょっとうるさいです！

　歯を食いしばり地面に足がめり込むほどに力を入れると、先ほどまで電柱のように不動の体ていを保っていた的がぐらぐらと揺れ始める。

「オラァッ!!」

　的を突き動かすように右手で張り手を打ち込み一気に引き上げると、思ったより浅く打ち込まれていたのか、一メートルほどの根元が顔を出す。

　的は地面から抜けたが肝心の腕はまだ刺さったままなのに、体勢を立て直したハルファさんが既に棍棒を振り下ろそうとしている。

「そう簡単にやられるかぁ！」

　振り向きざまに的に突き刺さったままの左腕を振り回すが、ハルファさんは後ろに跳んでそれを難なく躱す。

「まさか的ごと引き抜くとは……」

「僕もびっくりだよ……」

　でも、案外浅く埋まってたな。思ったより引き抜くのは簡単だっ──、

「固定魔法で補強された的すらも引き抜くとは、さすがですね、ウサトさん」

「へ、へぇ。で、でも、僕もさすがに引き抜くのは大変だったよ」

　──僕のやつは偶然、固定魔法ってやつの補強が弱っていただけなんだ。

　でも、的を蹴って僕の背後を取りにくるとは驚いた。

　格闘能力も優れているし、周りのものを利用した戦い方も巧うまい。キリハ達が危惧するのも分かる強さだ。

　何より厄介なのが、僕の動きを完全に読みきっていることだ。まず、それをどうにかしなくてはならない。

「そういえば……」

　的から左腕を無理やり引き抜いた僕は、少し熱くなった頭を冷やしながらあることを思い出した。

　それは、ハルファさんの『魔視』という魔眼系統の魔法が、人や物を問わず魔力の流れを見ることができるということだ。

　なまじアマコの予知魔法に囚とらわれすぎたからか、彼の魔視という系統魔法に目がいかなかったのは迂闊としか言い様がないが……。

　もし、その魔視を応用したものがアマコの未来予知──いや、攻撃を『感知』するものだとしたならば、僕の動きがことごとく先読みされる理由も分かる。

　ハルファさんは僕と初めて会った時「僕の体に流れる魔力に粗がない」と言った。

　つまり、ハルファさんの目には僕が魔法を使っていない時の魔力の流れさえも見えているということだ。

「確かめてみるか」

　攻撃を予測されている状態じゃ、どんな攻撃も決定打にはなり得ない。

　かといって本気で攻撃するのは、人間であるハルファさん相手には危険すぎるし、さっきみたいに僕の力を利用される可能性もある。

　方法はこれしかない。

「……何かするようですね」

　治癒魔法を込めた左手で軽く拳を握り、ハルファさんに接近する。

　わざわざ攻撃する必要はない。

　僕が確かめたいのは──、

「これだ……」

　治癒魔法の魔力を左手から右足へ移動させ、左拳を打ちつける。

　速さも威力もそれなりにあるが、ハルファさんなら容易たやすく受け流せるレベルだ。

「ッ!!」

　しかし、ハルファさんは予想外とばかりに目を瞬かせ、慌てて僕の拳を防御した。ギリギリ防御が間に合い、受け止めることはできたけど──なんとなく読めたぞ。

「魔視で見えるのは魔力の流れだけじゃないですね？」

「……気付きましたか」

　距離を取って棍棒を下ろした彼は、観念したように息を吐いた。

「人の体には魔力が循環するように流れています……と、これは知っていますね」

　思いのほか素直に種明かししてくれるハルファさん。

　別にバレても問題ないんだろうな。動きを予測する目を持つ相手への対策なんて目め潰つぶしくらいしかないのだから。

「緩やかな川のように流れる魔力は、魔法の発動と使い手の動作によって『揺らぎ』が生じます。私はこの『揺らぎ』を見て貴方の動きを読んでいました。貴方のように体一つでこちらの魔力を上回られるとどうしようもないのが弱点ですが……」

　なるほど、『揺らぎ』か。

　さっきハルファさんの反応が遅れてしまったのは、僕がわざと魔力をおかしな風に動かしてハルファさんの混乱を誘ったからで、『揺らぎ』が見えずに、繰り出される攻撃が左手か右足か予測できなかったということか。

　合点がいった僕を見て、ハルファさんはまた棍棒を僕へ向けてくる。

「ですが、先ほどのようなあからさまなフェイントにはもう引っかかりませんよ。まだ私は戦えますからね……」

「いいえ、次で終わりにします」

　ハルファさんが僕の魔力を見て動きを読もうとしているなら話は早い。

　簡単なフェイントに引っかからないというのなら、僕にはうってつけの切り札がある。少しばかりのリスクはあるが、魔力の流れが見える彼にはきっと効果抜群だろう。

　僕は先ほどと同じように、ハルファさんの方へ走り出す。

「いくら速くとも、そう何度も直進では！」

　そんなこと、僕だって分かってる。でも、この手を使うには逆に真正面──ハルファさんの視界の中心にいる方が都合がいい！

　僕は足を止めずに、治癒魔法を込めた右手を彼に見えるように前に構えた。

「フェイントには引っかからないと──」

「これでもかな？」

　僕はでき得る限り治癒魔法が発動されている右手に魔力を注ぎ込む。薄い緑色がインクを継ぎ足したように濃く色づき、僕の右手を光らせる。

「光っ……!?」

　ハルファさんの魔視への対策法は、彼の目を眩くらませればいいだけのことだった。

　僕がそのまま右手を横に振るうと、彼の視線は意思に抗あらがうように右手に集中される。

「ハァ!!」

　相手が良すぎる目を持っているからこその攻略法。

　僕の動きを目で追えるほどの感度を持っている彼の目が、強力な治癒魔法の光に包まれた右手の動きを追わないはずがない。

　致命的な隙を見せたハルファさんに一気に接近した僕は、彼の持っている棍棒を蹴り飛ばし拳を繰り出す。

「な!?」

「そこだ！」

　ハルファさんの防御よりも早くアッパー気味に突き出した拳を、彼の顎へ接触するギリギリで寸止めする。

　彼がまだ戦いを続けるのか、内心恐々としながら彼の顔を見ると──、

「は、はははは。まさか、こんなに呆あっ気けなく……降参です。完膚なきまでに私は負けました。やはり、貴方は私の思っていた通り強かった」

　ハルファさんは負けを認め、両手を上げた。

　やっと終わってくれた。本当に色々な意味で紙一重の勝負だったな……。

　ほっと安あん堵どしていると、右腕のざわざわとした痛みに気付く。

　見れば、手から血が流れ出ていた。

　未熟なまま即席で魔力の継ぎ足しなんてしたから、その負荷に手が耐えきれなかったのだろう。すぐに治癒魔法を纏わせ綺麗さっぱり傷を癒した僕は、その手をゆっくりと閉じる。

「でも、傷は前ほど深くない」

　僕も成長している。

　少なくとも前よりは。

　確かな成長を実感した僕は、柄にもなく小さくガッツポーズをしてしまうのだった。





　　　　　　　　　　＊＊＊






「フフフ、君ならやってくれると思ったよ、ウサト君」

　模擬戦を終え皆の前に戻った途端、先輩に全然嬉うれしくないお言葉を貰もらった。

　周りを見れば、ざわざわとしながら僕を見ている学生達と、満足したような笑みを浮かべているハルファさん。

　彼と戦って一つ課題が見つかった。

　それは、人間と戦った時の手加減だ。

　魔族や魔物を基準にして殴っていたら、大変なことになる。

　今回のまとも（？）な人間との戦いでそれがよく分かった。

「はぁ……」

「君の性格はよく知っているけど、デモンストレーションにはこれぐらいの派手さが必要だろう？」

「デモ……何ですか？」

　そう質問するが、先輩は意味深な笑みを浮かべるだけ。

　何か知っているなら、もったいぶらずに教えてほしいんですけど……。

「ウサトさん、先ほどの戦いはとても素晴らしかった。まさか、系統強化を扱えるなんて思ってもみませんでした。あれにはさすがの私も驚きましたよ」

　先輩にもう一度質問しようすると、ハルファさんが話しかけてきた。

　彼は僕が行った魔力の継ぎ足しに驚いているようだが、下級生の子達は彼が何を言っているか分からないようだ。

「うん？　そういえば、貴方達はまだ魔法の系統強化について習っていませんでしたね。系統強化とは、魔力の濃度を強化する技術です。魔力濃度は生まれつき大体決まっていますが、これを覆すのが系統強化です。この技を磨けば、たとえ貧弱な火系統の魔法使いだろうと豪炎を操ることも可能になります」

　治癒魔法の系統強化はただ単に他者への治癒魔法の効力を上げて、自らの身体への効力は逆に下がるというものだけど、他の魔法にはまた別の効果があるのか。

「ならどうしてさっさと教えないのか、という顔をしていますが、この系統強化は未熟な魔法使いが扱っていい代物じゃない。下手をすれば自分が継ぎ足した魔力が暴走し破裂する。相当に魔力の扱いに長たけた者か──」

　そばまで近づいたハルファさんは僕の肩に手を乗せると、学生全員を見渡し──、

「手がズタズタになろうが、それを顧みずに訓練し続けられる者のみが系統強化を習得することができます。今日は皆にとって良い勉強になったでしょう。貴方達が小馬鹿にしていた治癒魔法使いの戦闘を目にすることができて、ね」

　そう言い放った。

　ハルファさん、完全に煽あおってますよね。しかもキレてないか、これ？

　一部の学生が完全にキレた様子で睨にらみつけてくるし、最初に模擬戦を挑もうとしたツインテールの少女なんて滅茶苦茶、血走ってるぞ。

「ん？」

　学生達の後ろの校舎の入り口で、一人の少年が呆ぼう然ぜんと僕のことを見ていた。

　煤すすだらけのローブを着た小柄な……僕と同じ治癒魔法使いの少年だった。

　その少年と目が合う。

　少年の瞳は、何か信じられないものを見たかのようだった。

　ハルファさんの思惑はどうであれ、僕の行動は迂闊だったのかもしれない。

　治癒魔法使いの力は見せることができた。

　だけど、あの少年にはこの力がどのように映っただろう。

　僕は気が気ではなかった。






第三話　ウサト！　弟子を持つ!!　の巻









「まあ……元気を出しなよウサト君」

「お、俺、ウサトが戦っている姿は初めて見たけど、すごかったぞ！」

　魔導学園での授業見学を終えた僕は、案内された食堂で突っ伏していた。

　僕は、模擬戦で迂う闊かつな真似をしてしまったことを未いまだに悔いていた。

「僕はなんでこんなに考えなしなんだ。呆あきれてくるよ……」

　二人は〝すごい魔法を使う勇者〟って言われると思うけど、僕の場合はどう見ても戦い方が魔法使いのそれじゃないし、何より評判が良いとは言えない治癒魔法だ。

　噂うわさに尾ひれがついて飛び交ってもおかしくはない。

「それは俺達も同じだ。よく考えずに参加したから、ウサトも出なくちゃいけない状況になってしまったんだし……」

「私も一時の感情に身を任せすぎた。すまない」

「謝らないでください。結果的に参加することを選んだのは僕なんですから」

　問題は、僕の行動がこの学園にどんな影響を与えるか、ということだ。

　僕と同じ治癒魔法使いのあの子に対する風当たりが強くなってしまうかもしれない。

　……その前に二人に彼のことを話さなくちゃな。

　とりあえず、あの路地の奥で会ったルクヴィスの治癒魔法使いについて説明する。

　カズキは真剣な表情で僕の話を聞いてくれていたが、犬いぬ上かみ先輩は何か思うところがあるのか腕を組んだまま口を開いた。

「それで、君はどうしたいんだい？」

「え？」

「その治癒魔法使いを助けたいのかい？　それとも苛いじめを受けないようにさせたいのかな？」

　先輩の発言は、同じような意味合いに聞こえるが、全然違う。

　前者は、これから先も危害を加えられないようにしてあげるということ、後者はその場しのぎの──僕達がここを発たつまでの対策でしかない。

「正直、僕自身もどうしたらいいか……。ただ、見て見ぬふりはしたくはありません」

「……ま、私もウサト君が馬鹿にされた時は黙っていられなかったからね。少々違うが、大体それと同じだね」

「臆面もなく、よくそんな恥ずかしい台詞が言えますね……」

「君は私達にとって大切な仲間だからね、大事に思うのは当然のことだよ」

　突然の言葉に口元を手で覆いながら、そっぽを向く。

　「お、照れているのかな？」と茶化してくる先輩と「やめてあげてください……」と苦笑いしつつ彼女を諌いさめるカズキに目を向けないようにする。

　なんでこの残念な先輩は、こういう不意打ちをしてくるのだろうか。

　いきなりは卑ひ怯きょうすぎる。

　そっぽを向いたまま横目で見ると、はっと何かを思いついたような先輩が表情を優しげなものからにやりとした不気味な笑みに変え、僕の肩に手を回してくる。

　何だこの絡み方、さっきと違ってすごい面倒くさい感じがするぞ。

「あ、そういえばウサト君、今日は君の泊まっている場所に──」

「それは駄目です」

「流れ的にオーケーって言ってくれてもいいじゃないかッ！　ほら、私、良い先輩！」

　自分で言うか、自分で。

「宿には豪華な食事も綺き麗れいな寝床もあるでしょう。それで我慢してください」

「そんなものいらないよ。私はただ、ファンタジーと暮らしたいだけなんだッ！」

「安心してください。貴女あなたの言動がファンタジーだ」

　何だよファンタジーと一緒に暮らすって。

　素直に引いたわ。

　僕の説得は困難と見た彼女は、突然立ち上がり僕の両肩を摑つかんできた。

　周りの視線が集まる。

「ちょ、抑えてください……。僕は別に意地悪で言っているわけじゃないんですよ？」

「キリハはウサト君に聞けって言っていたぞ？」

「あんたいつの間に接触しやがった!?」

　さっきの訓練の時か!?　どちらにしろ抜け目がなさすぎるだろ。

　しかも、キリハも僕に丸投げしてるし!!

「先輩、落ち着いてくださいって！　ウサトも困ってるからやめてください！」

　さすがにカズキが先輩を止めに入る。

　前ならこれで止められたはずなのだが、今回の先輩は往生際が悪かった。

「やめないねっ、今度ばかりは退ひかないぞ。私は……」

　肩を摑んでいた先輩が僕の背後を見て、おっ、と声を出した。

　さっきまであんなに錯乱していたのにすぐに冷静になるあたり、さすがとしか言い様がないけど、後ろに誰かいるのだろうか。

「フフフ、楽しそうね」

「貴方あなた達は何をしているのですか……」

　金色の髪が特徴的な女性、グラディスさんと、その後ろに控えるウェルシーさんが、僕と先輩を不思議そうな目で見ていた。

　二人は用があるのか、僕の前に座っているカズキの隣に座る。

　……昼食を食べに来たわけではないようだな。

「貴方達に謝らないといけないわ」

「謝る？　なんでですか？」

　全く思い当たるふしがない。なんでグラディスさんに謝ってもらわなければならないのだろうか。むしろ、騒ぎのようなことを起こしてしまった僕の方が謝罪しないといけないと思うのだけど。

　食堂にいる学生達の注目を集めてもなお全く気にしないで、彼女は僕達を見回した。

「昨日、貴方達が出ていったすぐ後にここの教師達を集めて、リングル王国との協定についての話し合いをしたの」

「それが僕達に謝ることに繫つながるんですか？」

　何か僕達にとって良くない結果になったのか？

「それはね……教師の中には書状の内容に否定的な者もいたのよ。彼らは、勇者という存在に懐疑的でなおかつ魔王軍はそこまで強いのか、という疑問を抱いていたの。実力すら疑わしい貴方達のことは信じるに値しない、自分達はこの国の子供達を守るためにいる、という意見が多く出たわ」

「……私達は隣国からの使者とはいえよそ者です。疑われても文句は言えません」

「でもね、それは建前で本当は皆、怖いのよ。物語でしか魔王軍との戦いを知らない彼らには、魔王という存在がとても強大に見えた。だから、必死になって反対した……。けれど、この前の戦いでリングル王国が魔王軍との戦いに負けていたら、次に襲われていたのは隣国のルクヴィスだったかもしれないの」

　それはそうだ。

　リングル王国が魔王の手に落ちたら、魔王軍はリングル王国を新たな拠点としてどんどん勢力を拡大しようとするはずだ。戦いを知らない魔法使いが多くいるルクヴィスに、戦う力があるとは思えない。

　グラディスさんもそれを分かっているのだろう。

「いくら口で訴えても、貴方達の実力を伝えることはできない。私はウェルシーにかけあって少々無理な試みをしたの」

「それで私達を学生達の訓練に参加させたということ、ですよね」

「気付いてたの？」

「ウサト君が戦っている時、建物内でやけに彼の方を見ている人達が多かったので、なんとなく察しがつきました」

　先輩が言った〝デモンストレーション〟とはそういう意味だったのか。こういう時の彼女の鋭さは、とても頼りになる。

　しかし、そういうことは事前に言ってほしかったな。ハルファさんと戦うのは骨が折れたし、必要以上に注目を集めてしまった……いや、後者はグラディスさんの目もく論ろ見み通りか。

　先輩の言葉に、グラディスさんもばつが悪そうに口元に手を当てる。

　グラディスさんには年上の女性らしい落ち着いたイメージを持ってたけど、今は、茶目っ気のようなものを感じさせる雰囲気にちょっと親近感がわく。

「騙だました形で申し訳ないと思っているわ。でも、異を唱えていた教師達も、予想を大きく超えた貴方達の実力を垣間見て、黙らざるを得なかった。フフフ、まさか素手で固定魔法を破壊しちゃうとは思わなかったけど」

　やっぱり、あれを抜いちゃうのは普通じゃないのだろうか。

　日々の訓練で自分の力が強くなっているのは分かってはいたけど、ここまでとは予想していなかった。やっぱり基礎を継続することが大事だと再認識したね。

　うんうんと頷うなずいていると、はっと何かを思い出した様子のウェルシーさんが急に立ち上がり、すごい剣幕で僕にまくしたてた。

「ウサト様！　昨日も言いましたよね、魔力の継ぎ足しは危険と!!　それをあんなっ……あんな乱暴な使い方、間違ってますよ!?」

　確かに、治癒魔法の系統強化を陽動に使うのはやりすぎたかもしれない。

　ウェルシーさんにはかなり心配を掛けてしまったので、ここは素直に謝ろう。

「すいません。ちょっと無茶をしすぎてしまいました」

「分かっているならいいんです。ですが、見事な戦いと治癒魔法でした」

　ほっ、と笑みを零こぼしたウェルシーさんの言葉に、僕も日々の訓練は無駄じゃなかったんだと改めて思った。

「ハルファは貴方の差し金ですか？」

　先輩がグラディスさんにそう質問する。

「ええ、でも最初に挑発してきた女の子は違うわ。協力してくれたのはハルファだけよ」

　ということは、ハルファさんはその少女が僕に模擬戦を申し込んできたのをこれ幸いと、自分が代わったってことか。

「本当に彼に任せてよかったわ。彼以外の魔法使いだったら貴方の実力を測る前に終わっていた。さすがはローズの部下ね。人間を拳一つで吹き飛ばすなんて普通じゃ絶対にできないわ」

「ははは、僕なんてまだまだですよ。この前団長とやった訓練なんて、ハルファさんが飛んだ距離の十倍以上はぶっ飛ばされましたからねー。しかも避よけたら避けたで追い打ちの回し蹴げりですよ。こんな理不尽あるのかーって話ですよね」

　最初は死ぬかと思ったけど、慣れると大丈夫になったんだよな。

　多分、脳内麻薬とかで痛みに鈍くなっているからだと思うけど。

「そ、そう……」

「ウサト様、貴方は……」

　え、今の笑うところなんですけど？

　ローズはどんだけ馬鹿力なんだよ～、的な反応が欲しかったのだけど。

　先ほどまでニコニコしていたグラディスさんまで真顔に戻ってしまった。ウェルシーさんに至っては、「その話が本当なのは分かっているけど、なんで貴方生きていられるんですか」みたいな目で僕を見ているし。

「ローズさんすげぇ……」

「何者なんだろうね、あの人は……」

　カズキと先輩もそれぞれの反応を示している。

　なんか変な空気を作り出してしまった……。

「そ、そうだ、グラディスさん。一つお願いがあります」

「何かしら。度がすぎたものじゃなければ許可できるけど……」

「ブルリン……じゃなくて、僕が連れている魔物……使い魔っていうんですかね？　そいつをこの都市で歩かせてもいいですか？」

「使い魔を持っている子はここにもたくさんいるから、構わないわよ」

　よし、許可を貰もらえた。

　待ってろよブルリンめ、惰眠を貪むさぼっていられるのも今日限りだぞ。明日からしっかりと走らせてやる。

　ブルリンと一緒に訓練できると分かって少しだけテンションが上がっていると、ウェルシーさんが遠慮気味に声を掛けてきた。

「あの、ウサト様。ブルリンは使い魔ではありませんよ？」

「え、そうなんですか？」

　なんということだ。

　じゃあ、今度からブルリンのことをなんて言い表せばいいんだ……。

「ウェルシー、どういうことかしら？」

　グラディスさんが不思議そうにウェルシーさんに尋ねる。

「えーと、ウサト様はその魔物と使い魔契約を行っておりません。というより、必要がないと言った方が正しいかもしれません」

「必要がない？」

　思わず口を挟んでしまった。

「使い魔契約というのは、主あるじとなる者の血とその魔物の血を媒介とした契約を行わなければなりません。加えて、魔物を主が屈服させなくてはならないという厳しい条件もあります」

「え、使い魔って色々な手順を踏まないと駄目なの……？」

　そんな面倒くさいものが必要とは……。契約書とかに何か書いてぱぱーんとできるものじゃなかったんだ。

　でも、さすがにそんな契約をしようとは思わないな。ブルリンを屈服させるのは嫌だし、そんなことしなくてもブルリンは僕を裏切らないだろうし。

「ウサト様とブルリンの間には主従関係はありません。そうですね……友人関係というものに近いかもしれません」

「へぇ、すごいわねぇ。使い魔契約もせずに……ウサト、それはどういう魔物なの？」

「ブルーグリズリーです」

「……んー？」

「ブルーグリズリーです」

　訊きき返してきたのでもう一度答えたら、固まってしまったグラディスさん。

　ウェルシーさんはやっぱりかぁ、というように頭を抱える。

　前にウルルさんがブルーグリズリーは人に懐きにくいみたいなことを言っていたけど、それだからかな、使い魔にできないのは。それとも、本来は危険な魔物だから、とか？

　……ありうるな。ブルリンだって普段はごろごろしているけど本来は凶暴な魔物だし、そんなのが使い魔契約もなしに人間と行動しているなんて聞いたら、驚くのも無理はない。

「ま、まあ危険がないなら大丈夫よ。くれぐれも暴れまわらないように気を付けてね」

「分かりました。もしもの時は僕が取り押さえますから」

「普通なら噓うそだと疑うのでしょうけど、貴方が言うとそう思えないわね……」

　グラディスさんが何か呟つぶやいたようだけど……とにかくブルリンを歩かせる許可を貰えたぞ。

　ブルリンがいれば訓練がはかどるからな。あいつを重り代わりにできるし。

「先輩達は、この後どうするんですか？」

「そうだね、ブルリンの所に行ってみないかい？　せっかく許可が貰えたんだし、会いに行こう」

「俺は少し疲れたから宿に戻るよ、うん。先輩とウサトで楽しんできてくれ」

　僕と先輩を交互に見てからそう言ったのが気になるけど、カズキは先に帰るのか。

　じゃあ、僕達はブルリンに会いに行こう。

「では、そういうことなので私達は戻ります」

「ええ、よかったらまた来てちょうだい。……そうだ、一週間後に月に一度行われる魔法の実技大会があるの。対戦形式で行われる力試しで色々な魔法が見られると思うから、興味があったらぜひ見に来てね」

「一週間後か……」

「リングル王国との協定については、まだまだ議論が続きそうなの。貴方達も手持ち無沙汰でしょうから、気が向いたら、ね？」

　実技大会……対戦形式の模擬戦って感じか、面白そうだ。

　グラディスさんに一礼した僕達は、そのまま学園を後にした。

　待っていろブルリン。

　いつまでもゴロゴロしていられると思うなよ。
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　ウサト様達が食堂から出ていった。

　私は、彼らの姿が見えなくなったのを確認すると、隣にいるグラディス学園長に疑問を投げかける。

「話さなくてよかったのですか？」

「彼も思い悩んでいたようですし、今は言わない方がいいでしょう。ハルファとの模擬戦に、教師達を説得する以外の意味があったということは……」

　もちろん、ここの教師の方達に三人の実力を理解させるという目論見もあった。

　それは見事に成功し、スズネ様は圧倒的な攻撃力、カズキ様は技巧を凝らした魔弾での精密な攻撃、そしてウサト様は治癒魔法を斜め上に活用した、人の域を超えつつある速さと力を用いた格闘戦をルクヴィスの学生達に見せることになった。

　さすがにウサト様が系統強化を用いた攪かく乱らん攻撃をするとは予想していなかったので、それを見たときは背筋が凍りつくような思いをした。

「力、魔力、人種に偏った学生達の意識を改革するには〝きっかけ〟が必要なのよ、ウェルシー。そのために、治癒魔法使いであるウサトと魔眼使いであるハルファには、その火種になってもらったの」

　ハルファさんの模擬戦の相手は、ウサト様よりも〝王道的な魔法使い〟であるスズネ様やカズキ様の方が適任だったが、あえてグラディス学園長がそうしなかったのは、〝彼らの戦い〟を学生達に見せるためだった。

「治すことしかできない治癒魔法と、見ることしかできない魔視。この二つの魔法は系統こそ違えど、在り方は同じ。だからこそ二人の戦いは学生達、いえ、ここに住む人々に見せる価値のあるものだったの」

　凝り固まった思想を変えるための模擬戦。

　その効果は抜群だったと言ってもいいだろう。強力な系統魔法と魔力の量で優劣を見定めていた学生達は、自分達が見下してきた魔法を扱う者が、自分達よりも遥はるかに強いと無理やり理解させられたのだから。

　強引な方法だが、この上なく合理的な矯正とも思える。

　しかし、書状のためという理由があるとはいえ、皆様に黙って事を進めたのは心を痛めた。

「フフフ、ウサトの行動は予想外すぎるわ。せっかく宿を用意したのに、違う場所に泊まっちゃうなんてね。しかも聞いたら、まさか獣人が住む所だなんて。ここに住む獣人達は人間が大嫌いなのに、本当に不思議な子……」

「あ、あははは……」

　クスクスと笑う彼女に、私も苦笑を漏らす。

　異世界から召喚された三人の感性は、私達の認識とは本当にかけ離れている。

　この世界で見える全てのものに対して、まるで子供のように目を輝かせるのだ。

　特に、獣人であるアマコ様がウサト様と行動している姿を見ると、本当にウサト様を頼りにしているのが分かる。普通ならば絶対に見ることのできない光景なはずなのに。

「人間とは違う生き物も忌避しない彼だからこそ、この国の間違った思想を変えられると私は思っているわ。どんな系統でも光り輝く原石なのだと、自身が生まれ持った才能を無駄にしてはいけないと、求める限り人はどこまでも成長できると、そういうことを……理解してほしい」

　この都市の責任者としてそう言うグラディス学園長の瞳は、優しげだった。

　グラディス学園長もウサト様達だけに任せるのは歯は痒がゆく思っているのだろうが、彼女はこの都市の長。今の学園の状況を改善しようと思っても、長としての立場ゆえに迂闊にそれができなかった。

　だからこそ、国の外にいる私達の力を借りた。

　しかし、彼女は優しげだった表情から一転、思い悩むように手で額を押さえる。

「今日の模擬戦を見た子が早まったことをしないか、それだけが心配ね……」
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　学園を後にした僕達は宿の前でカズキと別れて、ブルリンとアマコのいる厩きゅう舎しゃの方へ向かった。

　隣を歩く先輩は妙にご機嫌だが、初めてここを通った時のように変な商品に目移りしてどこかに行ってしまわないか心配だ。

「君と同じ治癒魔法使いの子って、午前の模擬戦を見ていたんだろう？」

「ええ、僕の顔を見てとても驚いていましたね。やっぱり、見たことのある顔が自分と同じ治癒魔法使いだったんで驚いたんでしょうか？」

「あまりにも自分とかけ離れているから、の方が正しいかもしれないよ？　何も知らない人なら、戦っている君は治癒魔法使いには見えないからね。彼も、ハルファに言われてようやく君が治癒魔法使いだと知ったんじゃないのかな」

　そう言う考え方もあるのか。

　治癒魔法使いらしくないというのは自覚しているけど、そうか、ハルファさんに言われて気付いたのならあの表情も納得がいく。

　しかし、気絶から目を覚ました時いやに急いでいたのはなぜだろうか。授業に遅れるから？

「……」

　いや、変な想像は膨らませないようにしよう。

　無言で歩く僕に先輩も何か察したのか、黙って隣を歩いてくれる。

　昼を過ぎたあたりなので、大通りは人が多い。さっきの学園での噂が広まっているのか、道行く人が僕達の姿を見てヒソヒソと囁ささやいている。

　こういう時に僕の団服は目立つ。目立つために作られたものなので当然なのだが、今はこのデザインを恨めしく思う。

「君の服は目立つな」

「脱いだ方がいいですか？」

「いやいや、その必要はないよ。君の服がただのオシャレではなく、ちゃんと意味のあるものだということは分かっているからね。むしろ私も着たい」

「駄目ですって」

　貸すのなら大丈夫だけど、同じものは作れない。

　この服は、僕のとローズの着ているものとの二着以外は作られていないらしく、服に使われている素材も何から作られたかさえ分からない。

　革とも布とも違う不思議な生地でできているのは確かだけど。

「ウサト君……前」

「はい？」

　先輩が僕に前を見るように促す。

　そこには見覚えのある路地があり、人だかりが見えた。あの路地の先には、治癒魔法使いの子が気絶していた広場がある。

　……嫌な予感がする。

「行きましょう」

「え、ああっ、ウサト君!?」

　すぐさま路地の前に駆け寄り、人をかき分け中を覗のぞき込む。

　すると、何かが爆発したような轟ごう音おんが聞こえてきた。

「まさか！」

　最悪の想像をした僕がその場から駆け出そうとした時、視界の端に朝にも見かけた野次馬の男を捉えた。

　男も僕に気付いたのか、困惑するように口を開いた。

「あ、あんたは朝の、おかしな格好をした……」

「何があった!!」

「ひっ、あ、朝の奴がまた痛めつけられているんだよ。しかも、今までの比じゃないくらいに……」

　僕のせいか……ッ。

　まさか、こんなに早く騒動が起こるとは思わなかった。八つ当たりがしたいなら僕を直接狙えばいいものを……ッ。

　沸々と湧き上がってくる自分に対しての怒りが、逆に僕を冷静にさせる。まずこの野次馬達を越えて広場に行こう。

「先輩、先に行きます！」

「ウサト君!?」

　路地の壁を交互に蹴り上げ一気に野次馬を飛び越えると、ようやく広場の光景が見えた。

　そこにはあの治癒魔法の少年と──僕に最初に模擬戦を挑んだツインテールの女の子、そしてその取り巻きらしき男女の姿がある。

「さっさと立ちなさい。それとも、無理やり起こされたい？」

「ぐ、うぅ……」

　その手に普通の火球とは少し違う緋ひ色いろの球体を浮かばせた少女は、取り巻き達と意地の悪い笑みを浮かべ、球体を少年目掛け放つ。

　一方の少年は、朝よりも酷ひどい状態のまま倒れ伏している。

　どうして治癒魔法で治さない!?

　……まさか、魔力切れか!?

「マズい！」

　急いで脱いだ団服を右手に巻きつけながら全速力で走り出す。

　数歩で少年の前へ辿たどり着いた僕は、目前にまで迫った火球へ右腕を振るう。

「フンッ!!」

　瞬間、火球は弾はじけるように爆発し、小さな黒煙が一瞬だけ僕を包み込む。

　団服を焦がすこともできないような威力だけど、人が食らえば大怪我になりかねない威力だ。

　黒煙を手で振り払い団服を着直した僕は、啞あ然ぜんとしている目の前の少女達をよそに、背後にいる少年に手を翳かざし、治癒魔法を発動させる。

「やっぱり魔力が切れてる。よく意識を保てたね」

　こんな怪我をしているのに、治癒魔法を発動していないことがその証拠だ。

「な、なんで……俺と、おな……じ……」

　限界だったのか、治癒魔法を掛けている途中で少年は気絶してしまった。

　怪我は軽い火傷やけどと、殴られたのか顔に青あざがある。服をめくればいくらでも怪我がありそうだけど……。

　問題は、治癒魔法使いである彼が自分では治せないほどの怪我を負っていたということだ。

　このリンチは何分、いや、何時間続けられたのか。もしかしたら、僕達が模擬戦を終えたすぐ後から行われていた可能性だってある。

「ちょっと……勝手なことをしないでくれますか」

　後ろから聞こえる少女の声を無視し、少年の治療に専念する。

　一生残る傷もあるかもしれないからね、治せるところは全部治しちゃおう。

　しかし、人間相手によくもこんな軽々しく魔法を使えるもんだ。僕の知る魔法使いであるリングル王国の騎士さん達には、ちゃんとしたモラルがあったのに。

　別に国のために魔法を使えとかここの学生に強いるわけじゃないけど、こういうのは人としてやっていいことじゃない。

「おい!!」

　後ろから突然肩を摑まれる。

「ああ!?」

　僕自身、苛いら々いらしていたようだ。少し荒々しい声で応答してしまった。

　肩を摑んだ取り巻きの少年は、振り返った僕の顔を見ると、声を失い後ずさる。

「気に入らないなら僕に直接言えばいいのに……」

「か、勘違いしているようですが、彼と私達はお友達なの。関係ない貴方は手を出さないでくださる？」

　ツインテールの少女の言葉に呆れる。

「そうか、関係ないか……は──っ」

　こんなことを目の前で見せられて、関係ないの一言で済ませられるわけがない。

　もう面倒くさいから、全員気絶させてこの倒れている少年を安全な場所に連れていけばいいんじゃないか？

　いや、短絡的になりすぎちゃ駄目だな。冷静になれ、と心の中で何度も自分に言い聞かせながら、目の前の彼女らを見る。

　五人か。

「治癒魔法はね、君達の鬱うっ憤ぷん晴らしのための魔法じゃないんだよ」

　僕は学んだ。

　地獄と、痛みと、尊敬を。

　ローズから教えてもらったこの魔法で、たくさんの人を助けられた。

　それは断じて、誰かのサンドバッグになるためのものじゃない。

「僕はね、魔法がどれだけ危険なものか分からない無知な君が、どうしてこんなことをしているかなんて、分かりたくもないし知りたくもない」

「無知、ですって？　勇者の後をついてきただけの治癒魔法使いが、調子に乗るんじゃ──」

「僕の上司の治癒魔法使いが言った言葉がある」

　思いのほか僕は怒りやすい性格なのかもしれない。

　元の世界では本気で怒ることなんてほとんどなかったし、ここまで胸むな糞くそ悪いものを見せられたのだって、出来の悪い映画くらいしかない。

　でも、これはさすがに駄目だ。先輩とカズキがフェルムに殺されそうになった時とは明らかに違う怒りが僕の心に広がっていく。

　近くに植えられている木に左手を添え力を込めると、その部分がメキメキと歪ゆがみ、木全体が震える。

「治癒魔法を下に見るようなどうしようもない奴と関わってしまったら、遠慮なくぶっ飛ばしていい、と。まさに君達は、そのどうしようもない奴……。何よりね、友達という言葉はその場しのぎの言い訳に使っていい言葉じゃない」

　なにがお友達だ。こんなこと、友達にすることじゃないだろ。

　バキィッと握り潰つぶした木の幹をそのまま粉々に砕き、パラパラと地面に落とす。

　それだけで、威勢のよかった少女は怯おびえるように後ずさる。

　その表情は僕への恐怖心に染まっている。

「勇者についてきただけの治癒魔法使いが……なんだって？　お前らもこの子と同じ目に遭わせてやろうか？　群れなきゃ何もできない小娘が……」

　一歩近づくと、さらに顔を青くさせる。中には涙を浮かべている子までいる。

　その様子を確認した僕は、ゆっくりと肩の力を抜き緊張を解く。

　これぐらい脅しておけば、しばらくは大人しくなるだろう。ローズの口調を少しだけ真似た最後のセリフは効果抜群だったようだし。

　さすがに僕だって、感情的になって年下の子に手を上げるほど大人げなくはない。

　それに経験上、一度恐怖を植え付けられれば反抗なんてしようとは思わないだろう。次にやったら、ブルリンも連れてきて今以上の剣幕で同じことをすればいい。

　恫どう喝かつなんてあまりやりたくなかったけど、これでまずは一件落着、なのかな？

　あとは後ろで気絶している少年をどこか寝かせられる場所に運び込めればいいのだけど──。

「ウサト君、落ち着いて」

「ん？」

　ようやく追いついてきた先輩が、僕を落ち着かせようと肩に手を置いてきた。












　丁度よかった。場も収まったことだし、この子をどこに運ぶか相談しよう。

「ああ、先輩ですか。丁度、今──」

　しかし、先輩は僕の言葉を聞かずに少女達の方へ振り向き、挑発的にこんな台詞を言い放った。

「君達、随分と治癒魔法使いを目の敵にしているな。まったく、実力主義もここまでくればただの迫害だ」

　あれ？

　先輩、まさか……僕が本当にキレてると思っている？

　意気揚々と僕の前に進み出る先輩。

　幾分かまともな人に見える先輩の登場で少女は恐怖心が薄れたらしく、むっとした表情で先輩を睨にらんできた。

「私達は国の未来を左右する重大な任を負ってここに来ている。だから、君達に手を下すことはできないんだ、悔しいことにね」

　手を下すことはできない。

　その言葉で調子づこうとした少女達に釘くぎを刺すように、薄ら笑いを浮かべた先輩はそう口にする。

　怒っている理由も分かるけど、後ろで困惑している僕に気付いてくれると、とても嬉うれしいです。

「い、一体、何が言いたいの？」

「一週間後に実技大会があるね？」

「っ!?　勝てるわけがないでしょ!!　そこの怪物と勇者になんて!!」

「おい」

　聞き捨てならないセリフに思わずツッコむ。

　なんで僕を怪物にカテゴライズしたの？

「ひぃっ!?」

　しかも人を怪物呼ばわりしたくせに、その反応はおかしいだろ。

　少女は化けの皮が剝はがれて、僕への遠慮のなさが露骨になってきた。もっともこの少女に僕は完全に敵と見られてしまったから、しょうがないかもしれないけど……。

　それよりも、先輩の言った実技大会についてだ。一体どういう意図なのかは分からないけど、昼間の模擬戦と違って正式な学園行事なら、僕達は出られないんじゃないか？

「出るのは私でもウサト君でもない。君達がさっきまでいたぶっていた少年さ」

「はぁ？　そこに倒れている奴が私に勝てるとでも？」

　ちょっと待って、先輩の意図が全く理解できない。

　この少年を戦わせても酷いワンサイドゲームになりかねない。そもそも当の少年も気絶しているし、僕も脅した手前、口を出しづらい。

　少女が先輩を睨みつけるが、彼女は意に介さず後ろにいる僕を親指で示した。

「一週間で彼を君よりも強くする。このウサト君がね」

「はぁ!?」

　僕がですか!?

　いきなり丸投げされ驚いた僕は、先輩をこちらへ振り向かせ声を潜めて話しかける。

「ちょ、ちょっと待ってください。どういうことですかっ！」

「こういう問題は当人同士で解決するのが一番いいんだ。少し荒療治だが、これ以外にいい方法が思いつかない」

「それはそうですけど……」

「それには、治癒魔法についてこの都市の誰よりも理解している君が適任だ」

　彼を鍛える？　たった七日……いや、今日と大会当日は無理だ、実質五日しかない。

　でも、これ以外に方法があるかと言われたら何も思いつかないのが現状なんだよな。

　自分の力でいじめっ子に立ち向かうこの方法が、少年への苛めをなくさせるために最も有効で、しかし最も困難な方法かもしれない。

　沈黙を了承と受け取った先輩は、少女の方へ向き直る。

「受けるも受けないも君の自由だ。治癒魔法使いの彼に負けるのが怖いのなら、受けなくても構わないよ？」

「ハッ、ご冗談を。そいつが負けたら覚悟しなさい。勇者だろうがリングル王国の使者だろうが関係ない。報いを受けさせてあげるんだからッ！　大会の日まで、せいぜいそのでき損ないを強くしておきなさい!!」

　少女は捨て台詞を吐くと、取り巻き達と共に大通りに通じる、路地とは別の道へ歩いていってしまった。

　また面倒事に巻き込まれたなぁ。




「いやー、ウサト君がキレてるところを見て焦ったよ。ここで彼女達に手を出したら書状どころじゃなくなるからね」

「ていっ」

「あいたぁ!?」

　とりあえず勝手に話を進めてくれたお礼に軽い手刀をお見舞いしておく。先輩が善意でしてくれたのは分かるが、とりあえずこうしておかないと気が済まなかった。

「な、なにをするんだい!?」

　軽くやったつもりなのだが、頭を押さえた先輩は涙目だ。

　背徳的な何かを感じたが、気付かないふりをして説明する。

「先輩、僕は怒ってはいましたが、別に彼女達に手を上げるつもりはありませんでしたよ」

「え？　は、ははは、すごい怖い顔していたじゃないか」

「軽く脅してやめさせようかなぁ、と思って」

　僕がそう言うと、それを聞いた野次馬達がざわついた。

「軽く……？」

「噓だろ、あれで？　本で見たオーガのような形相をしていたぞ……」

「木の幹を素手で抉えぐり取っていたぜ。あんなの獣人並みの握力じゃなきゃ無理だぞ」

「獣人？　もしかして仲間、なのか？」

　……。

　ま、まあ僕の演技力がそれほどすごかったということだろう。まさか関係のない野次馬にまで引かれるとは思わなかったけど。

「問題は、この子が勝負に乗り気かそうじゃないか、ですね」

「勝手に決めてしまったのは、その……申し訳ないと思うけど、余計なお世話とも思えない」

「……確かに」

　あの状況を見れば、なんとかしなくてはと思うのは当然だろう。

　元生徒会長だった先輩ならなおさらだ。

「それにしても、実技大会が私の想像通りのものでよかったよ。もし間違っていたら大恥をかいていたところだ」

「なんで貴方はそこらへんも含めて行き当たりばったりなんですか……」

　適当な先輩に呆れつつも、少年の体に他に傷がないかを確認する。

　魔力切れの状態で爆発する魔法なんて食らったら、下手をすれば死んでしまうかもしれない。

　凶器を持った子供ほど恐ろしいものはないと聞いたことがあるけど、本当に恐ろしい。人を怪我させるような魔法を躊ちゅう躇ちょなく放つんだもんな。

　傷が残っていないことを確認すると、気絶した少年を持ち上げ肩に担ぐ。

「軽い、な」

　あまりにも軽い少年の体が、彼の味わってきた苦しみを表しているように思えて、言い様のない感情が湧き上がる。

　治癒魔法使いを強くするには色々な方法があるけど……まずはこの子の意思を確認しなくてはならないな。





　　　　　　　　　　＊＊＊






「……帰ってきたら、なんでこんな賑にぎやかになっているんだ？」

「え、えーと……」

　ベッドの上にいる少年を見てそう訊いてきたキリハに、僕は気まずげに頰を搔かいた。

　少年の住んでいる場所が分からなかったので、とりあえずキリハ達の住む家に運び込んでしまったのだ。

　今は、少年が寝ている部屋で、キリハとキョウに問い詰められている。

　しどろもどろになる僕に、キリハは呆れる。

「別にその子を連れてきたことは責めてないよ。どう見ても大丈夫な顔をしてないからね」

「本当に助かるよ……」

「で、ソイツは一体どうしたんだよ？　連れてきたのには理由があるんだろ？」

　ベッドに寝ている少年を指差したキョウに、今日あの広場で起こったことを話してみることにした。説明を続けるにつれ、キョウとキリハの表情が苦虫を嚙かみ潰したようなものへと変わる。

「ウサト、そいつはミーナだよ」

　この少年を苛めていた、いじめっ子達のリーダーらしき少女の名前かな？

　高飛車というか、我わが儘ままっぽい印象だったけれど、その通りの人物なのだろうか。

「俺が言うのもなんだけどさ、お前って面倒事に首を突っ込むのが好きなのか？」

「し、失礼な！　僕だって好きで巻き込まれているわけじゃないよ!?」

　心外だ。まさかキョウに呆れられるとは露ほども思わなかった。どっちかというと広場の件は犬上先輩が企てたものだ。

「それで、そのミーナって？」

「貴族の娘だよ。あまり良い噂のない奴だ」

「……」

「ウサトもその子を助ける時に見ただろう？　あいつは相手がどんなに傷ついていようとも、笑って魔法を撃つような奴だ」

「おまけに執念深いときたもんだ。目をつけられると碌ろくなことにならねぇぞ？」

　キリハも初めて会った時は殴り掛かってきたけど、あれは自分と仲間を守るためだった。

　だけど、ミーナという少女にはモラルがないようだ。

　一番手っ取り早い方法なら、彼女達をしばいて歯向かえなくすればいいんだろうけど、それは先輩の言う通り根本的な解決にはならない。

「ま、やるだけやってみるよ」

「大丈夫なの？　一週間でその子を強くすると言ったって、今日と試合当日を差し引いたら実質五日しかないじゃないか？」

　キリハの心配ももっともだ。

「一応だけど、方法がないわけじゃない。かなりの無茶をしなくちゃならないけどね」

「無茶……ねぇ」

「僕が救命団で受けた訓練を彼に施す。幸い、治癒魔法を扱える状態でスタートできるから僕の時よりは苦しくはないだろうけど……無茶なことには変わりない」

　僕とはスタート地点が違うから、大分楽だとは思う。

　しかし、大事なのはこの子の意思だ。戦うことを拒否されても、無理強いはできない。

　無理だと言われたら、あとであの少女に謝りに行く。報いを受けさせるとか言ってたのがなんか怖いけど。

「まずはこの子が起きないことには始まらないね」

「……じゃ、もう一つあんたに聞きたいことがあるんだけど、いいかい？」

「ん？　別にいいけど」

　さっきとは違い、微妙な表情を浮かべるキリハ。

　なんだろうか。何か他に気になることでもあったのかなー、としらばっくれつつ、ジト目の彼女から目を逸そらす。

　あえて目を合わせない僕に、彼女は背後の扉を開け放つ。

「アマコ、ウサト君はどうしているのかなー」

「スズネ、大人しくしてってウサトに言われているでしょ」

　開いた扉の向こうから、聞き覚えのある声が聞こえてくる。

「その、あのですね……」

　流れとはいえ、先輩をここに連れてきてしまったのはまずかったかもしれない。

　獣人であるキリハとキョウにとって、僕以外の人間に部屋に上がられるのはあまり好ましく思わないだろうし。

　というか、あの人はどこにいても自由だなぁ。時々、そんなところが羨うらやましくなるよ。

「アマコから勇者のことは聞いているから、悪い人じゃないのは分かっているよ。けど、うちに連れてくるのはいきなりすぎるよ」

「ご、ごめんね……。先輩が悪い人じゃないのは本当、むしろすごく良い人なんだけどね。うん、もう少ししたら帰らせるよ」

「いや、せめて夕飯くらいはご馳ち走そうするよ。せっかく来てくれたんだし……。断られないよね？」

　どうして不安そうに訊いてきたのか気になるけど、あの先輩が嫌がるはずがないので大丈夫と伝えると、彼女は安あん堵どするような笑みを見せ「よかった」と呟いた。

　その言葉の意味を、どう捉えていいのかは分からない。

　少しだけ疑問に思ったが、キリハが夕食の準備に取り掛かるために部屋を出ていってしまったので、その言葉の真意は聞くことができなかった。

　部屋に残されたのは僕とキョウと、未だ眠っている少年のみ。

「……なあ」

「ん？」

　遠慮気味な声で、キョウが僕に声を掛けてきた。

「悪かったよ。初めて会った時、勝手なこと言っちまってさ」

「……え？」

　突然のキョウの謝罪に、思わず彼の方を振り返ってしまう。彼は照れくさそうに、そっぽを向いていた。

　これまでの態度とはうって変わった彼の発言にただただ驚いていると、彼はぽつりぽつりと言葉を紡ぎだした。

「最初は、お前みたいな貧弱そうな奴がアマコを守りきれるか疑ってた。でもよ、今日のお前の戦いを見て考えを改めさせられた。お前は弱い治癒魔法使いなんかじゃない。悔しいけど……アマコがお前を選んだのは正解だった」

　この場合、不幸中の幸いというのかな。

　ハルファさんとの模擬戦は意外な効果をもたらした。面倒な事態を引き起こしていたばかりではなく、キョウに僕を認めてもらう、いい機会になったようだ。

　初めてここに来た時は、キョウのことなんてどうでもいいと思ったけど、ずっと険悪な仲なのは嫌だったんだ。だから、彼の言葉は素直に嬉しい。

　昨日の夜のような敵意のない彼に、思わず笑みが零れてしまう。

　それに、アマコのことを本当に心配しているところも微笑ほほえましい。

「な、なんで笑うんだよ」

「いやぁ、君は本当にアマコのことが好きなんだなぁ、と思ってね」

「はぁ？」

　しかし、返ってきた反応は照れるでも怒るでもなく、困惑。

　少々予想とは違う彼の反応に、僕は思わず「え、違うの？」と間抜けな声を出してしまった。

「勘違いしているようだけど、別に俺はアマコが好きなわけじゃねーよ」

「え、僕はてっきり……」

　思わず腕を組み考え込んでしまった僕に、キョウは「しょうがない」と呟き、口を開いた。

「俺がアマコのことを気に掛けていたのはな……なんつーか、俺達がアマコと会ったとき、アイツはすごく危なっかしい奴だったからだ。このままふらっとどっかに行ったら、そのまま消えちまうんじゃねえかってくらいにな」

「アマコが……？」

「放っておけねぇ、そう思ったけど、俺じゃあアマコを止めることができなかった。ったくよ、母親を助けるのも大事だけどよ、自分が駄目になったら元も子もねぇじゃんか……」

　いろんな国を転々としてきた彼女が遠く離れたルクヴィスに来るのは、とても辛つらい道のりだったはずだ。キョウの話を聞くだけでも、彼女が当時どれだけ危うい状態にいたかが分かる。

　リングル王国にいた二年間は、彼女にとって安心できる場所ができただけではなく、荒すさんでしまった心を癒いやす時間にもなったのかもしれないな。

「認めたくはなかったけど、アマコの母親を助けられるのも、アマコ自身を助けられるのもお前だけだ。だから……ウサト、アマコを頼む」

　彼の言葉に、僕はしっかりと頷く。

　キョウは僕が思っていた以上に優しく、素直な人だった。思えば、ハルファさんとの模擬戦の時も真っ先に忠告してくれたのは彼だった。

「……というより、なんで俺がアマコを好きにならなくちゃならねーんだ？　年下だし、どう見ても年不相応に貧──いってぇ!?」

　突如、大声を出してその場で飛び跳ねるキョウ。

　何者かの襲撃、そんな考えが僕の脳裏によぎるが、次の瞬間にそんな懸念はすぐに氷解した。

　蹲うずくまった彼を、背後から無表情で見下ろしている少女の姿が目に映ったからだ。

「……キョウ、それ以上言ったら怒る」

「ア、アマコ……お前、尻尾を思い切り摑むのは反則だろ……っ」

　手をワキワキとさせながらキョウを見下ろすアマコの瞳は、どこか殺気すら感じさせる威圧感を放っている。いつもの彼女とは違う雰囲気に、僕も少しビビってしまった。

　女性にそういう話題は禁物とは聞いたことがあるけど、アマコもあんな風になるなんて……。












　呆ぼう然ぜんとその場を見守っていると、隙を見計らって逃げ出そうとしたキョウが、アマコに足払いを掛けられ転ばされた。

　逃げ出すことすら不可能にする予知魔法の使い方に、脱帽せざるを得ない。

「ちょ、ちょっと待て！」

「誰が貧相？　私でも我慢できない時もある。次に言ったらただじゃ済まない」

　冷たい目でキョウを見下ろしたアマコに、キョウは怯えるような声を上げる。

「わ、悪い！　悪かったって!!」

　尻尾を押さえてへこへこと許しを請うキョウの姿に、先ほどのような強気な少年の面影はどこにも感じられなかった。

　密ひそかに戦せん慄りつしていたけど、このままではキョウの立つ瀬がないと思った僕は、助け舟を出すことにした。

「あー、アマコ。何か用かな？」

「……うん」

「キョウ、先輩の様子を見に行ってもらってもいいかな？　僕はちょっとアマコと話すから」

「わ、分かった」

　尻尾を押さえのそりと起き上がったキョウは、肩を落として部屋から出ていく。

　悪いのは失言をした彼なんだけど、あの哀愁漂う背中を見ると憐あわれに思ってしまう。

　彼の背を無言で見送ったアマコがこちらを向く。

　ジッと訝いぶかしむような視線に晒さらされた僕は、そっと顔を斜め上に向け目を合わせないようにする。

「……」

「な、なに……？」

「別に……もうすぐその子が起きる頃だと思って」

　数秒ほど僕を無言で見つめた彼女だが、視線だけ寝ている少年の方へ向け、そう言い放つ。

　何だ？　含みがある言い方だな。

「この子とは、顔を合わせたことがあるの？」

「……予知でなら」

「どんな子だった？」

「誰からも信じてもらえなくて、誰も信じられなくなってしまったかわいそうな子。私が二年前に見た予知の中の彼は、自分の現状をただ享受するだけだった。私より年下なのに、厳しい今を生きている」

　……なんか重くない？

　僕にどうにかできるレベルには思えないのだけど。

　ローズなら無理やりなんとかしようと考えるだろうが、僕にはあの人のような暴虐ができるとは思えない。

「大丈夫、ウサトならできる」

「簡単に言ってくれるよ」

　だけど、今さら無理と言ってもしょうがない。

　まずは、この子の意思を聞かなくちゃ始まらない。

　額を押さえ天井を仰ぐと、少年の顔を覗き込んでいたアマコが部屋の隅にある木椅子を僕の隣に引っ張ってきて座る。

「起きるよ」

　こちらを向いたアマコがフードを被かぶりながらそう言った。

　数秒ほどすると、少年が唸うなるような声と共に目を開けた。

　乱雑に切られた前髪から覗く目の下には不健康そうな隈くまが目立ち、よく見ると碌に食べていないのか、げっそりとしている。

　どう見ても健康体に見えない彼の瞳が、僕とアマコへ向けられる。

「……」

「……」

「……」

　僕も含め、一様に無言。

　話してみないと分からないとは言ったけど、いざ向かい合ってみると、どんな言葉を掛けていいか分からないな。

　とりあえずは、僕から話しかけてみるか。

「昼間のことは覚えている？」

「う、うん……」

「そうか。まず君の名前を教えてもらってもいいかな？」

「ナック、です。貴方は……ウサトさん、でしょう？　同じ治癒魔法を使う……」

「ハルファさんとの模擬戦を見ていたなら、僕のことを知っていて当然か。ああ、隣の彼女は気にしなくてもいい。まずは君が気絶した後のことを説明するよ。落ち着いて聞いてね？」

「は、はい」

　彼が気絶した後、犬上先輩がミーナに取り付けた勝負について事細かく説明する。

　話をしていくにつれ、彼の顔からどんどん血の気が引いていく。

　話し終えると、彼は恐怖を押し隠すことなく自身の腕で体を抱きしめ、震えだした。

「お、俺、なんでそんなことに……」

　案の定、ショックを受けるナック。

　僕だって、勝手に勝負を取り付けてしまったことには責任を感じている。でも、それ以上に彼の現状は危うかった。

「そうしなくちゃ、君が危なかった」

「それはっ、俺は治癒魔法使いだから──」

「いいや、僕が来た時には既に相当痛めつけられていたんだろう？　魔力切れを起こすほど治癒魔法を酷使した君に、ミーナはさらに攻撃を加えようとしたんだ。断言するよ。君はあのままミーナに魔法を撃たれ続けていたら死んでいた」

　そんなの、学校をさぼってまですることじゃない。

　魔力を切れさせるまで集団で攻撃を加えるなんて、ここの学生は暇なのかと思うほどだ。

「……っ!!」

「でも、君があそこまで痛めつけられる原因を作ってしまったのは僕だ。僕の軽はずみな行動が君を危険に晒してしまった。本当にごめん」

　膝に両手を乗せ、頭を下げる。

　突然の謝罪に慌てるナックだが、僕が謝らなくちゃいけないのは当然のことだ。

　多分、今までのいじめっ子集団による暴行はあそこまで過激じゃなかったはずだ。毎度毎度あんなものなら、とうの昔にこの子は死んでいる。

　僕がこのルクヴィスという魔法主義の国で、治癒魔法使いとして〝力〟を見せてしまったばかりにミーナのプライドを傷つけた。だが、ハルファさんに勝った僕に手を出せないと見た彼女は、その言い様のない怒りを、同じ治癒魔法使い……ナックへと向けた。

「た、助けてもらったから……大丈夫です！　だから、顔を上げてください！」

　慌てたナックの声で僕は顔を上げる。

　これは僕の責任だ。

　だからこそ僕は、彼に選ばせなければならない。

　顔を上げた僕は彼と目を合わせる。

「ナック、単刀直入に訊く。君は一週間後……ミーナと戦うことができるか？」

「……」

「正直に答えてくれ。無理強いはしない。僕は君の意思を尊重する」

　そう言葉を投げかけると少年は俯うつむき、シーツを強く握りしめる。

　まるで感情を押し殺すかのような仕草に言い様のない心情になるが、ナックが口を開くまで待つ。

「無理、です」

「……理由を聞かせてもらってもいいかな？」

　できない、ではなく、無理。

　明らかな拒絶とは取れない言葉に疑問を抱きつつ理由を問うと、ナックは自身の手に治癒魔法の光を灯ともしてそれを見せてくる。

「貴方は、ちゃんとした治癒魔法使いなんでしょう？　欠陥品の、俺の治癒魔法じゃ……無理なんです」

「欠陥品……？」

　治癒魔法がそう呼ばれているのではなく、ナックが扱う治癒魔法がそう言われているのか？

　どういう意味だ。

　僕の困惑を察してか、彼は自らの掌てのひらを見ると悔しげな表情でポツリポツリと言葉を紡ぎ始めた。

「俺は、自分しか治せない。ここに来る前は他人のことも治せたはずなのに……できなくなっちゃったんです……」

　他者に治癒魔法を行使できなくなった？

　治癒魔法の系統強化による副作用の逆のようなもの？　僕のように系統強化をするような子ではあるまいし、それはありえないが──。

「……いつから？」

「気付いたのは、一年くらい前。ミーナ達に苛められた帰りに、怪我をした誰かの使い魔を見つけて……それで」

「治癒魔法が自分以外に作用しないと知った……と？」

　僕の言葉に頷くナック。

　隣にいるアマコも困惑しているということは、彼女も予想していなかった事実なのだろう。

　しかし、治癒魔法が他人に使えなくなったなんて話、聞いたこともない。魔力の濃度が極端に薄くなったから……いや、突然はないだろうし、オルガさんのように生まれつきでもないみたいだし、何より彼の手に灯ともっている治癒魔法の光は僕とそれほど変わらないものだ。

　考えられる可能性は……集団での苛めによる心因性の何か？

「……」

　深く考えないようにしよう。

　これ以上考えると、僕が冷静でいられる自信がない。

　今は彼の治癒魔法の問題よりも、もっと考えなくちゃならないことがある。

「治癒魔法は、人を治すだけの魔法だから、俺の魔法は壊れて、価値がなくなっちゃったんです」

「ウサト……」

　アマコはこの状況をまずいと感じたのか、こちらを見上げてくるが、心配はいらない。

　なぜなら、救命団の訓練は他人を治す必要がないからだ。

　僕は陰いん鬱うつな表情で俯くナックに笑いかけ、その震える肩に手を置く。

「大丈夫だよ。君を強くするのに、他人を治す治癒魔法は必要ない」

「え？」

「僕が君に聞いているのはミーナと戦う覚悟があるか。そして、五日間の訓練に耐えられるだけの覚悟があるかどうかだ」

　正直、明日から行おうとする訓練はナックにとって地獄になるだろう……割とシャレにならないレベルで。

　だからといって僕は手を緩めるつもりもないし、優しい言葉を掛けるつもりもない。そんな厳しい訓練を最後までやり遂げる意思と覚悟があるかどうかを問いかけているんだ。

　それに──、

「壊れて使えなくなった？　欠陥品？　人を治すだけの魔法？　それに、僕がちゃんとした治癒魔法使いだって？　全部外れ。ナック、君は治癒魔法を正しく使おうとしすぎている」

　間違っちゃいけない。

　僕はちゃんとした治癒魔法使いなどではない。

　本当に正しい使い方をしているのは、オルガさんやウルルさんのような、人を治すことだけに特化した治癒魔法使いだけだ。

「僕が師匠に施された魔法の訓練は、ただひたすらに自分を治すことだった。だから、それだけでいいんだ。それだけできるのならば、君をいたぶってきた連中をぶっ飛ばすための訓練をするのに十分すぎる」

「は？　え？」

　僕の言葉が衝撃的すぎたのか、ナックは口を半開きにして呆ほうけている。

　彼の様子に苦笑しつつ、続きの言葉を投げかける。

「ま、要するに僕は、君に治癒魔法を教えるわけじゃない。五日間であの娘を圧倒できるレベルにまで鍛え上げると言っているんだ」

「俺が……ミーナを？」

「もちろん、簡単じゃない。明日から僕が君に課す訓練は想像を絶するほど地味で、辛い。血ち反へ吐どを吐こうが、泣きわめこうが、気絶しようが、僕の治癒魔法がそれをさせない。もう一度聞くぞ、ナック。君はミーナと戦う覚悟があるか？」

　さすがに血反吐は誇張だけど……僕は吐かなかったから大丈夫、だよね？

　十秒ほどの沈黙の後、口を噤つぐんでいたナックが遠慮気味に口を開く。

「あの……それって、ミーナよりも訓練の方が怖そうなんですが……」

　……うん。

「否定は、できない」

「ウサト……」

　アマコ、僕を残念な人みたいな目で見るのはやめなさい。

　ナックを強くするには、僕と同じようなローズ印の訓練をするしかない。

　というより、それ以外の魔法の訓練を知らないからこれしかない。

「ま、まあ、嫌なら僕が頭を下げてくる。だから無理して戦う道を選ばなくてもいいよ」

「……」

　どんな答えが出ても、何も言うつもりはない。

　僕がこう言うのもなんだけど、実際のところは訓練で地獄を見た僕のような経験をこの子にさせたくないという気持ちもある。

　走っては気絶、そして治してまた走る。それを延々と繰り返すことが救命団の訓練の基本だ。

　朝から晩まで休みなしに延々と走り続けさせられる精神的苦痛。治癒魔法で治され、怪我もないのに足の違和感に苛さいなまれる日々。

　だけど、それには必ず結果が伴っている。

「こんな俺でも……勝てるんですか？」

「絶対とは言い切れない。でも、決断に見合う結果は必ずついてくる。僕がその証明だ」

　僕の言葉を聞いたナックは、少しだけ躊躇する素振りを見せつつも、意を決したようにこちらを見上げる。

　その目は相変わらず暗く淀よどんでいたが、微かすかな光が灯っているように見えた。

「やる……やってやる！　俺、ミーナを倒します……っ、だから、俺を……俺を強くしてください!!」

「よく言った！」

　僕がローズの代わりになれるなんて思ってはいないが、同じ治癒魔法使いとして彼を──ナックを一人前に鍛え上げる。

　僕はそう心に誓うのだった。





　　　　　　　　　　＊＊＊






「訓練は明日から始める。今日はちゃんと栄養をとって睡眠もしっかりととるようにね」

　まずはナックの体の状態──。

　碌に食べていなかったのだろう。顔色は治癒魔法で大分良くなっているが、治癒魔法で補えないほどの不健康さが目立っている。

　治癒魔法で疲労は治せても栄養とかを補えるわけじゃないから、食べることは大事だ。

　僕も訓練の後は、栄養をとることの重要さに気付いたね。もう体の細胞が食べ物を欲していると叫んでいるあの感じ、本格的な訓練が始まったその日の夕食なんて思わず涙してしまったほどだ。

　いやぁ、トングに飯を横取りされた時はもう、この世界に来てから一番キレたと言っても過言ではなかったなぁ。

「あの……」

　懐かしい思い出に浸っていると、不意に周りをきょろきょろと見回しだしたナックに気付く。

「ここって……どこなんですか？」

　そういえば、ここがどこだか説明するのを忘れていた。

「あー」

　どう説明しようか。

　素直にここがキリハ達……獣人の子達が住む家だと教えていいのだろうか。

　彼に取り乱されたりでもしたら、キリハ達に迷惑がかかってしまうし……。

「ウサト」

「ん、どうしたのアマコ」

　僕の服の裾を引っ張る彼女に呼ばれそちらを向く。フードを被り顔の下半分しか見えない彼女は、扉の方を指差そうとするも、しまったとばかりに固まってしまった。

「ごめん、遅かった」

　え、何が？

　そう聞き返そうとしたその瞬間、背後にある扉が勢いよく開け放たれ何者かが入り込んできた。

　その時点で僕はもう色々と察しつつ振り返る。

　視界に映るは、ハイテンションな笑顔の犬上先輩。

「ウサトくーん、その子は大丈夫かなっ？」

「おい!!　勝手にそこら中を歩き回るなって!!　案内するって言ってんのにどうして先に行くんだよぉ!?」

　そして彼女の後ろから掠かすれた声で呼び止めるキョウ。

　ものすごい笑顔で僕を見た彼女は、起き上がったナックに気付き、ピタリと動きを止めた。

　ナックは、先輩と背後で息を切らしているキョウ、そして呆れたように外がい套とうのフードを外したアマコを見て、口をパクパクさせながら僕と彼らを交互に見ている。

　ナックの前に座っている僕を見てまずいと悟ったのか、急に姿勢を正した先輩はなぜか照れながら頭に手を置いて、てへっと言わんばかりに──、

「ご、ごめんね？」

　──そう、のたまいやがった。

「え、じゅ、獣人？　あ、あのウサトさん、ここって───」

　この後、混乱するナックに状況を説明するのに、かなりの時間を要したのだった。






第四話　ナック、修行開始!!　の巻









　昨日、ウサトが治癒魔法使いの少年、ナックを連れてきた。

　あたし達獣人を見る彼の瞳からは、恐怖とほんの少しの困惑が見て取れたが、衰弱している彼をそのまま帰すというわけにもいかなかったので、その夜は泊めることを許した。

　ナックとは自己紹介こそ交わしたものの、それ以上話そうとは思えなかった。

　正直、彼とどう接していいか分からないのだ。

　ナックは、獣人であるあたしとキョウを明らかに怖がっている。

　まあ、別に仲良くしようとか考えているわけではないが、気弱な彼がミーナに勝てるくらい強くなることができるのかと心配になってしまう。

　ミーナはあんな奴だけど、抜きん出た実力を持つ魔法使いだ。

　発展途上とはいえ、通常の火の魔法よりも瞬間的に強力な威力を発する炸さく裂れつ魔法を使う。

　対してナックは、言っては悪いが貧弱な治癒魔法使いだ。それだけで、ミーナとは大きな差があるといってもいい。

　そんな彼をどうやってミーナに勝てるレベルにまで引き上げるのか……。無理だろうと思いつつも、あらゆる意味で予想を超えてくるウサトがどんな訓練をナックに施すのか、気になるところだ。

「確か昨日は、街の中でって言ってたよね……」

　学園に通う学生の一日はそれぞれ異なっている。

　ある程度必須の授業さえ受ければ他は自由に授業を選べるので、うまく調整すれば普通よりも早く授業を終えることができる。

「本当にこんな街中で訓練を？」

「昨日はそう言っていたんだけどね」

　あたし達姉弟はほぼ同じ授業のため、始まる時間も終わる時間も大体同じだ。

　午後の早い時間に一日の授業を終えたあたしとキョウは、街中でナックを訓練しているはずのウサトの様子を見にきていた。

　昨日の早朝に見たウサトのストイックさを考えれば、彼の訓練とやらは相当にハードなものなのだろう。

　それに、彼がハルファとの戦いで見せた怪力からして、まともなものとも想像しがたい。

　どちらにしろ、怖いもの見たさという気持ちだ。

「姉ちゃんも、朝、ウサトともう一人のほうは見かけていないんだろう？」

「うん、あたしが起きる前にウサトとナックは訓練とやらのために出掛けたようだね」

　昨日、ウサトに言われてテーブルの上に置いといたパンがなくなっていたから、ちゃんと朝食も食べたようだ。後から起きたアマコも、いつもの厩きゅう舎しゃへ行くといって出ていった。

　あたしとキョウはいつも通り二人での朝食を食べたのだが、少し寂しく思ったのは自分でも意外だった。昨夜は、スズネという奇き天て烈れつな勇者が加わったことで色々な意味で騒がしかったから、そう思ったのかもしれない。

「あいつ、一体何をするつもりなんだろうな」

「……」

　ある意味、一番変わったのがキョウかもしれない。

　彼も、ここで色々な悪意に晒さらされてきたから人間に対し好意的になれず、あたしと違ってそれが表に出やすい性格──のはずだったんだけど、どういうわけか昨日の夜からウサトに対しての棘とげが驚くほどなくなっていた。

「ん？　なんだよ、俺の顔をじっと見て」

「ううん、なんでもない」

　元より優しい弟だ。

　今までの尖とがった態度は、結構な無理をしていたのだろう。

　よかった、そう素直に思う反面、自分はどうなんだろうとも思ってしまう。

「そうだ、唐突に思い出したんだけどさ。姉ちゃんっ、昨日ハルファがウサトに腹ァぶん殴られた時やけに怯おびえてたけど、あれは何だったんだ？」

「き、昨日のか……」

　昨日、ハルファがウサトにボールの如く殴り飛ばされた光景を思い出す。

　最初にウサトが家に来た時、もしかしたら自分がああなっていたかもしれないと思ったら震えが止まらなかった。あの時アマコが止めてくれなかったら、あたしは結構大変なことになっていただろう。

「……なんでもない」

「なんでもないって……大丈夫ならいいんだけどさ」

　少し疑わしげにあたしを横目で見たキョウだが、すぐに前を向く。こちらも少し安あん堵どして同じく前を向くと、少し街の様子がおかしいことに気付く。

「……ん、なんだろう」

「確かに。何かあったのかな」

　ざわざわと道端にいる店員や学生達が、道の先を見て何かを噂うわさしている。

　何事だろうか。活気のある通りだから普段から騒がしいのだけど、今日は何か違う。

「……うえっ」

「キョウ？」

　隣にいるキョウが前方を見て嫌そうな声を出した。

　そこには、やけに目立つ灰色の髪と、笑みを絶やさない胡う散さんくさそうな顔の男がいた。

「ハルファ……」

　思わずあたしも不快そうに名前を呼んでしまった。

　あたし達姉弟は、こいつが苦手だ。

　戦い方に容赦がなく屈折した実力主義なところが好きじゃないし、強い者にだけ友好的に接しようとする異様さが何より気持ち悪い。

　あたしとキョウに気付いたハルファは、にこりと笑みを浮かべこちらへ近づいてくる。

「やぁ、二人とも帰りですか？」

　相変わらず遠慮のない奴だな。

　だけど、なんでこんな学園から離れた場所にハルファがいるんだ？　こいつは学園内の寮に住んでいるから滅多にこっちまで来ないはずだ。

「……ああ。あんたは昨日、怪我とかはしなかったのか？」

「フフフ、ご心配なさらずに。ウサトさんの攻撃はみな、治癒魔法が通った安全なものなので。衝撃は想像を絶するものでしたけどね」

　そう言って嬉うれしそうに腕をさすっている彼を見て、改めてこの男が戦闘狂だということを再認識する。

　気になるのは、なぜこの戦闘狂がここにいるかだ。

「で、なんでこんな所にいる。学園長から何か頼まれたのか？」

　ハルファの魔視はいろいろと便利だ。本来は戦闘にあまり用いられないタイプだけど、一部の魔法の研究者の中ではかなり重視される希少魔法だ。そんな魔視と彼自身の実力が評価され、グラディス学園長からは信頼を寄せられている。

「その通りです。学園長から急きゅう遽きょウサトさんを呼んでくるように頼まれたのですが……」

「急遽？」

「知らないのですか？」

「何をだよ」

　あたしが首を傾かしげると、ハルファが驚く。

　学園長に呼ばれるほどのことをウサトはしてしまったのか。

　自分から騒ぎを起こそうとする人には見えないけど……いや、少し天然っぽいところもあるし、もしかしたらってこともある。

「私も事情は詳しく理解していないのですが、早朝からこの街を駆け回っているとのことで、苦情のようなものが学園長の耳に届いたのです」

　な、何をしているんだアイツは……？

　駆け回る？　街中を？　しかも苦情がくるほどって……。

「こんなやかましいところで迷惑が掛かるレベルって尋常じゃないぞ。一体ウサトは何をしたんだ」

「あたしにもさっぱりだよ……」

　若い年代が集まるので、ルクヴィスは他の国よりも騒がしい。街中で魔法が飛び交っても、道行く人々は気にも留めずに日常を送っている。

「聞いた話によると、もうすぐここを通るというので、待っているんですよ」

「だからここにいたのか」

「ええ、さすがに街中を走り回るウサトさんを見つけるのは骨が折れますからね」

　困ったように頭を搔かくハルファ。

「今日は随分と私と話してくれますね」

「あぁ？」

「いつもは話しかけてもまともに会話してくれないので、とても驚いています」

「……」

　確かに、ハルファとこれだけ話すのはそうそうないことだった。

　あたしもキョウもクラスに友人なんていない。

　全員顔見知り程度で、進んで話しかけてくるような物好きはハルファだけだ。

「オメーと話すのは今でも嫌だよ。俺達とまともに会話したいなら、ニヤニヤすんのやめろ」

「ははは、相変わらず手厳しい」

　フンッと鼻を鳴らしたキョウの言葉に、困ったような笑みを浮かべるハルファ。

　彼の言う通り、いつもは話しかけられても無視するか最低限の会話しかしないあたし達がこうやって人と話すこと自体、珍しいことかもしれない。

　自覚はなかったけど、多分ウサトと出会ったからだと思う。

　まだ会って二日しか経っていないけど、ウサトとアマコの存在はあたしとキョウに決して少なくない影響を与えているようだ。

「こっちに来るらしいぞ!?」

「つ、使い魔を隠せ！」

「うそ!?」

　感傷に浸っていると、通りの奥の方から叫び声が聞こえてきた。

　不思議に思っていると、周りにいた使い魔持ちの学生は自分の使い魔を後ろ手に隠し始めた。

「え、え？」

　どうして皆、こんなに騒いでいるんだ。

　明らかに異様な空気が場を支配したその時、ズンッズンッという鈍い足音が聞こえてきた。

　人よりも大きな魔物の足音に似ている。こんな街中ではありえないだろうけど、一応ローブから両腕を出して、いつでも戦えるように拳を握っておく。

　同じく警戒しているキョウと共に道の前方を見渡すが、先の方に大きな門が見えるだけ。

「……ってか、なんでお前もついてくるんだ？」

「いやぁ、私も気になって」

　何気なくついてきているハルファを少し睨にらみながらも、再度前を向く。

　大通りは都市の門までまっすぐ続いているから、先の方まで見渡せる。

　目を凝らしながらジッと先を見つめていたその時、曲がり角から小柄な何かが飛び出した。

「ヒッ……グェ……ハッ……ハァッ……」

「ナック……？」

　飛び出した小柄な何かの正体は、ナックだった。

　かなりの勢いで大通りに出た彼は、転びそうになりながらあたし達のいる方に走ってくる。

　彼の顔は、涙やら鼻水やらで酷ひどい有様だった。

「ね、姉ちゃん！　あいつ一体どうしたんだ!?」

「あたしにも分からないよ！　でも、あれってまるで何かに追いかけられているように──」

　それから先を言葉にしようとした瞬間、今しがたナックが飛び出してきた曲がり角から姿を現したものを見て絶句する。

　曲がり角から出てきた青と白の塊。

　ルクヴィスには存在しない奇天烈な生き物が地面を抉えぐり取らんばかりに地に足を打ち付け、ぐるんとこちらを向いた。

「え……えええええええええ!?」

　こちらに注がれる『一人』と『一頭』の眼光に晒されたあたしは、ようやく何が現れたのかを理解すると同時に、抑えきれない声を上げてしまった。

　重なり合うような二重の眼光。

　それは大きな熊の魔物を軽々と背負い、ナックを追いかけるウサトその人であった。
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「グラディスさんが僕を呼んでいる？」

　こちらに気付かずに訓練を続けようとしていたウサトを呼び止めたハルファは、学園長が彼を呼んでいるという旨を伝えた。












　そのことを聞いたウサトは、背から下ろした魔物、ブルーグリズリーを撫なでつけながら悩むように腕を組んだ。

「……分かりました。じゃ、すぐに向かいます」

「そうしてくれると幸いです。それで、彼は大丈夫なのですか？」

「ん？　ナックのこと？」

　ハルファがやや戸惑いながら、ブルーグリズリーの背の上で力なく気絶しているナックを見る。

　死に物狂いでウサトから逃げていた彼はウサトに呼び止められると、助かったとばかりに安堵の表情を浮かべ、そのままバタリと地面へ倒れ込んでしまったのだ。

「大丈夫ですよ。まだ半日しか走らせていないし、治癒魔法を掛けておいたので」

「いやいやいや、そういうことじゃないだろ！　アンタは鬼か!?」

　普通の訓練方法じゃないのは分かっていたけど、これは明らかにおかしいだろ!!

　半日しかってどんな訓練!?　体力をつけるだけならそんなことしなくていいじゃん!?　しかも、その言い方だと朝方からぶっ続けで走り続けているようにも聞こえるんだけど!?

　第一、ブルーグリズリーは獰どう猛もうで強力な魔獣として有名な魔物なんだよ!?　背中に乗せるような魔物じゃない!!

　自身のキャラを崩壊させながら内心そんなことを思っていると、目の前にいる鬼畜は何を言われているか分からないと言った表情を浮かべた。

「え、いや……僕程度で鬼はないよ、キリハ。それは鬼に失礼だよ」

　ウサトは苦笑いを浮かべ、そんなことを言い放つ。

「え……なんで今あたしが責められたの？」

　本気で自分がおかしいと思っていないぞ、こいつ。

　相変わらずの笑みを浮かべたハルファは、目を遠いものにさせ、うんうんと頷うなずくだけ。

「ええ、さすがはウサトさんです」

「お前は思考を放棄するな……」

　さすがだとか、そういうレベルじゃないだろ。

　通りにいた学生達が騒ぐのも無理はない。

　基本的にここで学ぶあたし達は野生の魔物と滅多に戦わない。戦っても、大して強くない魔物か使い魔ばっかりだ。ブルーグリズリーといった強力な魔物は魔素の濃い地域に生息しているから普通は会わないし、もし会ってしまったら鋭利な爪とその巨体の前に為なす術すべなく殺されてしまうだろう。

　でも、目の前でそんな存在を軽々と背負い、鈍い足音と共に街を駆けていた変態治癒魔法使いはなんだ。本当に人間かどうか疑うんだけど……。

「ふぁ……おぇ……げはっ……ぅ」

　それに、気絶してなお、今にも死にそうな状態のナックは大丈夫なのか。

　訓練というより、拷問とか罰ゲームの後みたいになっているんだけど。

「ウサト、あんた……」

「ん？」

　滅茶苦茶だよ、と喉まで出かかった言葉を飲み込み、あたしは引きつった笑みを浮かべる。

　彼は、傍らにいるブルーグリズリーの頭部に手を置いた。

「ブルリン、あっ、こいつの名前なんだけど、一緒にこの都市に来た相棒でね。昨日ようやくグラディスさんから許可を貰もらえたから連れ出してあげたんだ」

「グルァー」

　いい感じの重さだから重りとして便利なんだ、とどこかズレた発言と共に、一声鳴いたブルリンの頭を撫でつける。

　対して、撫でられたブルリンは煩わしいとばかりにウサトの足にその腕を叩たたきつけている。

　ガッ、バシッ、と鈍い音の打撃を食らっても穏やかな顔のウサトを見て、さらに引く。

「そのブルリンのことは分かったけどよ。なんで真っ昼間から魔物背負ってナックを追いかけ回してんだ？　辛つらい修行っていうもんだから、もっと別なものを想像したぞ。いや、お前のやってるやつも相当頭おかしいけど」

「ブルリンを背負ってるのは僕の訓練も兼ねてるからおまけなんだけどね。ナックを五日間で強くするには訓練内容を限定するしかなかったからなんだ。てか、頭おかしいって……」

　おまけ……あれが？

　ウサトとブルーグリズリーが重なって突進してきた光景は、絶叫ものだったよ……。

「僕に課せられたような訓練をするには時間も足りないし、僕自身が非情になりきれないからどうしても不十分なものになってしまう。それに全身を万遍なく鍛え上げるなんてそれこそ難しい。だから、彼の足だけを鍛えようって思ったんだ。やることはただ走るだけだからね」

　意外と考えているんだなぁ。

　中途半端に色々な部位を鍛えるのではなく、集中的に足を鍛えるということか。

「足を鍛えれば大抵の相手から逃げられるし、体力もつく。僕が所属するリングル王国救命団の基本は走ることから始まるからね。僕が今こうして生きていられるのも、たくさんの人達を助けることができたのも、この訓練のおかげさ。さすがに僕と同じことをナックにやらせようとは思わないけど」

「ちなみにウサトさんは今までにどんな訓練を？」

　ハルファが訊たずねる。

「魔物の蔓延はびこる森に十日間ぐらい放置されて、その上グランドグリズリーを狩るまで帰れない、重りを乗せて終わりの見えない腕立て伏せ、団長の拳を躱かわせるまで受け続ける訓練、あとは──」

「……いえ、もういいです」

「今までなんで生きていられたんだお前……」

　団長ってアレだよね、ウサトに治癒魔法を教えたって人だろ？　人の皮を被かぶった悪魔じゃないのか……？

　頰を引きつらせるあたしに、ウサトは困ったような笑みを浮かべた。

「最初のうちは辛いとか、逃げ出したいと思ったことは何度もある。でもそれも全部必要なことだったから後悔はしていないよ。ブルリンと会えたのも訓練のおかげだしね」

　どういう経緯でブルーグリズリーと現在に至るような関係になったのかはすごく気になるけど、きっと壮絶なものだったのだろう。

　それを感じさせるほどの信頼関係が傍はた目めで見て分かるほどに築かれている。

　主あるじと使い魔という間柄とは違う関係。

　ぼうっとしていたあたしは──、

「いいな」

　無意識にそんなことを呟つぶやいてしまった。

　その声が聞こえたのか、キョウとハルファが二人してこちらを見る。

　ハルファはともかく、キョウに変な気け取どられ方をしてほしくないので、慌てて取り繕うように手を横に振る。

「え、あ……いや、その子が可愛かわいいって思ったから……」

「え、マジかよ姉ちゃん。怖くねぇのかよ」

　正直、言ってから後悔した。

　キョウは引いているし、ウサトは「そうだよねっ、可愛いよねっ、触ってみる？」とブルリンを見せつけてくるし。そのブルリンはフンッと鼻を鳴らしこちらを睨んでくる。

「い、いや、今は遠慮しておくよ。ウサトも学園長に会わなくちゃいけないし、忙しいだろ？」

「あ、それもそうだね。ナックの訓練もあるし別の機会にしようか」

　ほっと安堵する。

　いくら大人しいといっても、大きな魔物を触るのにはそれなりの勇気がいる。

「そろそろ僕は行くよ。ハルファさんもグラディスさんのところに行きます？」

「私は少し買いたいものがあるので、ここでお別れですね」

「そっか、じゃあキリハもキョウも……あ、今日は暗くなったら帰るから、申し訳ないけどナックのご飯も用意してもらっていいかな？」

「構わないよ。一人や二人増えてもあまり変わらないから」

「ありがとう。じゃ、行こうかブルリン」

　そう言うと彼はブルリンに一声掛け、学園のある方へと向かう。

　白い服を着た治癒魔法使いと大きな熊の魔物と……捕まった獲物のように熊の背に乗せられたもう一人の治癒魔法使いの少年が並んで歩き始める。

　なんというか、すごい異様だなぁ……。

　そんなに長くは話していないのに、どっと疲れたよ……。

「色々すげぇな、ウサトって……」

「うん、でも、あれは見習っちゃいけないすごさだと思う」

「はは、ちげぇねぇや」

　あたしは視線の先を歩いていく後ろ姿を見据えて、なんとも言えない気持ちになった。

　それが何なのかは、分かっている。

　でも、それを表に出すことはしない。

　これは、あたしが捨て去った感情だから。
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　キリハ達と別れた僕とブルリンは、気絶したナックを連れて学園へと赴いた。

　ナックとブルリンを外で待たせて学園長室へ移動した僕は、グラディスさんと顔を合わせるなり、大きなため息をつかれてしまった。

「無茶苦茶です。ええ、無茶苦茶ですとも」

　困惑したようなグラディスさんの言葉。

　やっぱり街中での訓練はやりすぎだったかな……。リングル王国と同じ感覚でやってしまったけど、駄目だったか。

「すいません。次は別の所を走らせます」

「そうじゃなくてね。あの、もしかして分かってない？」

「街中で訓練をしたことですよね？　ブルリンに関しては昨日許可を貰いましたし、思い当たるものといったらそれくらいしか……」

「確かにブルーグリズリーを連れ出していいと許可は出しました。ですがッ、それを歩かせるのではなく、あなた自身が背負って!!　あろうことか、そのまま街中を走るなんて誰が予想できるものですか!?」

「……はっ!?」

　確かに、よく考えたら異常なことだった。

　リングル王国の人達の反応に慣れちゃったからかな。

　ここは使い魔を連れて歩く人もたくさんいるし、走るくらい大丈夫かなと思ったんだけどなぁ。

「少し取り乱したわ。昨日の騒ぎのことは知っているので大体の事情も察しているのだけど、できれば貴方あなたがそのような行動に至った経緯を聞かせてくれないかしら？」

「分かりました」

　昨日の広場の騒ぎから、ナックを鍛えるようになるまでの流れを簡単に説明する。

　大体を説明し終えると、グラディスさんは軽く目頭を押さえ困惑するような表情を浮かべた。

「……申し訳ないわ。ここの学生が貴方に迷惑を掛けてしまって」

「いえ、僕が勝手に首を突っ込んだようなものですから」

「それを抜きにしても彼女、ミーナ・リィアーシアの横暴を野放しにしていたこちらにも非があります」

　あの少女は、グラディスさんに問題視されるほどの子なのか。

　ガキ大将みたいな雰囲気の子だとは思っていたけど、思ったよりも厄介な存在のようだ。

「学園側から何か言うことはできなかったんですか？」

「複雑なのよ。学園の経営を担っている立場の私達からすれば、援助を頂いているお家のご息女への粗相は信頼の裏切りを意味するの。貴族というのは厄介な存在よ。様々な交流を通じて情報交換を行っている彼らに学園の不祥事が知れるのは非常にまずいことなの。ルクヴィスは個で成り立つ学園ではないわ。多くの貴族や他国からの寄付で維持されているの」

「つまり、あの子には迂う闊かつに注意することも指導することもできないと？」

「そう、なるわ」

　何だそれ、滅茶苦茶すぎるだろ。

　グラディスさん達が強気に出れない理由は納得した。この学園の存続に関わることだからしょうがない。だからといって、ミーナが好き勝手するのは違うだろう。

　僕の元いた世界の学校で例えるなら、ミーナはワガママ放題の問題児で、その後ろにいる貴族の親はモンスターペアレンツってことか。

　元の世界の学校ならば、まだやりようはあったかもしれない。

　だけど、ここでは違う。貴族のような後ろ盾がなければ、学園を維持することができないんだ。

「……治癒魔法使いの彼を鍛える場所が必要なのね？」

　暫しばし黙り込んでいたグラディスさんが、唐突に質問してくる。

「え、まあ、はい。街中を走るのはさすがに自重しようと思ったので、別の場所を見つけようかなと。最悪、五日間ナックと一緒に山籠ごもりをしようかと考えていました」

「やめなさい。お願いだから」

　なぜか懇願されるように止められてしまった。

　いいんだけどなぁ、サバイバル力と感覚を鍛えられるし……。

「はぁ……。学園の訓練場を使うといいわ。少なくとも街中を走るよりは整った環境で彼を鍛えることができるはずよ。ここの責任者として、学生間の私闘に口出しすることはできないけど、私個人としては治癒魔法使いの子を応援しているわ。当事者の彼にとっては都合のいい話に思えるかもしれないけど」

　確かに、都合のいい話だ。

　手が出せないとはいえ、ミーナの横暴を見て見ぬふりしたことは事実。でも、それを叫弾する資格は僕にはない。

　思考を切り替えて、新しい訓練の場について考えよう。

　訓練場というのは、昨日僕とハルファさんが戦った場所だろう。あそこはかなり広いからナックとブルリンを走らせても大丈夫そうだ。

　どのくらい使っていいかとか、授業で学生が使わないかとか色々質問すると、実技大会の一週間前から訓練場は常時開放しているというので、学園が閉まる時間まで使用していいらしい。

「フフ、その表情、どことなく彼女に似ているわ」

　腕を組みながら、ナックの訓練について考えていると、グラディスさんがそんなことを口にした。

「彼女って……団長のことですか？」

「ええ。誰かに何かを教えようとする時、ローズはいつもしかめっ面なのよ。今の貴方と同じように腕を組んで、ね」

「あー……」

　確かに、僕に訓練を課すときは不機嫌そうなしかめっ面だな、あの人は。

　無意識に僕も眉間に皺しわが寄っていたかな？　首を傾げながら眉間を触ると、グラディスさんはおかしそうに笑った。

「一見、普通の少年に見える貴方も、疑いようもなく彼女の弟子だって分かるものね」

「そんなに分かるものですか？　全然意識していないんですけど」

「突拍子もないことをするところとか、さっきのように考える仕草とかそっくりよ？」

　似ていると言われて嬉しい気持ちもあるし、複雑な気持ちもある。

「貴方は、彼女のことを信頼しているのね」

「まあ、そうですね。滅茶苦茶な人ですけど、尊敬してます」

　色々苦労させられたけど、あの人のおかげで今の僕がある。

　この世界に召喚されて、勇者という役割を持っている二人の後ろで浮き足立っていた僕に、彼女は救命団としての道を示してくれた。

　……まあ、その過程は置いておくとして、僕は彼女に感謝している。

「そう……ローズ、ようやく見つけられたのね」

「はい？」

「ウサト、ローズは強い人間よ。誰よりも速く、誰よりも力強く、揺るぎない信念を持っている」

「……」

「だけど、無敵ではないの。たとえ鋼の剣を素手で砕けても、魔物すら凌りょう駕がする身体能力を有していても、彼女にだって弱みはある」

　……おおよそ、その弱みが想像できないのですが。

　てか、さりげなく言っていたけど、あの人、鋼の剣も素手で折れるのか。驚くべきなんだろうけど、あの人なら鋼くらい砕けてもおかしくないからなぁ。

「今は分からなくてもいい。でも、いつか彼女がその弱さを見せる時が来たら、貴方が助けになるのよ？　貴方は、彼女が探し求めた唯一の存在なのだから」

　僕が助ける、か。

　確かにグラディスさんの言う通り、今の僕ではローズの弱さというのを理解することができない。彼女は誰よりも怖くて強い、救命団の団長だ。

　けれど、グラディスさんの言葉は覚えておこう。

「なんだか先生みたいですね、グラディスさん」

「失礼ね。私だって先生よ」

　そうだった。

　クスッと小さく笑みを浮かべたグラディスさんに、気まずい思いをする。

「……そろそろ訓練に戻ります。グラディスさん、今日は騒ぎを起こしちゃってすいませんでした」

「ええ。もう街の中を走らないようにね」

　柔和な笑みを浮かべ軽く手を振った彼女にお辞儀し、扉を開き出ていく。

　さて、ナックを起こして訓練の再開だ。結構な時間を休憩に使ったからナックももう大丈夫だろうし、僕も色々試せることはやっておこう。

　せっかくの魔導学園だ。僕自身の治癒魔法と系統強化に磨きをかけるのも悪くはない。

　我ながら訓練大好きだなと苦笑しながら、来た道を戻る。

　今日は軽く走らせて体を慣れさせ、明日には治癒魔法と走る動作を並行してできるようにしよう。

　早足で移動したからか、一分と経たないうちに入り口付近にいるブルリンと、その背にグデーっと布団のように乗せられているナックの元に辿たどり着く。

「待たせたね、ブルリン。さーて、ナックを起こさなきゃ」

　白目を剝むきよだれをたらして寝ているナックに声を掛けながらゆする。数秒ほど繰り返すと、呻うめき声と共にナックが目を覚ました。

「大丈夫？」

「あ、あれ、ウサトさん？　俺……なんで寝て……あ、ああ、そうだ今怖い夢が……怪物に死ぬほど追いかけられて……」

「んん？」

　どうしたのだろうか。

　怖い夢と言っているけど、短時間の睡眠の方が悪夢を見やすいって聞いたことあるし、気にすることもないか。

「じゃ、行こっか」

「え？」

「え、って、やるんでしょ？」

　僕の顔を見て硬直するナック。

　まるで何を言っているか分からないといった表情を浮かべている彼に、僕は首を傾げる。

　そしてナックはようやくブルリンの背にいることに気付いたのか、自身が手をついているブルリンの背を見ると再び硬直した。

　ギギギッと擬音が付きそうな鈍い動きで僕を見るナック。

「…やる、とは？」

「訓練の続きだよ」

　瞬間、ナックの瞳から光が消えた。
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　ナックの訓練一日目の成果はまずまずのものだった。

　まず体力面の問題。これは残りの四日間でどうにでもなる。どちらかというと彼に速さは求めていないので、継続して動き続けられるだけの持久力と耐久力、最終的にその部分を伸ばせればいいと思っている。

　そして二日目からは、最も重要な部分である治癒魔法を訓練に取り入れる。

　いざ始めてみると、走りながら魔法を行使するのは慣れていないと難しいことのようで、当のナックも苦戦していた。

　僕の場合、走る動作と魔力を感じる動作を並行してやるように強制的に体に覚えさせられたけど、今になって、どうしてローズが僕にそれをさせたのか分かった気がする。

「ま、それも慣れればある程度なんとかできるか……」

　ルクヴィス学園訓練場の端に立ち、ブルリンに追いかけられているナックを見据えた僕は、現状の訓練の成果と改善点について考えていた。

　隣には外がい套とうのフードを被って地面に座っているアマコ。

　ブルリンが訓練に駆り出されてさすがに暇になったのか、僕とナックの訓練を見に来てくれたようだ。

「最悪、ローズ式強制訓練継続鬼畜治癒魔法を使うか……でも、あれを使うのには良心の呵責かしゃくが……」

「名前からしてまともな感じがしないのだけど……」

「ははは、まともなわけないじゃん。だって団長だよ？」

「それを最後の手段で使おうとしているウサトもまともじゃない……」

　失礼な、あの人は魔法の魔の字も知らない僕に昨日以上の訓練をしたんだぞ。つまり、治癒魔法で疲労も治せない状態で気絶を繰り返しながら、延々と足を動かし続けたということだ。

　立っている僕の隣で座り込んでいるアマコは、なぜかかわいそうな人を見る目で僕を見る。

「ナックとウサトを一緒にしちゃ駄目」

「おい、まるで僕が魔法を覚える前からおかしかったみたいな言い方はやめてくれ」

「そんな無茶な訓練を最終的に乗り越えた時点で、元からおかしかったとしか思えない」

「……」

　え、あれ、僕っておかしくないよね？

　当時は死に物狂いで訓練していて記憶がおぼろげだし、それに結構、心が荒すさんでいた気がする。

　ま、まあそれは置いといてナックの方に頭を切り替えよう。

　かわいそうな人を見るようなアマコの視線から逃れるように、走っている彼の方に視線を戻す。

　視線の先には、荒い息を吐きながらブルリンに追いかけられているナックの姿。

　ナックは徐々にペースが落ちているな。ブルリンは、ナックが目に見えてペースが落ちているのを見て、分からない程度に速度を落として楽をしようとしている。

　いけないな、これはいけない。

　訓練の敵は楽をすることだ。

　ナックはともかく、正式な団員といっても変わりないブルリンに怠慢は許されない。

「ナック、ペース落ちてるよー。ブルリン、テメェは楽してんじゃねぇよ!!　魔物ならそれらしいところ見せろ!!」

　ナックへの注意と共に、ブルリンへ怒声を飛ばす。

　すると、なぜか優しく注意した方のナックがその目に涙を浮かべ、荒い息のまま走る速度を一気に上げた。

　一方のブルリンは「はいはい分かりましたよー」とばかりに吞のん気きな鳴き声を上げてナックと同じように駆け出した。

　どちらも全力に近い速度で走ることになったのだけど、ブルリンはともかくナックはなぜ……？

　アマコが、全力で走るナックを見て呆ぼう然ぜんと呟く。

「正直引いた。すごい引いた。ウサトは優しくしているつもりなんだろうけど、ナックからしたらブルリンへのアレが、次は自分に向けられるかもって思うから必死になるのは当然。さすがはウサト。この旅で何度私を驚かせれば気が済むの」

　うんうんと頷かれてしまった。

「どんな納得のされ方!?」

　でも、結果的にナックにやる気を起こさせることができたから良しとしよう。

　どんなペースで走っても問題はない。フェルムと違ってナックは治癒魔法使いだから、気絶しようとも無意識に治癒魔法を発動させて治してしまう。

　彼を取り巻く環境を考えればそういう風に成長してしまったのは当然かもしれないが、オートで作用するだけじゃ駄目だ。あくまでこの五日間で求めている成果は、体力の強化と治癒魔法を同時に行使できるように慣れさせること。

「アマコ、君は走りながら予知をすることができるかな？」

「一応は。でも私の場合は集中力が重要になる魔法だから、できてもほんの少し先しか見えない」

「僕は走りながら魔法を行使できるように鍛えられたから、そこのところは分からない。だから教えてくれ。僕の訓練は間違っているか？」

「……」

　アマコは悩むように唸うなる。

「……分からない。私が言えることは……治癒魔法使いが、戦うはずのない魔法使いが、戦うための訓練をするなんて間違っているということだけ。でも、ウサトのやり方は厳しくて理不尽で頭がおかしいけど、求めている成果は理にかなっている。厳しくて理不尽で頭がおかしいけど」

「二度も言わなくていいわッ!!」

　前からだけど結構辛しん辣らつだよね、君。

　まあ、理にかなっていると言われただけで十分か。

　それならどんどんやっていこう。鍛錬は決して自分を裏切らない、それを一番理解できているのは、他でもないこの僕だ。

「さて、僕は僕で頑張らなくちゃな」

　訓練場という丁度いい場所にいるんだし、ナックの方に気を配りながら、昨日から考えていた治癒魔法の応用を試してみよう。

「何をするの？」

「治癒魔法を飛ばせるかどうか試してみようかなと思って」

　一昨日のカズキのように、縦横無尽に魔力弾を操って相手を攻撃するようなものではなく、ただ純粋に魔力弾を飛ばせるようにできるか。

　治癒魔法の光を飛ばせるようになってどうするんだと思われるかもしれないが、その問いに対する僕の答えは、僕なりの治癒魔法の使い方を模索してみたいという一言に尽きる。

「無系統の魔法で魔力の球を投げるものがあるけど、ウサトがやろうとしているのは似たようなことなの？」

「そんな感じかな。僕はいつも体を覆うような形で治癒魔法を展開しているからね。必然的に誰かを治すときには相手に近づかなくちゃならない。それなら、ある程度魔力を飛ばせる技を磨けば色々手札が充実すると思ってね」

　現状、僕が治癒魔法でしていることは、今走っているナックのように全身に治癒魔法を纏まとって体の疲労を随時回復させるというものだ。

　今からやろうとしている試みは、恐らくローズが教えようとは思ってはいなかった、またはまだ僕に教える必要がなかったものだろう。

　ここにローズがいれば的確なアドバイスが貰えるかもしれないけど、今は僕自身の力で模索していくしかない。

　瞳を閉じ、ゆっくりと掲げた右腕に治癒魔法の光を放出させる。魔力の扱い方は他の人よりは巧うまいと自負している。纏わせている魔力を掌てのひらに集め、そのまま球体状に形を作る。

　放出は治癒魔法を行使する時と同じだ。あとはそれをどれだけ自分のイメージする球体に近づけるか……。

「……」

　犬いぬ上かみ先輩は、掌から放電するように電撃を繰り出した。

　カズキは、周囲に光の魔力の球体を作り出した。

　僕がイメージするのは綺き麗れいな緑色の球体。系統強化のような魔力の継ぎ足しなんて必要ない、集めた魔力を徐々にただつなげていくだけ──。

　掌に確かな魔力の感触を感じる。

　そのまま瞳を開け、掌を見れば……。

「意外と簡単だな。何か拍子抜けだ……」

　イメージ通りの球体が僕の掌にふわふわと浮かんでいた。

　思ったより難しくなかった。

　もっと手こずると思ったのに……。疑問に思いながらアマコの方を向くと、彼女は呆あきれたようにため息を漏らした。

「当然でしょ……魔力の球体を手元に作るのは魔法使いとしての基本。人間だって私達獣人だってその基本は変わらないよ。逆に今までそれをやっていなかった方がおかしい」

「基本をすっ飛ばすのが救命団の訓練だから……」

　アマコから視線を移し、手元の球体を見る。フワフワと浮いているそれは、僕の手の動きについてくるように動く。

　……よし。

「っ!?」

「チッ」

　バレたか。

　試しにアマコに治癒魔法の球体を当ててみようと試みたが、球体が触れる直前に飛び退のかれてしまった。

　僕から距離を取って、驚きの表情を向けてくるアマコ。

「今、私にそれを押しつけようとした……？」

「なんのことやら。僕が君にそんなことをするとでも？　いや、ありえない」

「明らかに舌打ちしたし、突然私の体が緑色に発光させられる未来なんて、ウサトの治癒魔法以外に誰ができるの？」

　体が緑色に光る……？

　なるほど、これが当たったら込められた魔力の分だけ回復するのか、これは便利だ。

「あれれー、ごめん。いつの間にか手の中の魔法がアマコの方に飛んでいっちゃったみたいだ」

「むぅ……っ」

　アマコに一泡吹かせるという心に決めた仕返しも一応は成功したので、応用に移らせてもらおう。

　うむむっと唸りながら僕を睨むアマコの視線を笑いながら受け流して、十メートルほど離れた場所にある的を見据える。

「まあ、魔力を弾はじくように動かせば飛ばせるでしょ」

　そして掌を突き出し、生成した魔力の球を放つイメージで打ち出してみる。魔力の操作は、イメージと感覚と慣れだ。いつもと同じように操作すれば魔力を打ち出すくらいわけない。

　目もく論ろ見み通りにパァンッと特徴的な破裂音と共に放たれる魔力弾。

　掌からなかなかの勢いで放たれた魔力弾に、思わず感嘆の声を上げてしまう。

「おおっ……おう？」

　驚きの声を上げたのも束つかの間ま、勢いよく放たれた魔力弾はある程度離れるとそのまま減速し、的に届く頃にはかなり遅くなってしまった。

　何度か試してみても結果は同じで、発射と同時に減速してしまう。

「ウサトは魔力を放つのは得意じゃないみたいだね」

「得手不得手とかあるの、これ……」

　ここにきて致命的な欠陥が露呈してしまった。

　僕は魔力を飛ばすのはそこまで得意じゃないらしい。確かに最初の勢いだけはすごかったけど……というより最初の勢いは腕を突き出した勢いで速くなっただけではないか。

　何だそれ、ぬか喜びすぎる……。

「待てよ……」

　そもそも制止した状態から撃ち出す必要などないのだ。

　魔法を放つ才能がない時点で、まともな方法で成長できる道は閉ざされているに等しい。ならば、僕なりの方法で実践レベルにまで引き上げればいいじゃないか。

　僕なりのやり方。

　つまり力技だ。

「ウサト、これは素質の問題だから諦めた方がいいよ。もう十分に強いんだから」

「まだ手はあるぞ、アマコ……ッ！」

「え？」

　再度その手に魔力を集中させ、球体を作る。

　掌に浮かんだ球体を包むように握りしめ、上体を大きく反らし振りかぶる。

「才能の有無で諦めるほど、往生際がよくないんでねッ！」

　大きく振りかぶった腕をそのまま振り下ろし、魔力弾を的の方へ投げつける。

「そぉッ……ら!!」

「え!?」

　投げつけた治癒魔法の球体は減速せず凄すさまじい勢いで的に激突──せずにそのまま外れ、別の的に激突し緑色の光を散らした。

　狙いが定まらないな。ま、元の世界では球技はあまり嗜たしなんでいなかったし、命中率が低いのはしょうがない。これも鍛錬していくしかないな。

　フゥと息を吐き、魔力弾が当たった場所を見る。

　大体二十メートルほどか。もうちょっと遠くの的にも当たりそうだな。重さのない魔力弾を腕力に任せて投げているということもあって、あまり遠くには投げられないだろうけど。












「精進あるのみ、だな」

「いやいやいや、おかしい。重さのない魔力を投げるとか……」

「これが僕だけの技、治癒魔法弾だ」

　おかしいおかしいおかしい、とメトロノームのように体を揺らし呆然と呟いているアマコをスルーしつつ、ナックの方へ意識を向ける。

　先ほどと変わらずブルリンと一緒に走っているが、ぐらりと足をつんのめらせバランスを崩した。

「お……」

　あのペースで走っていたらそうなるか。転びそうになっている彼を見据えたまま前に跳び出し、幾分か離れていた距離を一気に詰めた僕は、前のめりに倒れたナックを支える。

「大丈夫か、ナック」

「ハァ……ハァ……すい、ません……」

　魔力は切れていない、ということは疲労で治癒魔法を行使する集中力がなくなってしまったか。

　彼の背中に手を当て治癒魔法を掛ける。

　息は荒いままだが、徐々に彼の顔色が良くなる。

「やっぱり治癒魔法と走ることを同時にするのは難しい？」

「はい。できなくはないんです。でも気を抜くとすぐに解けちゃって……」

「そこは慣れだからしょうがない。僕だって一朝一夕で習得したものじゃないから、焦らずじっくりやっていこう。まだ三日もある」

　だが、三日しかないとも言える。最悪、彼が治癒魔法を行使するのは怪我をした場合のみで、それ以外は体力に任せて回避に専念させるという戦術もあるが、それではあまりにも治癒魔法を行使している状態の隙が大きすぎる。

　ナックはよく頑張っている。大事な学業を休んでまで訓練に勤いそしんでいるのだ。訓練に臨む気持ちも本物だろう。

　しかし、いくら本気で頑張っても最悪の可能性というものは付き纏う。

　彼にどんな言葉を掛ければいいか言い淀よどんでいると、ナックが「あっ」と声を出し訓練場の入り口あたりを見る。

　つられて向いた先には、特徴的なツインテールの少女が、僕に支えられているナックを見て薄ら笑いを浮かべていた。

「ミーナ、か」

　彼女もこの訓練場で魔法の練習でもするのだろうかと思いきや、ナックの姿を一目見ると踵きびすを返して校舎の中へと歩いていってしまった。

「冷やかしに来たのか？」

　自分は、特別何もしなくても勝てるという自信の表れだろうか。

　どちらにしろ気に入らないな。憤る気持ちを鎮めながら、治癒し終わったナックの体を起こす。

　起き上がったナックは、片手で顔を押さえて僕に背を向けた。

「あいつは、俺のことを嘲あざけって、罵ののしって……。でも俺よりも……魔法も何もかもがすごいから何も言い返せない……」

「ナック、気にすることはない」

「気にしますよ。だって……前は、ここに来る前はこんなんじゃなかったんですから……あいつだって、あそこまで酷いことをする奴じゃなかった」

　ナックは、苛いじめられる前からミーナと知り合いだったのか。

　もしそうなら、どうして彼を苛めていたのか。

「俺の適性が治癒魔法ってだけで、皆変わった、違ってしまった。こんな場所にいたくないのに、ここにしか帰る場所がない……」

　帰る場所がない？

　彼の言葉に首を傾げるが、それに構わずナックは言葉を紡ぐ。まるで吐き出すように言葉を連ねる彼の表情から、どこか悲痛な色が見て取れた。

「ウサトさん、この訓練で強くなれるんですか？　俺はミーナに勝てるんでしょうか？　本当に……こんな俺が──」

　そこで自分が口にしている言葉に気付いたナックは、不意に黙り込んだ。

　一瞬の静寂の後に、取り繕うかのようにナックが口を開く。

「すいません。意味の分からないことを言ってしまって。さっきの言葉は気にしないでください」

　いや、気になるわ。

　なに、そのミーナとの戦いよりも、もっと深刻な問題抱えています的な発言。

「ウサトさんには感謝しています。でも、この二日間でやっているのはただ走るだけ……疑うのは失礼なことだと分かっているんですが、この訓練に、俺は意味を見み出いだせない」

「いや──」

　思いつめた彼の背中に、僕は思わず口を押さえた。

　そんなことでウジウジ悩んでいる暇があったら訓練しろよ、という台詞がナチュラルに飛び出してしまいそうになった自分にびっくりしたからだ。

　駄目だ、ローズに毒されているぞぉ僕。

　さすがに、色々抱え込んでいる彼に無慈悲な言葉は酷すぎる。

　深呼吸しつつ先ほど脳内に浮かんだ鬼畜台詞を消去し、彼を叱しっ咤たする優しい言葉に変換する。

「勝てるかどうかじゃない、勝つんだ。それにミーナは君を侮っている。これは君にとって悪いことじゃない。油断するほど、隙が出やすい。その隙を突くための攻撃力を得るためには、君の体を鍛える他に手段はない。だから……頑張ろう」

「頑張る、ですか……」

　そう声を投げかけると彼はこちらに背を向けけたまま頷き、そのまま走り出した。そんな彼を複雑な思いで見送った僕は、先ほどの彼の言葉に引っかかるものを感じながらも、さりげなく傍らでサボろうとするブルリンを起こす。

「サボるなサボるな」

「グゥ……」

「ほら、ナックに追いつけなくなるぞ」

　無理やり立ち上がらせたブルリンを押し出し、再度走らせる。走り出したブルリンと、その前を走るナックの姿を見てふと思う。

　ローズが見ていた光景って、こんな感じだったのかな、と。

　あの強こわ面もて共の訓練風景を見ても、化け物が隊列組んで走っているようにしか見えないけど、僕よりも幼い彼とブルリンが走っている光景を見ると、なんだか不思議な気持ちになる。

「師匠と弟子、か……」

　ぼそりと何気なく呟いた僕は、走る彼の邪魔にならない場所に移動するのだった。
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　ナック・アーガレス。

　私が苛いらついて仕方がない、あいつの名前。

　彼を訓練場で見かけた私は、次の授業に向かうべく歩いていた。

「ミーナさん。なんでナックにばかり関わっているんですか？」

「はぁ？」

　いつも私の後ろをついてくる貴族達の一人である女の子が、そんなことを聞いてきた。

　この子の名前、何だっけ？と思いつつも、その質問をした理由を訊きく。

「なんでそんなことを知りたいのよ？」

「え、いや、あの……鬱うっ憤ぷんを晴らすなら別にナックじゃなくてもいいんじゃないかって……わざわざあの化け物みたいな治癒魔法使いと一緒にいるナックを狙わなくても……ひっ!?」

　へらへらしながらそう言い放った女の子を睨みつける。

「あのね、私は鬱憤を晴らすためにやっているわけじゃないの。そういうことをして笑いたいなら、勝手にやればいいわ。貴女あなた一人でね」

「ご、ごめんなさい……」

　他の奴らも私の言葉に顔を青くしている。

　所しょ詮せんは、強者に寄生しなくちゃ自分を強く見せられない腰抜けども。

　お父様から「学園でも貴族との繫つながりを多く持て」と言われていなかったら、こんな奴ら追い払っているところだ。

「ナックとは昔、一緒に遊んでいた仲よ。親同士が仲が良くてね、よく彼の家のお茶会にお呼ばれしていたの」

　お茶会というものは退屈なものだ。

　世間話をしながら菓子をつまむだけ。しかも、子供の私にとって恐ろしくつまらない話ばかりをしていた。

「え……、ということはナックって貴族だったんですか!?」

「……ええ、少なくとも貴方達よりは身分が高いわね」

　そう言うと、奴らはさらに顔を青くさせる。

「あいつは、昔からはっきりしなくて暗くて、私が外へ連れ出してあげないとずっと家に引きこもっているような鈍くさい奴だったわ」

　幼い時の私の暇潰つぶしの相手がナックだった。

　正直、暇潰し自体はあんまり楽しくなかったけど、幼い私はなぜか笑っていた。

「……ッ」

　昔のことを思い出すと、どうにもならない感情が胸の奥から込み上げてくる。

　今の私とナックを取り巻く状況は違っている。

　もう、あの頃へ戻ることはない。

「……どうせ無理に決まっているわ。私に立ち向かう意思を見せても、そんなの見せかけにすぎない」

　後ろの奴らにではなく、自分に言い聞かせるようにそう呟く。

　人はそう簡単に変われない。

　確かに、あの治癒魔法使いはナックを強くすることができるだろう。

　正直な話、ハルファ先輩を倒したあの治癒魔法使いはこの学園にいる誰よりも強い。

　そんな彼の訓練を受けて強くなれないはずがない。

　だけど、肝心のナックがその訓練をやり遂げられないと意味がない。

「辛くなったら決まって逃げるのよ、あいつは」

　あいつは自分の意思で私に立ち向かおうとしているわけじゃない。

　ただ、自分の理不尽な状況を抜け出せる切っ掛けに縋すがっているだけだ。

　だから逃げる。

　目の前の辛い現実から。
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　昨日の時点で気付くべきだった。

　ミーナに嘲あざ笑わらわれた時にナックが見せた弱さと苦悩、それを解決するにはミーナを倒せるだけの実力を備えさせれば大丈夫だと考えていた。

　でも違っていた。

　彼の抱える闇は、僕や犬上先輩が思っていた以上に深く、残酷なものだということを。

　そのことを理解したのは、訓練三日目を迎えた早朝。

　最初は自主練習をしているのかと思っていた。

　キリハ達に貸してもらっている寝室にいなかったからだ。

　でも訓練場にもいなかった。おやおや、自主訓練に身が入りすぎて遅れちゃったのかな、と笑いながら腕を組みブルリンと共に待つこと約一時間。

　遅れてきたアマコに指摘され、ようやく気付く。

　ナックが訓練から逃げたという事実を──。





　　　　　　　　　　＊＊＊






　逃げ出してしまった。

　訓練が辛かった。

　ミーナと戦いたくなかった。

　これ以上無駄な努力はしたくなかった。

　バカにされたくなかった。

　色々な理由……いや、言い訳がある。

　そのどれもが情けなくて、自分がひどく弱い存在だということを再認識してしまう。

　治癒魔法という系統に目覚めてしまった時からそうなってしまったのかもしれないし、そもそも生まれた時から虐げられる運命だったのかもしれない。

「う……」

　人ひと気けのない暗く狭い路地裏に座り込み、ただ自分の無力感に苛さいなまれながら地面を見つめる。

　ミーナ達に苛められそうになった時はいつもここに逃げる。

　俺の、俺だけの秘密の場所。

　誰もこんな道があったことなんて知らないだろうし、覚えていてもすぐに忘れてしまうほどの場所。人が寄り付こうともしないこの路地裏が、俺にとって、どこよりも落ち着く場所だった。

「うっ……うぅ」

　そんな場所でいつものように泣く。

　誰も来ないこの場所で、ひたすらに涙を流す。

　いつもは苛められて泣いているけど、今日は泣く理由が違っていた。

「ごめん、なさい……ごめ……なさい」

　逃げてしまった。

　ウサトさんではなく、ミーナから。

　昨日のあの顔。

　自分を見下し、嘲笑い、一切の情けを知らない無邪気さを感じさせるその笑顔に、ひたすらに恐怖した。身体が震えた。微かすかに見えた勝利という希望が潰ついえてしまった。

　成長できると思っていた。治癒魔法なんていう厄介な魔法に目覚めて、人生がおかしくなってしまった俺が、成長して、皆に認められて、そしてウサトさんのように強くなれると思って……。

　そう思うと苦しい訓練もなんとか耐え抜くことができた。

　気絶しそうになったって歯を食いしばって耐えた。

　ブルーグリズリーに追われても恐怖を押し殺して必死に走った。

　ウサトさんの罵声が自分に向けられないように必死に頑張った。

　でも、ミーナという無邪気な悪意に晒され、一気に冷めてしまった。

　ただ走るだけの訓練が何だ。

　足を鍛えてどうする。

　なんで走りながら治癒魔法を使わなくちゃならないんだ。

　どうしてこんな苦しい思いをして、勝てない勝負に挑まなくちゃならないんだ。




　違う、違う違う違う!!




　これは全部、都合のいい言い訳だ。

　ウサトさんの訓練にはちゃんと意味があった。

　その証拠に、数日前の自分とは明らかに違うことを自覚できるくらい、足が、そして身体が軽い。体力だって驚くほどついた。

　たった二日の訓練でこの成果。

　ウサトさんの訓練は間違ってなんかいない。間違っているのは俺だ。

　もう訓練が始まっている時間なのに、俺はこんな場所で情けなく泣いて、勝手に絶望して座り込んでいる。

「俺は、馬鹿だ……卑ひ怯きょう者だ」

　ミーナと戦うのが怖い。

　負けたら、もっと酷い目に遭わされるようになるだろう。これ以上酷くなるのは想像できないけど、その遥はるか上をいくくらいの残虐性をミーナが見せてもおかしくない。

　それならそれでいい。

　不幸な目に遭うのが自分だけならそれでいい。でも、負けたらウサトさんも勇者の一人も、ミーナに償いをさせられる。

「期待なんてしてほしくなかった……っ」

　こうなるなら、希望になんて縋らないでいた方がよかった。

　自分だけ傷ついていればよかった。

　勝手に怪我が治る俺だけが傷ついていればよかった。

　そうすれば誰にも期待されずに済んだ。

　ウサトさんとも、勇者とも……寝床を貸してくれた獣人のキリハさん達とも関わらなくても済んだんだ。

「……ぅ……ぅぁ」

　そう考えると涙が止まらなくなった。

　この二日間の記憶が思い起こされたから。

　辛い訓練ばっかりしていた。

　でも、久しぶりに触れた人の優しさだった。

　ウサトさんは、駄目な俺を鍛えようとしてくれた。

　でき損ないの治癒魔法を使う俺を見放さなかった。

　何度も何度も意識を落とす俺を励ましてくれた。

　疲れて自分では帰れない俺をキリハさん達の家に運んでくれた。

　獣人と人間の垣根を越え楽しく談笑しているウサトさんを見て、俺は呆然とした。

　キリハさんやキョウさんも、特に嫌な顔もしなかった。

「ぅ……ぁ……ぁぁぁ……ッ」

　そんな思い出も、これからあっただろう未来も、自分で壊した。

　忌まわしい家族との思い出も忘れてしまうくらいの幸せなひと時を、手放してしまった。

　今度こそ何も残らない。

　このままミーナからの制裁を待つだけ。

　でも、これは諦めてしまった俺のせいだ。

　せめて、ウサトさん達には迷惑を掛けないようにしよう。

　どんな代償を払ってでも、ミーナがウサトさん達に関わらないようにさせれば、それで済む。

「……っ」

　嗚咽おえつを飲み込み、がむしゃらに目元を拭う。

　行こう。

　折れてしまった心のままミーナに挑んで、負けて惨めな思いをするよりも、俺以外が傷つかない最善の未来を選ぶ方がいい。

「行かなきゃ……」

「よーし、見つけた」

「え……」

　立ち上がろうと膝に力を込めたその瞬間、明るい声が暗い路地裏に響く。

　その声に足の力が抜け、再び地面に座り込む。

　呆然と、声のする方向に顔を向けると──暗い空間に場違いなほどに目立つ白色のコートを着た人が佇たたずんでいた。

　顔は暗くて見えないが、その声、その立ち姿に自然と唇が動く。

「ウサト、さん……」

　今、一番会わせる顔がない人がその場に現れた。
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　ナックを見つけるのはとても簡単だった。

　といっても、ブルリンとアマコがいればの話だ。

　まずブルリンの鼻でナックの匂いを追う。その最中にアマコの予知魔法を発動させる。

　ブルリンの鼻でおおよその範囲を絞り、アマコの予知でその範囲内にいるであろうナックをしらみ潰しに捜していく。まさに完璧な連携……僕は全く役に立っていないけどね。

　その結果、短時間でナックを見つけることができたが、彼は嗚咽を漏らして泣いていたので、かなり慌てた。

　そんなに訓練が辛かったのか……。

　ちょくちょく間に休憩を挟む分、ローズよりも良心的なのに……。

　いや待て、そもそも休憩を入れるのが当たり前じゃないのか……？

　と、とりあえずは、後ろで僕を責めるように見ている子狐こぎつねと小熊を路地の外に追いやり、彼と一対一で話し合いを試みる。

　できるだけ軽く声を掛けて、彼の反応を見てから話しやすいように隣に座る。

　路地裏の地面はひんやりして冷たいな、なんて思いつつナックの方を見ると、彼は僕と顔を合わせるのが気まずいのか俯うつむいたままだ。

「あ、え……なん、で」

「こんな狭い都市だ。僕達にかかれば君を見つけることなんて造作もない」

　僕自身は何もしていないけどねっ。

　信じられないとばかりの目で顔を上げるナックに、自嘲気味に笑う。

「ごめん。少し厳しくしすぎちゃったみたいだ。やっぱり、人に何かを教えるのに慣れていない僕じゃ無理があったようだ……」

「ち、違っ、違うんですっ!!　逃げたのは、ウサトさんのせいじゃなくて、俺に……ミーナと戦う覚悟がなくて怖おじ気けづいてしまったから……」

「怖気づいた……？」

　訓練に嫌気が差したわけじゃないのか。

　なら、何がどうしてこんな所で泣いていたんだ？　不思議に思っていると、彼はポツリポツリとここで泣いていた理由を話し始めた。

　話を聞いていくうちに、彼のミーナに抱いている恐怖は想像以上に根が深いものだということが分かった。

　たった一度顔を合わせただけで、彼の決心をへし折るほどのものだ。生半可なものじゃない。

「君とミーナは一体どんな関係なんだ？　君が治癒魔法使いってだけで苛められていたわけじゃないのか？」

　昨日はあえて聞かなかったけど、ここまでの事態になるなら知っておいた方がいい。

　ナックは、逡しゅん巡じゅんするように地面を見つめ、弱々しい声でゆっくりと口を開いた。

「……故郷ではよく遊ぶ仲だったんです。親同士が仲が良くて、あいつの親がうちへ来る度に、俺はあいつに連れ回されていました」

　なんだ？　じゃあ、ナックとミーナは俗に言う幼おさな馴な染じみってやつなのか？

　てか、ミーナは貴族の娘だって聞いたのだけど、もしかしてナックもそうなのか？

　いや、だとしたらナックも、ミーナと同様の扱いを学生達から受けるはずだ。

　でも現実は全く違うじゃないか。

「俺は元々貴族の出身です。ここに来る前はそれなりに良い生活をしていた自覚もあります」

「それが、なんで？」

「俺の家系のほとんどの者は水を司つかさどる系統魔法に目覚めます。父の結婚相手も、わざわざ水系統を持つ魔法使いが選ばれました。当然、俺も水系統の魔法を父が雇った魔法使いの講師の元で学ぶ、はずだったんです」

「……治癒魔法か」

「ええ、九歳の誕生日に、俺と妹がどんな適性か調べることになりました。当然、両親は俺と妹のどちらもが水系統の適性を持っていると思っていました。でも……、結果は妹だけが水系統の適性を示しました」

　ナックの今の状況を見れば、恐らく彼の両親は……。

「それから俺の日常は様変わりしたんです。あれだけ優しかった父と母は人が変わったように冷たくなって、仲の良かった妹と会うこともできなくなって、外にすら自由に出してもらえなくなったんです」

「酷いな……」

　治癒魔法の適性を示したってだけで親の愛情を受けられなくなった。

　当時のナックの気持ちを考えたら、とても耐えられるようなものじゃなかっただろう。

「ははは、馬鹿みたいですよね。それでついには屋敷から追い出すようにルクヴィスへ入れさせられたんです。その時点で俺の帰る場所はなくなって……でも屋敷にいた時よりは心が軽かった。ようやく解放された、そう思っていたけど──」

　そう言って、自嘲するように笑ったナックの姿は、とても痛々しく見えた。

　思えば初めて会った時にナックが慌てていたのは、自分の居場所である学園から追い出されないために必死に授業を受けようとしていたからだったのか。

　でも、彼にとっては学園でさえも安息の地には成り得なかった。

「そこで、ミーナが君を、ね」

「あいつは、昔から勝手な奴なんです」

　でも彼女は、どうして昔からの知り合いだったナックを苛めているんだ？

「ミーナはいつも俺の手を引っ張って外へ連れ出していました。強引な奴だったけど、あの頃の俺は不思議とあいつが嫌いじゃなかった」

「仲良しだったの？」

「それは、分からないです。あいつ、本当に勝手ですから、いつもそれに振り回されて……ははは、よく考えたら、ここに来る前もあいつに付き纏われてたなぁ」

　沈んだ声で笑ったナック。

　しかし、その笑みもすぐに悲痛なものに変わる。

「ミーナが俺を苛める理由は分かりません。両親のせいだとか、治癒魔法のせいだとか思い当たる節はたくさんあるけど……もう、放っておいてほしいんです……」

「……」

　重ぉ……。

　なんで僕の知り合いは、こんなに重い悩みを抱えている人ばかりなのだろうか。

　先輩然しかり、アマコ然り、僕はそういう人を引き寄せやすい体質なのだろうか。

　嫌だなぁ、そんな体質。僕が背負うには重すぎるよ。

　だけど──、

「放っておけないよな」

　彼の悩みを聞いたその時点で、見捨てるなんて選択肢はなかった。

　やると決めたら、とことんやってやる。

「要するに、ミーナは、君に付き纏っている面倒くさい幼馴染ってことでいいかな？」

「いや、そんな可愛いものじゃ……」

「君の両親が相当愉快な頭をしているのも分かった。君がここ以外に帰る場所がないことも分かった。なら、この先……ここを卒業して、旅立たなくちゃいけなくなった時、君はどうする？」

「そ、それは……」

　この世界は、ナックが思っているよりも厳しい世界だ。

　リングル王国という、優しい王様が統治している平和な国を見ていると忘れそうになるけど、他の国では奴隷の売買が行われているし、国と国を移動するには盗賊や魔物にも細心の注意を払わなくてはいけない。

　そんな中、彼が治癒魔法だけで独り立ちするのは難しいと思う。

「……なにも、考えていませんでした」

　彼もそれが分かっていたのか、表情を歪ゆがませ俯く。

　僕は、そんな彼を見てゆっくりと立ち上がり、言い放つ。

「リングル王国の救命団に来ればいい」

「……え？」

「救命団については話したよね？　君のような治癒魔法使いが僕も含め四人いる。居心地は……団長の理不尽さと同僚の魔族の小言と化け物共の騒がしさに目を瞑つぶればまあまあ良いところだね」

　この二日間の彼を見た限り、ある程度慣らせばフェルムくらいの訓練はこなせるだろう。

　ナックの治癒魔法が他人を治せなくても、体を鍛えればあの強面共と同じ黒服の救命団員になるという道がある。その際、ナックが強面共に毒されるリスクがあるけどね。

　ま、どちらにせよ、ローズなら拒むことはないだろう。

「リングル王国に来てみるのも手だ。僕の友達の治癒魔法使いが、ちょうど診療所のお手伝いを欲しがっていたんだ。救命団で今以上の訓練を受けたくない場合は、そこで一から始めてみるのもありだね」

　オルガさんとウルルさんの元なら、彼もうまくやっていけるだろう。

　ナックの治癒魔法だって、もしかしたら元に戻るかもしれない。

「ちょ、ちょっと待ってください!!　お、俺とミーナの戦いはどうするんですか!?　このまま俺が戦わなかったらウサトさんが……」

「わざわざ報いとか受ける必要ないし、ある程度脅して口封じすれば大丈夫でしょ」

「ええええええ!?」

　もしもの時は、約束を踏み倒すことも考えていたのだ。まあ、あくまでそれは最終手段なのだけど。ぶっちゃけ、貴族といっても家の権力がなければただの少女だ。非常に、非ッ常に心苦しいけど心を鬼にするのも厭いとわない。

　てか、ノリノリでやるぞ僕は。

　ついでに犬上先輩も誘おう。

「君の帰る場所は僕が用意してやる。だから、気にするな。魔法をファッションか何かと勘違いしている奴らに潰されるのなんて馬鹿らしいだろ？　君は、君の持ち味を生かせる場所で幸せになるべきだ」

「……っ！」

「僕は今、大事な旅を任されているから、君を直接リングル王国に連れていくことはできない。だから代わりに手紙を書くよ。まだ文字を書くのに慣れていないから、ちょっとだけ時間が掛かるかもしれないけどね」

　そこで一息吸って、ナックを見る。

　さて、今さらながら勝手に事を進めてしまって大丈夫なのだろうか、と怖くなってきた。

　オルガさんとウルルさんは大丈夫だろう。

　でも、あのローズのことだ。

　「テメェはいつから勝手に団員増やせる身分になったんだぁ？」とか怒られてボコボコにされる可能性が高い。

　あれ、もしかして僕って無事に帰れても酷い目に遭わされるんじゃね？

　……そ、それは考えないようにしよう。

「ここまで言っておいてなんだけど、どうする？」

「……本当に、いいんですか？」

「いいも何も、選ぶのは君だよ。僕はあくまで道を示すだけだ」

　この世界に来た僕にローズがそうしてくれたように、今度は僕が道を示そう。

　こちらを見上げたナックに手を差し出す。その差し出された手を見て瞳を潤ませた彼は、袖で目元を拭ってから恐る恐る僕の手を取ろうとし、寸前で止めた。

「やっぱり俺、ミーナと戦います」

「無理することはないんだぞ？」

　僕の言葉にゆっくりと首を横に振った彼は、赤く腫れた目をこちらに向ける。

　その目はさっきまでのどんよりとした陰いん鬱うつなものから、微かな光を灯ともした頼もしいものへと変わっていた。

「今の俺じゃ、ウサトさんのいる場所に行く資格はないです。ミーナとの因縁を断ち切って、ちゃんと顔向けできるようになってからじゃないと俺が納得できません。だから、そのために……」

　そこで一いっ旦たん言葉を区切った彼は、差し出していた僕の手を摑つかみ立ち上がる。

「俺に、もう一度訓練をつけてください!!」

　ここで初めて、ナックと僕の意思が合致したような気がした。

　それは、気のせいかもしれない。

　でも、互いの意思ががっちりと嚙かみ合うこの感覚は嫌いじゃない。

　だから僕も、自分を彼に重ねて甘くするのをやめよう。この甘さはナックのためにならないし、むしろ手加減することは失礼だ。

「いいだろう。だけど、今度の僕は優しくしない。やめたいと言ってもやめさせない。気絶したら叩き起こすし、足が動かなくなっても治す。魔力が尽きない限り君を動かし続ける」

「え……。や、やってやりますっ！　もう弱音も愚痴も吐きません!!」

　今の間まは何だ。

　合致しかけた意思が一瞬、離れかかった気がしたのだけど。

　……まあ、それは気にしないでおこう。

「じゃ、こんな暗い場所から早く出よう。学園に戻ったら訓練を始めるぞ」

「はいっ！」

　暗い路地から、ブルリンとアマコのいる通りの方へ向かう。

　ナックを鍛えられる残り日数は今日を含めて三日。

　時間を少しロスしてしまったが、それはさして問題ではない。ナックがやる気に満ち溢あふれているし、何より僕も彼に気を使わずに訓練を施すことができる。

　本当はローズのような手段を使うのは気が引けていたが、彼の意思を聞いて、その考えはすっぱりと消えた。

　しかし、僕にローズのような訓練ができるのだろうか。

　いや、するんだ。

　ナックは僕を信頼してくれている。その信頼に応えるのは僕の使命みたいなものだ。

　余計な善意も、情けも、同情も捨てよう。

　彼のために心を鬼にしよう。

　外道と罵られても構わない。

　僕の持つ技術を、全て頭ではなく体に叩き込む。

　残り三日、僕は───鬼畜ドＳになる。

「うっ、さ、寒気が……」

「？」

　隣を歩くナックが突然顔色を青くさせているが、どうしたのだろうか。
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「姉ちゃん、ウサトがまた何かやらかしているらしいぜ？」

　今日の授業の終わりに、キョウがそんなことを言ってきた。

　一体、今度は何をやらかしたんだ？　あのトンデモ治癒魔法使いは……。

「確か朝もナックがいないとか言って騒いでいたけど……それと関係あるの？」

「分からん。でも小耳に挟んだ話じゃあ、かなりキレてるってよ」

「キレてる……？　ウサトが？」

　怖い顔はするけど、怒っているという顔はなぜか想像できない。

　ま、訓練場を借りて訓練しているはずだから、様子見も兼ねて行ってみるか。ブルーグリズリーを背負って走るウサトを一度見たので、もう驚きはしないだろうし。

　荷物を纏まとめ、ウサト達がいるであろう訓練場の方へキョウと一緒に移動する。

　それほど遠くもないので、これといった会話もなく進んでいくと、道行く学生達が皆一様に表情を複雑なものにしていることに気付く。

「……？」

　ほどなくして訓練場の入り口に到着する。入り口付近には結構な数の学生達がおり、皆が訓練場の中央を見ている。

　とりあえずウサト達を探そうかな、とキョロキョロと周りを見渡すと、入り口近くの木陰に座り込む見覚えのある外がい套とうのフードを被かぶったアマコを見つける。

　声を掛けようとするも、彼女の顔を見て絶句する。

　どこか悟りきった、遠くを見るような瞳。

　いつもと違う様子に思わず首を傾かしげていると、キョウがトントンと肩を叩たたく。

「ね、姉ちゃん……」

「ん、どうしたの」

「あれ……？」

　なぜか顔面蒼そう白はくになったキョウが、指を震わせて訓練場の方を差している。

「……え？」

　一昨日と同じ反応。

　しかし、今度はその威力が違った。

　なにせ──ウサトが、あのウサトが、倒れ伏すナックの背を踏みつけながら凄せい惨さんな笑みを浮かべていたのだから。

「……で、それで真面目に走っているつもりなの？　君はそれで一人前の治癒魔法使いになれると思っているのかな？　まだ走れるよね？　早く起きろよノロマ。君が倒れている間にどれだけの時間が無駄になっているか分かっているのか？」

「は、はひっ……、はいぃ！」

　治癒魔法の光を薄く纏った足をナックの背からどけたウサトは、つま先でナックを小突く。

　その悦に入るような笑みで罵倒するウサトは、昨日までの彼とは別人に思えるほどだった。

　呻うめき声と共に起き上がったナックは、涙ながらにウサトに促された通り走り出す。

　そんな彼を、ウサトは背後から突き刺さんばかりに睨にらみつけている。

　その様相は筆舌に尽くしがたいものがあり、ギリギリと歯は軋ぎしりしながら苛いら立だたしげにつま先で地面を叩き、唇の隙間から獣のように歯を覗のぞかせ、目を鷹たかのようにギラギラとぎょろつかせている。

「え、えええ？　ちょ、ちょっと、あれ誰!?」

「姉ちゃん、信じられねぇけど……あれ、ウサトだ」

　あれが？　オーガが学園に潜り込んだんじゃないの？

　だって、面影ほとんどないじゃん！　いや、姿は同じだけど中身が入れ替わってんじゃん!!　二日前より驚いたわ！　朝から今までに一体何があったの!?　朝見た時は普通だったよね!?

　目の前の人物が本当にウサトと信じられないまま混乱していると、表情をさらに恐ろしくしたウサトが直立した状態のまま、目にも止まらぬ速さでその場から跳躍する。

　咄とっ嗟さに目で追うと、彼は走るナックの背後に移動し背中を足の裏で押すように軽く蹴けり飛ばし……って、えぇ!?　蹴り飛ばしたぁ!?

「うぐぁ!?」

「ハハハ、駄目じゃないかナック。ちゃんと魔力を練らないと」

　倒れたナックを見下ろしたウサトは、ガシリとナックの頭を鷲わし摑づかみにして無理やり自分に振り向かせた。

「言ったよね？　魔力を意識しろって？　それがなんだ、ちょっと小突かれた程度で解ける程度の集中力で……真面目にやっているんだよね？　真面目にやってんなら少しくらい君の本気を見せてほしいもんだねぇ、ナック」

「で、でも、な、慣れてないから……」

「んー？　もう二日経っているんだよ？　そんなことが理由になると思っているの？　君は僕と違って魔法を覚えている状態からスタートしているんだから、もっと早くできるはずだよね。昨日の僕なら許していると思うけど、今日は違う。僕が求めているのは『できない』って言葉じゃないんだよ」

　口調はいつものように温厚なものだけど、その声色は身が震えるほどに冷たい。

　見ているこっちも背筋が凍ってきそうな、底冷えするような威圧感を放っている。

　ぶるぶると体を震わせ目を逸そらすナックに、張り付けたような笑みを浮かべたウサトは、頭を摑んで無理やり視線を合わせる。

「君は言ったよね。あのクソ生意気な小娘をぶっ飛ばして、今までの借り全部を返したいって」

「そ、そこまでは言って……」

「あ？」

「い、言いました!!　ミーナ超ぶっ飛ばしたいです！　ボコボコにしてやりたいでぇす!!」

　上擦った声でそう返すナック。

　会話の内容が物騒すぎて、矛先の有無にかかわらず戦せん慄りつする。

　もしミーナがこの光景を見ていたら、さすがに同情せざるを得ない。

　事実、ここに訓練目的で集まった学生達も皆一様に言葉を失い、ウサトとナックを見ている。

「そうかそうか、でもね。君は本当に真面目にやっているのかな？　僕から見ても君は頑張っているよ？　でもね、僕の訓練では頑張ることはあまり必要じゃないんだ」

　ウサトの言葉に、訳が分からないというような表情を浮かべるナック。

　あたし自身も、彼の言わんとしていることが理解できない。頑張ることは必要じゃないとはどういう意味なんだ？

「頑張るという言葉は僕も嫌いじゃないよ。けど、そういうのじゃないんだよなぁ。頑張るとかそういう気持ちでできるような訓練じゃ駄目なんだ。そういうのは僕の訓練では邪魔だ。ただ苦しくて辛つらいだけの訓練で何を頑張るんだ？　ただ嫌気が差すだけだろう？　自分を支えるためだけの抽象的な言葉に頼るほど無駄なことはない。だから、訓練を終えた達成感も、充実感も、労ねぎらいの言葉も、何もいらない。必要なのは、ただ訓練の恩恵によって得られる成果のみだ」

　早口でそう言いきったウサト。

　なるほど、つまり何も考えず、ただただ訓練に励む人形になれと言っているようなものか……。

　かなり……いや、すごく効率的で恐ろしい考え方だと素直に思う。

　けど、そんな訓練を続けていたらナックは確実に逃げ出してしまうだろう。少なくともあたしは逃げる。ここにいる学生全員もそう考えるに違いない。

「頑張るじゃないんだよ。そんな気持ちも抱けないほど出し切れよ。全力でやらないなんて舐なめてんのか？　やってることは簡単だろ？　集中力を切らさずに走るだけでいいんだよ。慣れも何もないだろ。それとも僕は右見ながら左見ろみたいな無茶でも言ってんのか？　慣れてないから無理とかつまらない言い訳を考えている暇があるなら走れよ」

「くっ、うぅ……」

「僕は君を強くする。その過程で君がどれだけ傷つこうと、できるだけ治していくつもりだ。でも、君がそういう中途半端な気持ちで挑むなら──僕は君に対して厳しくするのはやめよう。中途半端な君に力を貸している僕自身が馬鹿みたいだからね」

「違う……ッ、中途半端、なんかじゃ、ない!!」

「なら全力でできることをやれ、できなくてもやれ。君だけじゃ無理なら──僕が一緒になんとかしてやる」

　摑んだ頭を離し、中腰の状態からゆっくりと体を起こしナックを見下ろすウサトの表情は、こちらからは見えないけど、彼を見上げるナックの表情を見るに相当な形相をしているに違いない。

「さあ、立て。ここで立たないと、君は本当の意味ででき損ないになるぞ」

　ナック、多分あんたは折れてもいいと思う。

　ウサトの示した方法は、いわば自分を省みない危険極まりない訓練だ。

　治癒魔法のおかげで体が大丈夫でも、精神が耐えられるはずがない。

　むしろ、それを乗り越えているであろうウサトがおかしいんだ。

　しかし、ナックは目に滲にじんだ涙を乱暴に拭う。

「やって、やります。やればいいんでしょう……ッ！」

　ナックは歯をきつく食いしばると、よろけそうになりながらも走り出した。

　危なげに走ってはいるものの、微弱ではあるがゆらゆらとした緑色のオーラが体に纏われている。

　昨日とは明らかに訓練に臨む姿勢が違う……。

「くっ……くぅぅぅぅわああああああ!!」

　必死。

　これほど、今の彼を表す最適な言葉はないだろう。

「フッ、それでいい。その調子だ……」

　そんな彼の背中を睨みつけていたウサトは、ほっと息を吐くといつもの優しげな顔に戻り、安心したような笑みを浮かべた。

　感動的な場面に思えるが、見ているあたし達からすれば訳の分からないまま状況が解決したようなものだ。

「ウサト君も本気だね。まるでローズさんのようだ……」

「でも、どんなに性格が変わったように見えても、ウサトはウサトですよ」

　衝撃から抜け切れず呆ぼう然ぜんとしていると、近くで会話している男女に気付く。

「あんた達は……」

「んー？　やあ、キリハ。君達もウサト君を見に来たのかな？」

　ウサトと一緒にルクヴィスへやってきた、二人の勇者──スズネとカズキ。

　一昨日うちにやってきたスズネは気軽にこちらに挨拶してくる。

　獣人に苦手意識がないのはいいけど、逆に興味を持たれすぎるのはなんだかちょっと怖いなぁ。

「えーと。ウサトの、と、友達のリュウセン・カズキだ。先輩から君達の話は聞いているよ」

　なぜか照れながら自己紹介をしてきたカズキに疑問を抱きつつ、こちらも自己紹介をする。

　この男もウサトやスズネと同じように、獣人に対しての悪感情を微み塵じんも感じさせない。

　リングル王国の人間は変人揃ぞろいなのか、とちょっと失礼なことを思う。

「ウサトの様子を見に来たのか？」

「そうだね。なんだかウサト君がすごいことになっていると小耳に挟んだから、気になって来てみたんだ」

　確かに、すごいことにはなっているな。

　落ちこぼれのナックを鍛える、リングル王国の治癒魔法使い。それだけでも話題性があるのに、今のウサトがあんなことをしていれば、あっとういう間に知れ渡るはずだ。

「ウサトは、リングル王国ではいつもあんな風なのか？」

「いいや、今の彼は私も初めて見るよ。カズキ君もそうだろう？」

「ええ」

　二人も、あんなウサトを見るのは初めてなのか。

　でも、なんであまり驚いてないのだろうか。

　少し気になったあたしは、何気なくその理由を訊いてみることにした。

「驚かない理由……。うーん、それがウサトだから、かな？」

　しかし、返ってきたのはよく分からない答えであった。

「……えーと、カズキ、それはどういう意味なんだ？」

「ウサトはさ、助けると決めたら絶対にそうするんだ。たとえどんなに苦しい状況でも、自分にできる限りのことを尽くす。それがウサトが所属している救命団の意義であって、彼が師匠であるローズさんから教えてもらったものなんだと思う」

　まるで自分のことのように誇らしげに語ったカズキは、今度は自分の両手を見る。

「俺も先輩もウサトに命を救われた。魔王軍との戦いで重傷を負って、本当の本当に死にそうになったその時に、ウサトが駆けつけてきてくれた。そのおかげで、俺達はここにいる」

「カズキ君の言う通り、私はウサト君に助けられた。いいや、助けられてばっかりだったよ。初めての実践訓練ではポカをやらかしちゃうし、そのせいで彼にも迷惑を掛けてしまったりして、今思えば結構面倒くさい相談とかしちゃったし……。あれ、私、ウサト君に嫌われてないよね？　すごく不安になってきたのだけど……」

　ズゥーン、と肩を落として落ち込むスズネ。

「ははは、ウサトは気にしていないから大丈夫ですよ」

　そんな彼女に苦笑しつつ慰めの言葉を掛けたカズキは、前を通ったナックに視線を移す。

「ナックはウサトに助けを求めた。なら、ウサトが本気にならないわけがない。本気だからこそ、厳しくもするし、叫んだりもする。じゃなかったら、一日中彼の訓練に付き合うはずがないからな」

「本気、か」

　彼の話を聞くと、さっきまでのウサトとナックのやり取りが違うものに見えてきた。

　弱音は吐くが、決して折れないナック。

　情けを捨て、彼を成長させようと奮闘するウサト。

　なんとも分かりにくい話だれど、少し分かった気がする。

「ウサトは、本気なんだね。本気で、ナックを勝たせようとしている……」

　普通、治癒魔法使いを五日間でミーナに勝てるようにすると言っても、誰も信じない。大多数の人がミーナの勝ちを予想するだろう。

　それほどまでに勝敗が分かり切っている状況でなお、あの二人は勝利を信じて鍛え続けている。

「お前達は、ナックの訓練を手伝うのか？」

　後ろで黙っていたキョウが、ふとそんなことを訊きいた。

　彼の問いに、少し悩むような様子を見せたカズキとスズネ。

「うーむ、私達は役に立たないんじゃないかな？　恥ずかしい話、肉体面に関してはウサト君の方が圧倒的に強いし、何より、必要以上に詰め込むのはナック君にとってもいいことじゃない」

「でも、手伝ってあげたいですよね」

　悩ましげに、言葉を交わす二人。

　良い友人関係だなぁ、と思う。

　羨うらやましく思うと同時に、妬ねたましくなってくる。

　そんな卑しい気持ちを抱いてしまう自分を激しく嫌悪したあたしは、目の前の光景から目を背けるしかなかった。
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　結局ウサト達が帰ってきたのは、あたしが夕食を作り終えたすぐ後のことだった。

　ウサトに担がれて帰ってきたナックは、目が覚めるとすぐに、用意した夕食を口に運んだ。

「うぐ、うぉ……美う味まい……あぐ……俺、生きてるんだ……」

「ナ、ナック、何も泣きながら食べることないじゃないか……」

　涙と鼻水を流しながらスープをかき込んでいる彼を見て、喜んでいいのか注意すべきなのか複雑な思いにかられていると、彼の対面に座っているウサトが笑みを浮かべて言った。

「ははは、大おお袈げ裟さだなぁナック」

「いやいや、お前のせいだからな？　てかお前、訓練の時と全然性格違うじゃねぇか」

「あれは僕の師匠をイメージしてなりきっていたからね。わざとっぽかったでしょ？」

「絶対わざとじゃねぇだろ！　嬉き々きとしてやってただろお前！」

「し、失礼な！　僕をあんなサディストと一緒にしないでほしいな!!　アマコ、キョウに言ってやってくれ！　君は団長に会ったことあるでしょ!?」

「今日のウサトは嬉々としてやっているようにしか見えなかったよ」

「ハッハァ、ほら見ろ!!　アマコにだってそう見えていたんじゃねーか!!」

「く、まさかアマコが裏切るとは……」

　ギャーギャーワーワーと賑にぎやかな食卓。

　そんな騒音にも耳を貸さず一心不乱に料理を口に運んでいるナックに、気になったことを聞いてみる。

「ナックは大丈夫なの？」

「うぐぐ……大丈夫、とは？」

「あんなにしごかれたんだから、ウサトが怖くないのかなって」

　あそこまでの訓練を受けて、嫌気が差さないのだろうか。

　あたしの言葉に少し目を見開いたナックは、悩ましげにこちらに向き直り口を開く。

「確かに怖いですけど、それも俺自身が望んだことですから」

「……そっか」

　ナックも考えているんだな。

「それに、訓練の時のウサトさんと今のウサトさんは別人と考えています」

「ああ、そう……」

　なんだろ、一瞬ナックの瞳から光が消え失うせたような気がしたのだけど。

　その時、ふと何かを思い出したようにウサトがナックに話しかける。

「あ、そうだ。ナック、君に渡しておくものがあるんだ」

「渡しておくもの？　訓練に関するものですか？」

「もしかしたら必要ないかもしれないけど、一応受け取っておいて」

　そう言ってウサトはポケットから手帳のようなものを取り出し、ナックに差し出した。

「……これ、何に使うんですか？」

「日記だよ。できれば今日から書くことをオススメするけど、嫌なら書かなくてもいいよ」

　治癒魔法使いの訓練ってのは日記なんてのも書くのか。ちょっと感心してしまう。

「へぇ、それは自分の成長している記録を書き記す、みたいな感じ？」

「ははは、そんなカッコいいものじゃないよ。言うなれば、厳しい訓練を乗り越えるコツみたいなものだよ。僕もね、団長にやれって言われて続けていたけど……日記のおかげで自分を見失わずに訓練を続けることができたなぁ」

「自分を見失わない……？」

「日々の訓練から現実逃避するためだよ。ま、あと二日しかないナックには必要ないかもしれないけどね」

「……」

　多分、それは日記じゃないよ、なにか別のものだよ……。

　貰もらった日記帳を困惑したように見つめているナック。

　困惑する彼をよそに、懐かしむように物思いに耽ふけっているウサト。

　そんな凸でこ凹ぼこな師弟関係を築いた二人を見て、あたしの頰は自然と緩んだ。




　夕食後、各々が部屋に戻って自由に過ごしている中、あたしは夕食の片づけを手早く終わらせて明日の朝食に使う食材の確認と準備をしていた。

　料理ができるのがあたししかいないせいか、この家の食糧事情は全てあたしが担っていると言ってもいいだろう。

　少しでも注意を怠れば一食抜きという恐ろしい事態になりかねないし、食材を買うお金も限られているから、その工面もしなければならない。

　まあ、お金に関しては懇意にしてもらっている亜人が経営している店でキョウと入れ替わりで働いているから、そこまで死活問題にはならないのだけど。

「よし、できた」

　明日の準備を終え、ゆっくりと背伸びをする。

　さて、この後どうしようか。部屋に戻って勉強するのもいいけど、明日も早いし、さっさと水浴びでも済ませて寝てしまおうか。

　欠伸あくびをしながら、台所からテーブルのある居間の方へ向かう。

「誰もいない……か」

　皆、自分の部屋へ行ってしまったから、当然か。

　そういえばナックが部屋に戻る時に、あの日記帳を持っていってたな。

　せっかくウサトから貰ったものだし、ちゃんと書くのだろうか。

　そんなことを思いながら、着替えを取りに自室へと向かう。

　その時、外からパァンッと何かが破裂したような音が聞こえ、あたしは入り口の方を振り向く。

「外に誰かいるのか……？」

　泥棒だろうか。

　でも、こんな場所に盗む価値のあるものなんてほとんどないぞ。

　壁に掛けてある手てっ甲こうを右腕だけに取りつけ、扉をゆっくり開き外を見る。

　月の光しか明かりがない空間に、一つの人影が見えた。

「……？」

　怪しい人影に、グッと右腕を構える。

　しかし徐々に暗さに目が慣れていくと、その正体に思わず脱力してしまった。

「……なんだ、ウサトか」

「ん？　あれ、キリハじゃないか。どうしたの？」

「それはこっちの台詞だよ……」

　無用な心配をさせないでほしいよ、まったく。

「外で物音がしたら気になるのは当然じゃないか。何をしていたんだ？」

「ちょっと魔法の練習をしていたんだ」

「こんな遅くに？」

　昨日までのウサトなら、もう寝ている時間のはずだけど……。

「明日の訓練で使おうかなって思ったから、今のうちに軽く練習しておこうかなーって」

「治癒魔法を？　今までも使っていたじゃないか」

　ナックを走らせている時とか、彼が気絶した時とか。

　あたしの言葉に、フッとなぜか自信満々な笑みを浮かべた彼は、おもむろに右手を掲げ魔力を練り始めた。

　手から溢あふれ出した緑色の魔力が球体へと形作られ、彼の手に収まる。

　ウサトがハルファと戦っていた時に使っていた体に纏うようなものではなく、あたしやキョウの風系統の魔法と同じような相手に放つ形の魔法だ。

　ウサトは治癒魔法を魔力弾として放つ練習をしていたのか。

　ほー、と納得していると、ウサトはおもむろに手の中にある魔力弾を握りしめ振りかぶり──、

「ふぅんッ!!」

　前方へ投げつけた。

「えぇ!?」

　どういう魔力弾の飛ばし方!?

　出で鱈たら目めすぎる方法で飛ばされた魔力弾は、彼の正面にある木箱に勢いよく激突し、先ほど聞いた破裂音を響かせそのまま四散してしまった。

　啞あ然ぜんとしているあたしを見て、なぜか誇らしげな表情のウサト。

　話を聞けば、ウサトは魔力を放つ才能が皆無だったそうで力技でなんとかした結果、あんなことになってしまったらしい。

　魔法って、力技でなんとかするものじゃないんだけどなぁ……。

「丁度いい。キリハ、ちょっとそこに立ってくれ。効果があるかどうか試してみるから」

「い、嫌だよ!?　明らかに物理的な威力が込もってるじゃないか！」

「治癒魔法だから大丈夫」

「治癒魔法だからってあんな剛速球受けられるはずないじゃん！　どんな力で投げたらあんな飛び方するんだ!?」

「まあ……腕力としか」

　やっぱり化け物なんじゃないのか、この男は……。

「はぁー、アンタが来てから驚いてばっかりだよ……」

「驚いてばかりって……確かに、驚かれることばかりしてましたね、ハイ」

　最初に街中で会った時はともかく、アマコを連れてここまで来た時も、ハルファとの戦いの時も、ナックとの訓練の時も、予想だにしない行動をウサトはしてきた。

　何をするか分からない、か。

「人間ってのは、皆、冷たい奴ばっかりだと思ってたよ」

　人間とは違う耳と尻尾が生えているというだけで、あたし達は常に奇異の目に晒さらされてきた。

「僕は普通に接しているつもりなんだけど……」

「普通に接することができるからおかしいのさ。大体の人間にとって、獣人なんて人じゃないらしいからね」

「……そうは思わないけどなぁ」

「この都市……いや、この世界の常識がそれさ。なんでウサトはあたし達とそんな風に話せるか不思議だよ」

　困ったような表情の彼を見て、しまったと思った。

　彼は何も悪くない。

　慌てて取り繕うように謝罪しようとすると、こちらが口を開く前にウサトが懐かしむように言葉を挟んだ。

「この世界の常識か……僕はこの世界の人間じゃないから、そういうのを知らないんだよね」

「はぁ!?」

　あまりにも非現実的な言葉に、驚きの声を上げてしまった。

　この世界の人間じゃないって、まさかスズネもカズキも？

「勇者召喚っていうやつでさ、リングル王国に呼び出された二人の勇者に巻き込まれてこの世界に来ちゃったのが僕ってわけさ」

「勇者召喚で!?　そしたらスズネとカズキは、本当に物語通りの勇者だったってこと!?」

「え、そうだけど？　他になにか別の意味があったの？」

　他になにかって……戦いで武勲を上げた者や国の王が直々に選び出した者が勇者として崇あがめられるというのが、人間達の慣習のようなものだったはずだ。

　少なくとも、うちの学生はそう思っている。

　今でも、ごく僅わずかだけど勇者という『称号』を持つ人達はいる。

　だが、それらはあくまで称号だけだ。

　しかし、ウサトが言っている勇者──スズネとカズキは、何百年も前に異世界から召喚され、たった一人で魔族の軍勢を蹴散らし、魔王を封印したと伝えられている勇者と同じだ。それにウサト自身も勇者と同じ世界の生まれ。だとすれば、彼の尋常ならざる力もなんだか納得できる。

　ウサトにそう説明すると、腑ふに落ちたようだ。

「なるほど。勇者って他の意味もあったのかぁ」

「そう言われれば、アンタの強さにも納得がいくよ」

「ははは、僕は違うよ。普通の人より少しだけ魔力が多いだけだし、今の僕があるのは鍛錬の成果ってやつだよ」

「それはそれで問題だと思うよ」

　特別な才能がなくても勇者に見劣りしない実力を持っているとか、恐ろしいわ。

　よく考えれば、物理攻撃しか攻撃手段を持たないウサトを、強力な系統魔法を持っている勇者と比べること自体おかしいのだけど。

「違う世界から来た僕には、この世界で差別される基準が分からないんだ。というか、元いた世界には魔物も亜人もいないからね」

「なら、なおさら怖いんじゃないか？　あたしのことが……」

　亜人も魔物もいない世界というのは驚きだけど、そうだったらむしろ、初めて見る亜人であるあたしやアマコのことを気持ち悪がったりするものじゃないのだろうか。

「怖いもんか」

　しかし、ウサトはこちらの言葉を一蹴する。

「あたし達は耳も普通じゃないし、人間には生えていない尻尾もある。それに目も鼻も人間の何倍も優れているし……腕力に至っては、大岩に大きなヒビを入れられるくらい強い」

「僕だってそのくらい粉々にできる」

　え、粉々にとは言ってないのだけど……。

　いやいや、押されちゃ駄目だ。

「どう見ても人間というより魔物みたいだろう！　実際に人語を話す魔物もいる！　どんなに人の姿をしていても、決定的に人間とは違っているんだよ、あたし達は……ッ！」

　思わず感情的に声を荒げてしまう。

「なら、普通の人間とは違う魔法を使う僕も、魔物みたいなものじゃないかな」

「アンタはオーガみたいな化け物……怪物じみてるけど、人間だろ」

「今、怪物と言い直したのがすごい気になるけど、まあそこは置いといて……」

　ピクリと眉を動かしつつも、ウサトは腕を組んでこちらに体を向ける。

「僕にとって君は、耳と尻尾の生えたコスプレ女子に他ならない」

「は？　こすぷれ？」

「……ちょっと犬いぬ上かみ先輩の悪いところが移ってしまった。今の言葉は忘れて」

「？　……まあ、いいけど」

　少し顔を赤くしたウサトは、気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをした。

「キリハ、君がなにか悩みを抱えていることはなんとなく察した。でも、僕にとっては人間も獣人も魔族も変わりはない。そもそもこの世界の人達とは認識がズレているし、合わせる必要もないと思っている。獣人が怖くないのかという質問に、犬上先輩ならこう答えているだろう。『怖い？　愚問だねっ！　むしろ興奮間違いなしさ!!』とね」

「……フッ、フフ……何だそれ、スズネの真似のつもり？」

「絶対に本人には言わないでよ。あの人、こういうの恥ずかしがるから」

　少し声を高くして微妙に似ているスズネの物真似をしてみせるウサトに、思わず笑みが零こぼれる。

　さっきまで疑心暗鬼になっていたはずなのに……。

「そっか……」

　あたしがこの数日間抱いていた悩みは、単純なことだったのかもしれない。

　今では忘れかけてしまった、人間への希望を思い出すのが怖かっただけだ。

　散々人間の酷ひどい部分を見てきたから裏切られたくなかったし、信じていた人間に見放されたくなかった。あたしは人間を信じず心を許さないように努めていたけど、心の奥では『またいつか』『もしかしたら』という相反する感情をずっと抱えていたんだ。

「考えすぎていたんだなぁ、あたしは……」

　あたしの前に現れたウサトは、燻くすぶっていた感情を再び目覚めさせてくれた。

　素直になれず、ずっと猜さい疑ぎ心しんにまみれていたあたしだけど、今になってようやく自分の感情と、ウサトという人間について理解することができた。

「やっぱりアンタは変な人間だよ。魔法も普通じゃないし、あたし達に対しての態度も普通じゃない。それに訓練をやっている時なんて、変を通り越して異常の一言に尽きるよ」

「えぇ、散々すぎる……」

「これでも褒めているんだよ。だって、そのおかげでアマコもアンタを見つけられたし、ナックも今こうしてミーナに立ち向かうことができるようになった。それに……あたしもこうしてアンタと話していられるからね」

「褒められてる気がしないけど……ま、いっか」

　気付くのが遅すぎた、けどまだ間に合う。

　何年も待ち焦がれたことだ。

　あたしがここにやってきた時の純粋な願い。

『人間の友達が欲しい』

　まずは……目の前にいるこの変な人間と友達になれるように頑張ってみよう。






第六話　死闘!!　ナックVSミーナ!!　の巻









　訓練日記




三日目




　ウサトさんに言われたので日記を書いてみることにした。

　今日は俺が生まれ変わった日だ。

　こう書くと格好良く見えるかもしれないが、実際はミーナに怯おびえて逃げて、ウサトさんに助けられて、ようやくスタート地点に立ったようなものだ。

　でも、やっと新しい自分が始まったのだ。

　ウサトさんが勧めてくれた救命団、そこは本当に自分が行ってもいい場所なのかすごく悩んだ。

　俺みたいな奴が入って迷惑にならないだろうか。そういう想像ばかりしてしまう。

　聞けば、ウサトさんの師匠は恐ろしい人であるとか。

　あのウサトさんが顔を青くしながら語る人だ。きっと、本当に恐ろしく怖い人なんだろう。




　訓練のことについて書いてみる。

　訓練はミーナの苛いじめよりもきつかった。

　昨日までの訓練で、どれだけウサトさんが手加減してくれていたのかをしっかりと理解できた。本人は演技とかうそぶいているけど、多分、あれもウサトさんの一面に違いない。あんなに怒鳴り散らして、俺が見ていない時も、ギリギリと凄すさまじい歯は軋ぎしりをして不機嫌さを醸し出しているあれを演技とはとても思えない。失敗するたびに転ばされて、罵倒されて、踏みつけられてからの治癒魔法。この流れは演技とかそういう問題じゃない。

　訓練の時は怪物、それ以外の時は人間、俺の中でウサトさんはそういう立ち位置になった。

　こうして書いているだけで手が震えてくる。

　体に問題はない。治癒魔法が万全に効いている状態にあるから、むしろ快調だ。

　この震えは恐怖からくるものだろう。あのウサトさんの二面性が、俺をこの上なく不安にさせるのだ。

　あの笑顔の裏で明日の訓練の予定を考えているんだと思うと手の震えが止まらなくなるし、温厚な状態のウサトさんに粗相でもしようものなら明日の訓練にどれだけ響くのかと思うと、今度は足の震えが止まらない。




　駄目だ、もう文字を書く気力がない。

　訓練三日目の日記、ここで終わります。




四日目




　未熟　で　すいま　せん




　日記を片手に廊下で気絶してしまった。

　キョウさんの慌てた声で目が覚めた。

　気を取り直して続きを書こう。

　今日の訓練は、まず罵倒から始まった。

　ウサトさん曰いわく、俺は耐久力がとてつもなく低いらしい。

　といっても常人並みではあるらしいけど、ウサトさんの目指す治癒魔法使い像からすれば俺の体は紙に等しく、救命団の団長に殴られたらそのまま全身の骨が粉々になるという。

　なので、今日は魔力を練る訓練と合わせて、その対策の訓練をした。

　ようやく走りながらまともに魔力を感じられるようになってきて、手応えを感じていたんだ。

　これで治癒魔法を安定して使えるなって思ったんだ。

　違った。

　違いすぎた。

　昨日、新しい自分を始められたとか書いたような気がしたけど、訂正する。

　始まってすらいなかった。

　訓練はより苛か烈れつに。

　罵倒はより激しく。

　訓練前に楽観視していた俺は死にそうな目に遭った。

　新しい訓練は、魔力弾をただひたすら回避するものだった。

　耐久力が低いなら攻撃に当たらなければいい、という逆の発想をついた訓練。けれど……。

　あの人の治癒魔法は、使い方を間違いすぎている。

　なんで魔力弾を投げつけてくるんだあの人。

　むしろ、どうやったら魔力弾を投げられるんだあの人。

　絶対、生まれる種族間違えてるだろあの人。

　ミーナの魔法以上のスピードで飛ばしてくるんですけどあの人。

　何と戦うことを想定してるんですかあの人。

　魔力弾に当たれば吹っ飛ばされるし、その上、『受けるなァ！』とか怒鳴り散らしてくるし、もう怖いったらありゃしない。

　治癒魔法の魔力弾だから痛みはないのだけど、当たった部分に殴られたような衝撃を感じるのが本当にやばい。

　もしかしたら、俺も治癒魔法使いだから同じようなことができるかもしれない。

　ちょっと試してみる。




　無理だった。

　そもそも魔力は腕力で飛ばすようなものじゃないし、重さも何もない魔力弾であれだけの衝撃が出せる時点で、あの人にしかできない芸当だという考えに至った。

　あの人、本当にどれだけ力が強いのだろうか。

　ウサトさんの魔力を回復させるための休憩を除いて、一日中延々と魔力弾を避よけさせられた。

　この訓練は、本当に頭がおかしいくらいにすごいと思う。

　なにせ疲れない。

　治癒魔法が込められた魔力弾に当たれば、込められた魔力分だけ回復するから、ずっと動き続けられる。しかも、不本意ではあるけどほとんどの魔力弾が直撃しているから、絶えず治癒魔法が体に行使されている状態にあるので、昨日以上に自分の魔力を感じることができた。

　その分ウサトさんの魔力は消耗が早く、訓練が終わる頃には魔力が尽きる寸前だったらしい。

　俺は体じゃなくて心が摩耗したように落ち込んでいる。精神状態は身体に影響すると授業で聞いたことあるけど、今の俺はまさにその状態だと思う。

　もう何にも興味を示せない。実際この日記を書いている今も、どうでもいいような気持ちになっている。

　ミーナと戦うことよりも明日の訓練をどう生き残るか、という考えしか出てこなくなった。

　相当やばい状態なのは間違いないだろう。




　駄目だ。

　よく分からないけど駄目だ。

　今日は寝る。日記、終わります。




五日目




　今日は訓練最終日。

　ただ訓練のことしか考えられなかった。

　視界に入る野次馬も、俺を苛めていた人達も全てどうでもいい。

　走って　吹っ飛んで　怒鳴られて　吹っ飛んで　吹っ飛んで　走って　吹っ飛んで　吹っ飛んで　怒鳴られて　避けて　吹っ飛んで　吹っ飛んで　走って　吹っ飛んで　吹っ飛んで　怒鳴られて　怒鳴り返して　吹っ飛んで　殴り掛かって　蹴けり飛ばされて　吹っ飛んで　走って　避けて　それをずっと繰り返して一日が終わった。

　結局、ウサトさんの放つ魔力弾は数えるほどしか避けられなかった。

　ウサトさんは『やりすぎたか……？』と呟つぶやいているけど、俺にとってはもう十分なほどだ。




　そして訓練が終わった時、すごい人が俺に話しかけてきてくれた。

　ウサトさんの友達であるリングル王国の勇者、カズキさんとスズネさん。

　どうやら俺がアドバイスを貰もらえるよう、ウサトさんが取り計らってくれたらしい。

　カズキさんは、戦うことの怖さと、立ち向かうことの大切さを教えてくれた。

　ミーナを恐れることは悪いことじゃないし、逃げたって構わない。だけど、恐怖を乗り越えて立ち向かうことも重要だ、と強い意思の込もった眼差しでカズキさんは語ってくれた。

　スズネさんは、貴族でも自由に生きることができる、ということについて教えてくれた。

　俺と似たような家の出身らしい彼女は、周りのしがらみに囚とらわれすぎないで自由に生きることが大切だと。今が苦しくても、希望を持ち続ければ、きっと道は開けると語ってくれた。

　二人は、俺が想像していたよりもずっと接しやすくて、とても優しかった。

　ウサトさんを含めた三人で話している姿なんて、本当に仲が良く見えた。

　まったく、感謝の言葉しか出ない。




　ウサトさん。

　改めて、こんな俺を助けてくれて、本当にありがとうございます。




　そしてミーナ。

　覚悟しろ。




　これは私し怨えんでも復ふく讐しゅうでもない。

　ミーナという鎖を断ち切って前を向くために。

　救命団の団員として、ウサトさんの隣に並べるようになるために。

　そしてこれはウサトさんにも言っていないことだけど、この勝負はあの両親と、忌まわしい家と決別するためのものだと思っている。

　魔法の良し悪しなんかに囚われないで俺だけの人生を始めるために、俺は……。

　俺は、もう屈しない。

　ミーナを倒す。

　培ってきた全てを賭けて、アイツをぶっ飛ばす。
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「……」

　そこまで読んで、あたしはナックの部屋の前に開いたまま落ちていた日記を閉じた。

　そして思った。

　治癒魔法の訓練は、人すらも鬼へと変えてしまうものだと。

　数日前まで気弱だった少年が、今やその鋭い眼光に相応ふさわしく変わり果ててしまった。

「大丈夫なのか、これ……？」

　ナックは既にミーナとの戦いの場へ赴いた。

　弱気だった彼が、罵声を飛ばしながらミーナに殴り掛かるなんて全然想像できない。

　でも、もし彼がウサトのように豹ひょう変へんしたらと考えると───、

「……きっと、大丈夫だ。何かあってもウサトが止めてくれるだろうし」

　現実逃避気味にうんうんと頷うなずく。

　手に取った日記帳を彼の部屋の机の上に置いた後、学園で待っているというキョウの元へ向かうのだった。
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　決戦当日。

　少し前にナックと別れた僕とアマコは、学生達で賑にぎわう学園の入り口の前に立っていた。

　さすがに魔物であるブルリンを大勢の中に連れていくわけにはいかないので、あいつは厩きゅう舎しゃで留守番だ。

　アマコにブルリンを連れてこなかった理由を話すと「そんな配慮できたんだ……」と素直に驚きょう愕がくされた。誠に遺憾だけど、寛容な僕は治癒デコピンで許してあげた。

　額を押さえて悶もん絶ぜつするアマコ。

「ウサトー！」

「お、来た」

　恨みがましい目で睨にらみつけてくるアマコを華麗にスルーしていると、僕を呼ぶ声。

　声の方を向くと、犬いぬ上かみ先輩とカズキがこちらに歩いてくるのが見える。

　僕達がここにいたのは先輩とカズキを待っていたからだ。

　二人もナックのことを気に掛けていてくれたし、どうせなら一緒に見ようと僕が誘ったのだ。

「やあ、ウサト君、昨日ぶりだね……アマコ、どうしたの？」

「ウサトに苛められ──」

「おはようございます。アマコはまだ寝ぼけているだけです」

　アマコが面倒くさい人に助けを求めようとしていたので、妨害すると同時に挨拶を返す。

　カズキも片手を上げ、おはようと挨拶してくれる。

　相変わらず笑顔が眩まぶしい爽やかイケメンだぜ……。

「ナック君の調子はどう？」

「好調ですよ。訓練の疲れも残っていないようですし、精神的にも安定していると思います」

　ミーナを倒す、その意思を確固たるものにして戦いに臨むナック。

　少し気合が入りすぎている感じが心配だけど、フィジカルの面では文句なしに仕上がってくれている。

「そういえば、ウェルシーさんは？」

「ウェルシーさんならグラディスさんに用があるってさ。多分、書状に関係することじゃないかな？」

　カズキの言葉に、納得するように頷く。

　確かに書状を渡して一週間以上過ぎているから、そろそろ結論が出ているかもしれないな。

　訓練中に結果が出たら……と考えてヒヤヒヤしていたけど、何事もなく今日を迎えられてひとまず安心している。

「それじゃ、行きましょうか。まだ時間には早いですが」

　この五日間で十分に戦えるだけの訓練はしてきたつもりだ。

　もう僕にできることはない。あとはナック自身の力に掛かっている。

「アマコ、何してるの？　置いていっちゃうよ」

「このぉ、絶対許さない……許さないぃ……！」

　まったく、デコピンくらいで大おお袈げ裟さすぎだよ。

　しょうがないので、未いまだに恨みがましい目で見てくるアマコを脇に抱え、カズキと先輩と並ぶように歩く。

　フードを被かぶった少女を小脇に抱えて歩くのはシュールな光景に見えるだろうけど、そんな視線はここでナックの訓練を始めてから飽きるほど浴びているから気にならなくなってしまった。

「ウサト君、ナック君は大丈夫かな？」

　されるがままに抱えられているアマコを訝いぶかしげに見ながら、先輩がそんなことを訊きいてきた。

「大丈夫ですよ。できることは全部やったと思いますし」

「いやー、君の訓練する姿を遠巻きに見ていたけど、凄まじいものだったよ。こっちも周りの視線が気になるくらいに」

「あはは……」

　できれば、僕がローズになりきってナックをしばく姿は見られたくなかったけどね。

　誤魔化すような笑みを浮かべつつ周りを見ると、その場にいた学生全員がサッと目を逸そらす。

　何だその反応、僕はチンピラか何かですか？

「短期間でナックを成長させるには、ああするしかなかったってことだよな？　な、ウサトっ！」

「あ、ああ、そうだね。僕なりの訓練をしたよ。走らせたり、魔力弾を投げつけたり……」

「物は言い様だね……」

　黙れ、この子狐こぎつねが。

　笑っているカズキにぎこちなく笑みを返しながら、仕返しとばかりに抱えているアマコをゆらゆらと揺さぶる。

　酔え、酔ってしまえ！

　そんなことをしていると、先輩がこちらをジッと見てくる。

「君は、随分とアマコと仲良くなっているね」

「え？　まあ、それなりに一緒でしたからね……なんですか、その目は」

　すごく面倒くさそうな予感がするのですが。

「一緒、一緒かぁ……」

　少し前を歩いていた先輩は急にこちらへ振り向いて、何をとち狂ったのか両手の指を絡めてやや上目遣いで僕を見た。

「嫉妬、しちゃうな……私」

　可か憐れんという言葉が相応しい美少女である先輩の上目遣いとか、元の世界なら男女に関係なく卒倒ものだなと思う。

　実際、僕も卒倒する自信がある……元の世界にいた時の先輩ならね。

「あ、そうすか。そういえばカズキ、僕がナックに訓練している間、何をやっていたの？」

「え……？」

　今さら乙女チックな仕草をしても、貴女あなたの残念具合は変わりません。

　上目遣いのまま固まった先輩をスルーし、カズキと共に通路を進む。

「んー、そうだな。前に授業で見せた魔力弾を的に当てる技術を、もっと使いやすくできないか色々工夫していたんだよ。いまいち、操作に集中しなくちゃいけないのが難点だったからな」

「僕なんて魔法を放つことすらできなかったからなぁ。でも、別の視点から考えれば意外な方法で問題は解消できるかもしれないよ？」

「ちょっと待ってぇ！」

　カズキと楽しく話しながら歩いていると、背後で固まっていた先輩が突然僕の肩をガシィッと摑つかんできた。

　何ですか、面倒くさい。

「もっとするべき反応があるだろう!!　枯れてるのか君は!?」

「失礼しちゃいますね。打算的じゃなければ僕はいつだってときめきまくりですよ。刹せつ那なで恋に落ちていますね」

「『あ、そうすか』で済ませる方が失礼じゃないか!!　私は美少女なんだぞ!?　もっと初々しく照れてくれたっていいだろう!!」

「貴女がそれを自覚してやっているのが悪いって気付いてください……」

　実際、この人は誰がどう見ても美少女なんだけどね。

　でも、見え見えの罠わなに引っ掛かるほどマヌケではないつもりだし、何よりその悔しそうな顔が面白……って違う違う、違うぞ僕。ローズになりきっているうちに心までサディスティックになっていたみたいだ。

　少し深呼吸し、こちらへ縋すがりついてきた先輩の手を外す。

「はいはい、かわいいかわいい、すげぇドキッとしました。これでいいでしょう？　じゃ、行きましょう」

「くぅぅ、なんという屈辱……。ウサト君、心なしか前よりＳになっているような気がするよ……」

　頰を真っ赤に染めて唸うなる先輩を先に行かせて、僕もその後に続く。

　すると、その様子を見ていたカズキが明るい笑みを浮かべた。

「ははは、やっぱり先輩とウサトは仲が良いな。見ていて安心する」

「……そうだね、二人と一緒で僕も安心するよ」

　彼の言葉を否定せず、そう答える。

　普段はひねくれているなんて言われていても、こういう時は正直になりたい。

　──やばい、今度は僕の顔が熱い。やっぱりこういう柄にもないことは言うんじゃなかった。

　抱えているアマコに見えないよう顔を手で押さえる。

「ウサト、どうしたの……角でも生えちゃったの？」

「落ち着いたわ。君の余計な一言で」

　この子狐は僕をどんな怪物だと思っているのかな。

　人間だから角も何も生えないからね？
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　訓練場にはたくさんの学生達が集まっていた。

　中央では二人の学生による試合が既に行われており、他の学生達が取り囲むような形で観戦している。

『はあああああああ!!』

『今度は俺が勝ぁぁつ!!』

　アマコを下ろした僕は、先輩達と共にゆっくりと観戦できる場所を探しながら試合を眺める。

「へぇ、これがそうなのか」

　二人とも木剣を手に持っており、雄お叫たけびと共に魔法を放ちつつ剣けん戟げきを繰り広げている。その試合を興味深げに眺めていた先輩は、ふと何を思ったのか僕の方へ振り返った。

「やっぱり魔法使い同士の戦いってこういう感じなんだね。ウサト君やハルファのような戦い方とはまた違う」

「そもそも僕みたいに肉体派な魔法使いなんてそうそういないでしょうし、むしろこっちが普通なんじゃないですか？」

　ハルファさんは魔眼による先読みを用いた格闘術。

　僕は言うなれば治癒魔法と身体能力に任せた喧けん嘩か殺法。

　普通の魔法使いの基準で測ること自体、間違っているだろう。

「魔法と武器を合わせた戦い方は結構あるらしいんだけどな。さすがにウサトみたいに素手で戦う奴はあまり見ないな」

「ははは、そもそも僕は武器とかいらないからなぁ」

　治癒魔法弾っていう新しい技を習得した今、剣とかはいらなくなってしまった。というより、現代人的な感性と、蛇と戦った時に使った木の槍やりの感覚から、僕に刃物とかは合わないと思う。

　学生達の奇異の目をかいくぐって観戦できる場所を探し歩いていると、僕達に気付いたハルファさんが声を掛けてきた。

「やあ皆さん、お揃そろいですね」

「こんにちは、ハルファさん」

　柔和な笑みを浮かべ近づいてくるハルファさんに挨拶する。

　ナックとの訓練中に何度か姿を見かけたけど、話すのは訓練一日目以来かな？

「ええ、こういう催し物は好きなので見に来ちゃいました。本当は私も参加したいのですが、私の相手は決まって棄権してしまうので……ハハハ」

「そ、そうですか……」

　急所ばかり狙ってくるハルファさんが恐ろしいだけだと思うけど……。

　実際、僕も戦っている時にヒヤヒヤする場面がたくさんあったし。

「ここからならよく見えそうだね。不思議とここだけぽっかり人がいなくなったし」

　先輩の言う通り、僕達の周りには不自然なほど人がいなかった。

　疑問に思う僕に、ハルファさんが声を掛けてきた。

「ええ。ウサトさんが来てくれて、より見やすくなりましたね」

　なに、その僕が周りの学生達に怯えられているみたいな言い方。

　違うよね？　ハルファさんにビビっているんだよね？　急所攻撃とか怖いよね!?

　そう思って周りに目を向けると、またもや目を逸らされ距離を取られる。

「な、納得いかない……」

「フフフ、私とお揃いですね、ウサトさん」

「嫌だな、そんなお揃い」

　なんか言い方が怖いぞ、ハルファさん。

　やや俯うつむいて前髪で目元を隠したハルファさんは、フフフ、と押し殺したような笑みを漏らして、遠目に僕達を窺うかがう学生達に目を向ける。

　学生達は、皆一様に顔を青くして後ずさった。

「監督役という立場上、あまり私の周りには人が寄ってこないんですよね。だから、いつも笑みを絶やさずにいようと心がけているのですが……。うーん、笑顔って難しいですよねぇ」

「まあ、それは分かります」

　僕もキリハを落ち着かせようとした笑顔で、逆に怖がらせてしまったからなぁ。

　未だにどうしてあんな反応をされたのか分からない。

「目が笑っていない笑みじゃ、怖がられてもおかしくないと思う」

「ん？　何か言ったか、アマコ」

　ボソボソと何かを呟いたのが聞こえたのでそちらを向くが、アマコはフイッとそっぽを向いた。

「ウサトさん、その子は……？」

　ハルファさんが訝しげな声で聞いてくる。

　彼の視線から隠れるように僕の後ろへ移動するアマコ。

「ん？　ああ、この子はなんというか、旅の仲間って感じですね」

「私と似たような魔力をしていますね。しかし違う。白い魔力が目に集まっているように見える。感覚からして私よりも高度な魔視？　ナック君の訓練の時も見かけましたが、彼女は一体……？」

「えーと……」

「いえ、言いたくなければ結構です。魔眼に関する魔法の難儀さは理解しているので」

　察しがよくて助かる。

　アマコの予知能力は獣人特有の魔法だから、分かる人には一発でバレてしまうからね。

　しかし、ハルファさんの魔眼はすごいな。アマコの魔力を見て、おおよその当たりを付けられるんだから。

「話を変えましょう。キリハさんから、ウサトさん達を見かけたら伝えてほしいと伝言を預かっているんです」

「キリハ達から？」

「自分達と一緒にいると体裁が悪いだろうから別の場所で応援している、とのことです」

「そっか、別に気を使ってくれなくていいのに……。ありがとうございます、伝えてくれて」

「いえいえ。普段、人間を頼ろうとしない彼女がこうして頼み事をしてくれるのは、私自身にとっても嬉うれしいことです」

　何か心境の変化でもあったんですかねー、とニコニコしながら僕を見るハルファさん。

　キリハ達は別の場所で見ているのか。アマコと違って頭を隠してもクラスメート達にはすぐにばれちゃうからね。一緒に見られないのは少し残念だけど、しょうがない。

　しかし、ナックの試合はいつ始まるのだろうか。今回の参加者はそんなに多いとは聞いていないから、すぐのはずなんだけど。

　目の前で行われている戦いの決着がつきそうなので訓練場の周りを見回してみると、校舎へ続く方の入り口近くに、ナックとミーナが並んでいるのが見えた。

「あ、いた」

「ナック君だね。それにあのミーナって子もいる」

　先輩も目を瞬かせながら並んでいる二人を見ている。

　本番でナックがミーナに怯えて動きが鈍らないか心配していたけど、今の彼の様子を見る限り心配はいらなそうだ。

　なにせ、隣にいるミーナが露骨に挑発するようにナックに何かを話しかけているのに、当のナックは微動だにせず、試合が行われている場所をじっと見つめているのだから。

　訓練の成果、というより性格が少しやさぐれるという副次的な効果が、良い意味で作用しているのかもしれない。少し厳しくしすぎた感があったけど、これはこれで結果オーライだね。

「さあ、あとはあの子を倒すだけだぞ」

　試合終了を知らせる鐘が鳴る。

　歓声と共に去る二人の学生と、新たに戦いの場に立つナックと──、

「ん？　あの子、盾を持っているな」

　訓練場の中央に入ってきて気付いたけど、ミーナはその手に大きな白銀の盾を持っていた。

　小柄な彼女が身を屈かがめれば、全身をすっぽり隠せるほどの大きさだ。

「なにかしらの武器を出してくるのは予想していたけど、まさか盾とはね……」

　あの得意げな表情を見る限り、盾という防御手段を持って安心しているようだけど、あまりナックを舐なめていると痛い目に遭うぞ。

　人を治すだけが治癒魔法じゃない。それがどういう意味か、ミーナは身をもって知ることになるだろう。

　なにせ、他人に治癒魔法を行使できないナックに、僕は〝治癒パンチ〟という相手を傷つけない技を教えていないのだ。下手をすれば、ナックの素手の攻撃でミーナは大怪我を負うかもしれない。

　そのために僕がいる。だから気にせず思う存分やってやれ、ナック。

　君の魔法を嘲あざ笑わらった奴らの誰も、もう君に追いつけない。

　この五日間の苦行の成果を、見せてやれ。
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「──随分と思い上がったものね」

　訓練場の中央まで歩を進めた俺とミーナ。これから、勝負が始まる。

　さっきまで目の前で戦っていた二人の先輩達は、お互いの健闘を讃たたえ合うように握手を交わしている。

　俺も、そういう〝普通の魔法〟で誰かと戦うことをずっと夢みていた。

　それは叶かなわないはずだった夢。だけど、俺は治癒魔法という〝普通じゃない魔法〟でこの場に立つことができた。

　観覧席には、学生達に交じって一際目立つ白色の団服を着たウサトさんの姿が見えた。

「貴方あなたがどんなに頑張っても変わらない。おじ様達から見捨てられたことも、最愛の妹から引き離されたことも、貴方と私の魔法に天と地ほどの差があることも」

　そう、俺には妹がいた。

　くだらない両親のせいで引き離されてしまった妹。

　きっと、妹はあの両親の笑顔に囲まれながら幸せに暮らしているのだろう。

　妬ねたみはしない。たった一人の妹で、唯一俺が家族だと最後まで思っていたんだ。

　俺のことは、なんて伝わっているだろうかなぁ。どうせ、遠い場所で一人で頑張っているとか都合のいいことばかり言い聞かせているんだろうな。どうしてそこまで俺という存在を隠すことに必死になっているのか分からないけど、今となってはどうでもいい。

「ミーナ」

「ようやく反応してくれたわね。いいわよ、聞いてあげるわ」

「俺はもう、どうでもいい。貴族に戻ることも、お前に仕返しすることも……」

「貴族の身分を捨てようとでも？　ここでまだやり直すことができるはずなのに？」

「おかしなことを言うな。俺はもう見捨てられたんだ、お前の言うおじ様達にな。だから、ここに入れられた時から他人同士だ」

「……なら、なぜあなたは私の前に立っているの？　私の魔法は痛いほどよく知っているというのに。言っておくけど、今まではちゃんと手加減してあげていたのよ？　それが分からないほどおバカさんではないでしょう？」

　そうだろうな。

　人を嬉き々きとして傷つける彼女でも、本気の炸さく裂れつ魔法を俺に向けたことはなかった。

　人間が最大限に痛がる強さで魔法を当てる。それが彼女が今まで俺にしてきたことだ。

「本当は、お前と戦う必要なんてなかった。でも、俺は道を示されたんだ。その道を進むには、今のままの俺じゃ駄目だ。あのどうしようもなく大きい背中に憧れてしまった俺は、『あの人と肩を並べたい』って思っちまった。俺は狂ってなんかいないぞ、ミーナ。俺はようやく見つけたんだ、一生を賭けてもいいと思える価値のあるものを……」

　ウサトさんと会う前は何もなかった。

　ただ、今いる場所から追い出されないように、必死に、必死にその日を生きていた。

　未来のない空っぽの毎日を生きていた俺に、ウサトさんは道を……希望を示してくれた。

　どんな罵倒やしごきを受けても、感謝の念は変わることはない。

　いつか、俺もウサトさんのように強い治癒魔法使いになって、彼のいる救命団で肩を並べられるくらいにまで成長したい。

「それって、あの治癒魔法使いの皮を被った怪物男のこと？　あんなのと肩を並べたいと思うなんて正気じゃないわ。私、悲しいわ、貴方が人とは違う生き物になることを望んでいるなんて」

「あの人は確かに怪物じみた強さを持っている。でも、どんなに強さを持っていたって使う奴がどうしようもなければ、それはただの暴力だ。お前の扱う炸裂魔法のようにな」

「へぇ……」

　目をつり上げる彼女。

　しかし、あの三日間を耐えてきた俺にその程度の怒気など通用しない。

「俺はお前を倒してこれまでの自分と決別し、ルクヴィスという檻おりから出ていく」

　この試合が終わって色々と準備を終えたら、ルクヴィスを出てリングル王国に行くつもりだ。

　ここにいる理由なんてないし、友達もいない。

　友達かどうかは分からないけど、キリハさん達と別れるのは本当に辛つらいと思うが。

　嫌われてもおかしくない人間の俺を、ぎこちなくではあるが迎えてくれたあの人達に何一つ恩を返せずにいることが、辛い。

　俺の言葉がよほど衝撃的だったのか、目を見開いたミーナは険けん吞のんな表情で睨みつけてきた。

「ここを出る？　私の許しもなく？　面白い冗談ねぇ、ナック。少し痛めつける程度で済ましてやろうと思ったけど気が変わったわ。幸い、おじ様達から『自由にしてもいい』という言葉は貰っているの」

　ミーナに指を突きつけられる。

「貴方が泣いて許しを請うまで痛めつけてあげる。ボロ雑巾のようにしてから、一生私の奴隷として飼ってやるわ。光栄でしょう？」

「勝手な奴だな。いや、それは昔からか……」

　そもそも、話し合いでどうにかなるならこんな状況にはなっていない。

　ミーナの奴隷として一生を捧ささげるのは御免だし、ずっとここで燻くすぶっているのはもっと嫌だ。

　もう一度息を吐き、集中する。

　こちらに応じるかのように、ミーナが大きな白銀の盾を構え、その手に魔力を集中させ始める。

「もう、お前を恐れない」

「言ってなさい。可愛かわいい可愛い落ちこぼれくん」

　これ以上、語ることはない。

　今からが本番、この五日間で俺が培ったものをウサトさんに見せる時だ。
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　ミーナが魔法を放つと同時に、俺は力の限り地を蹴った。

「火炎よ!!」

　ミーナの掌てのひらに緋ひ色いろの球体が生成される。

　炸裂魔法。

　火系統の魔法の中でも珍しいタイプであり、その特徴は、瞬間的に熱した空気を爆発させて対象を焼き、そして吹き飛ばす。

　体術でしか攻撃する手段がない俺とは、相性が悪い魔法だ。

　それに、ミーナが持っている盾。あれがかなり厄介だ。

　恐らくあの盾は俺の攻撃を防御するためのものじゃなく、自分の炸裂魔法から自身を守るためのものだろう。炸裂魔法での自滅という弱点をうまく補っている。

　そこまで考えて、俺は再び地面を蹴り、横へ跳ぶ。

　数瞬の後、今いた場所に炸裂魔法の魔力弾が着弾し、小規模の爆発を引き起こす。

　その威力を確認しながらミーナの方を向くと、彼女は驚愕の表情でこちらを見ていた。

「貴方……！」

「俺だって遊んでいたわけじゃないっ！　本気で来い！」

「舐めないでちょうだい……ッ！」

　続いて放たれる魔力弾。

　ミーナの言う通り、魔力弾の威力は、今まで俺に当てていた時よりも格段に強い。

　でも、その速度は圧倒的に遅い。ウサトさんの投げる魔力弾の半分以下だ。

「遅すぎるッ！」

　訓練場の端から端まで走り抜け、先を読んで近づいてきた魔力弾を体を捻ひねり避ける。

　俺が止まった隙をついて放たれた魔力弾もしゃがんで回避──と同時に足元の小石を拾う。

　こちらの足元目掛けて飛ばされた魔力弾に、今拾った小石をぶつける。

　すると、魔力弾は地面に着弾する前に爆発し、その爆風に合わせて、俺は後ろへ跳ぶ。

「成果、確かに得ましたよ、ウサトさんッ！」

　砂すな埃ぼこりを払いながら自分の力を実感する。

　感謝の気持ちで一杯だった。

　治癒魔法なんて使えない魔法だと思っていたから、誰のためにもならない魔法だと思っていたから、今こうやって自分の力の一部になっているのがこの上なく嬉しい。

「うぉ!?」

　感動に打ち震えている間にも、ミーナの魔力弾は間断なく飛んでくる。

　砂煙が舞って視界が悪いにもかかわらず闇雲に撃ってくるあたり、さっきの俺の言葉によほど怒っているようだ。

　だけど、これは逆にチャンス。

　当てずっぽうで魔力弾を撃っているということは、ミーナは俺の姿を見つけられていない。だが、こっちからは魔力弾を放ってくるミーナの位置は丸分かりだ。

「よしッ!!」

　炸裂魔法が直撃すれば、耐久力のない俺では一撃で気絶する可能性がある。でも、近づかない限り一生ミーナを倒すことなんてできない。

　だから、俺は行く。

　右の掌を地面に突き、両足に力を込める。

「行くぞ！　俺!!」

　己を鼓舞し、砂煙の先にいるミーナを見据え、全力で地を蹴り走り出す。

　放たれ続ける魔力弾に突っ込むなんて自殺行為だけど、今のミーナは俺のいるであろう方向にがむしゃらに撃っているにすぎない。

　爆風の余波を受けながらも、しっかりとミーナのいる方向を見定めて、踏みしめた右足で思い切り跳躍する。

「うおぉぉぉ！」

　身長以上の高さまで飛び上がった俺は、そのまま砂煙の壁を突破する。

「えっ!?」

「食らえ!!」

　勢いは止まらない。

　ミーナへ落下するように突撃し、間抜けな表情を浮かべた彼女目掛けて飛び蹴りを放つ。

「はっ、え!?　飛……!?」

　咄とっ嗟さに盾を地面に突き刺した彼女は、その後ろに隠れ蹴りを受け止めるけど──、

「そんな鉄板で俺の蹴りが防げるかよォ！」

「噓うそ……きゃぁッ!?」

　さらに蹴りを捻ねじり込み、地面に突き刺さった盾ごと彼女を蹴り飛ばす。

　大きく吹っ飛ばされ地面に叩たたきつけられた彼女から目を離さずに着地し、服についた砂埃を払う。

「もうお前には屈しない！　ミーナ・リィアーシア、今日ここでお前との因縁を断ち切る！」

　これが俺の力だ。












　お前が、お前達が馬鹿にしていたあの人と俺の力だ！

　指を突きつけ、盾を支えにして起き上がろうとする彼女に叫ぶ。

　地面に叩きつけられた拍子に口を切ったのか、ミーナの口の端から血が垂れている。だが、盾のおかげか他に大きな怪我はないと見える。

　ミーナが防御に使った盾は、真ん中が綺き麗れいに凹へこみ、その部分から小さな亀裂が広がっている。

　しかし、それでもミーナは立ち上がった。

　今まで見たことがないほど好戦的な笑みと共に。

「ハッ、上等ねッ！　私を本気にさせたことを後悔させてやるわ!!」

　盾を支えに立ち上がった彼女は口元を乱暴に拭うと、目を血走らせてこちらを睨む。

　その目は怒気に混ざり殺気すらも感じさせる強烈なものだったが、俺は怯ひるまず構える。

　ここからは、俺の知らないミーナとの戦いになる──。
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「強くなったな、彼は」

　ナックとミーナの攻防を見ていた先輩は、感慨深げにそう呟く。

　周囲を見回せば、教師と思われる人も含めた誰もが呆然としたまま口を閉ざしている。

　僕が再現できる限りローズのしごきを真似て訓練を施したんだから、当然だ。

　弟子が成長している姿を見て、誇らしい気持ちになる。

「ナックが強くなったのは訓練のおかげです。でも、厳しい訓練を最後までやり遂げたのは彼の強さです」

　それだけ苦しい思いをさせたし、僕自身もとても心を痛めた。

　だけど、ナックは見事に五日間の訓練をやり遂げた。

　ミーナの魔力弾を回避しながら駆け回っているナックを見て、カズキが腕を組む。

「たった五日間の訓練って聞いたけど、すごいな。さっきの蹴りを見る限り、あのミーナって女の子、あと一発いいのを貰ったら倒れちまうんじゃないか？」

「いや、さっきので決めるべきだった」

「え、何でだ？」

　カズキが驚きながらこちらを振り向く。

　ナックとミーナの戦いから目を逸らさずに、僕なりの分析を話してみる。

「想定していたよりあのミーナって子の反応が速いってのもあるし、ナックの強みも足しかない。僕と違って腕の力は並以下だから、さっきの蹴りがナックの最高の一撃だと思っていい」

　それにあの盾、見た目より硬いな。重さもそれなりだと思うから、もしかしたら彼女は腕力でもナックを上回っているかもしれない。

　あの盾を一撃で壊せなかったのは痛い。ミーナもバカじゃないだろうし、次はないぞ。

「あとは、ナックは耐久力がない。逆に一撃で沈められるかもしれないね。いやぁ、さすがに耐久力を鍛えるためにぶん殴るわけにはいかないからなぁ」

「君が殴ったらナック君が死んじゃうからね!?」

「ははは、はは……」

　どうしよう……昨日、迎撃するために一、二回くらい軽く殴ってしまった。

　でも治癒魔法掛けてあげたからセーフだよね。ナック自身もけろりとした顔で起き上がっていたし。

　内心動揺しつつ、それをおくびにも出さず振る舞う。

　こんなの知られたら、絶対ドン引きされるに決まっている……ッ。

「噓はいけない。ウサト、噓はいけない。しっかり白状して引かれるべき」

　この子狐……。

　先輩達に見えないように指を構えると、僕の後ろに身を隠していたアマコは顔を真っ青にしてサッと額を手で押さえ、引っ張った僕の団服で顔を隠す。

　こらこら伸びる、伸びちゃうから……。

「はぁ……とにかく、耐久力ならミーナも同じ。どちらも一撃まともに食らえば勝負は終わる。だけど、ナックの攻撃に対応したミーナはただのいじめっ子じゃない」

「ミーナはあの年代の子供達の中では、かなり〝やる〟方ですね。少し自信過剰な部分もありますが、炸裂魔法と盾を用いた堅実な戦い方を好む魔法使いです。ナック君からすれば、かなり相性が悪いでしょうね」

　ハルファさんの言葉に、僕は炸裂魔法を放っているミーナを見る。

　攻撃の炸裂魔法と、防御の盾か。

　盾を壊せば戦いを有利に運べるようになると思うけど、ナックには盾を壊す手段が少ない。

「ナックは回避に徹した戦法を用いる。負けている部分はあれど、勝っている部分もある。最後の三日間で施した訓練は、魔力弾を多用する魔法使いへの対策みたいなものだ」

　回避の先に活路を見み出いだし、物理攻撃でねじ伏せる。

　『ローズ式サンドバッグトレーニング』の改良版、あえて言うならば『ウサト式シューティングトレーニング』。新技〝治癒魔法弾〟を用いた回避訓練で遠中距離攻撃に対する回避能力を鍛えた今のナックに、普通の魔力弾は効かないと言ってもいいだろう。

　だが、あくまで効かないのは魔力弾だけなので、副次的な影響は防ぐことができない。

「油断するなよ。いくら強くなったといっても、まだまだ打たれ弱い。そこを突かれたら……一気に厳しくなるぞ」

　治癒魔法は傷は治せても、痛みまでは消せない。

　少しの判断ミスが、致命傷に繫つながる。
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「逃げ足が速いわねぇ！」

　襲い掛かる灼熱の魔力弾を足を止めずに回避し、反撃の隙を窺う。

　先ほどの砂煙からの奇襲攻撃をさせないためか、飛ばされる魔力弾の密度が明らかに違う。そのせいか着弾と同時に広範囲な炸裂は起こらず、小規模に凝縮された、より厄介なものになっていた。

　足元近くに着弾した魔力弾は、小石と砂を熱風と共に四方へ弾はじき飛ばす。その余波に飲まれながら、俺は止まりそうになる足を必死に動かし続ける。

「ぐぁ……、さすがに全部は躱かわせないか！」

　爆風に乗った小石が、十分な破壊力を持って俺の体に襲い掛かる。

　怪我は大したことないけど、痛みが俺の精神を苛さいなんでいく。

「そんなバカみたいに撃ち続けられるお前が羨うらやましいよ……！」

「生まれ持った才能ってやつねぇ！　私って天才だから!!」

　やっぱり、同年代で明らかに頭一つ抜け出しているお嬢様の言葉は違うな。

　自信に満ちている。

　自分が負ける想像など、微み塵じんもしていない。

　生まれながらに人の上に立つことを求められた才女。

　対して俺は、家からも見放された落ちこぼれ。

　けど、そんな俺でもできることがある。

「止まって、たまるかッ！」

　愚直に鍛えたこの足で、ミーナの魔力が尽きるまで走り続ける。

　魔力弾を躱しながら、盾を構えるミーナへ接近を試みる。

「接近戦へ……！」

　炸裂魔法は使用者であるミーナ自身を巻き込んでしまうから、近くでは使うことができない。その弱点を突く。

　一撃──蹴りの一撃でも入れば、華きゃ奢しゃなミーナを戦闘不能に陥らせるのは容易たやすい。

　盾の後ろに隠れる彼女に合わせ、無防備な右側へ跳ぶ。自ら視界を封じる盾での防御に徹するのは予想していたので、その瞬間を見計らい勝負を決める。

「もらった！」

　確信と共に蹴りを繰り出す。




　──フフ。




　その瞬間、盾を押さえる腕の隙間からミーナが笑っているのが見えた。

　いや、笑っているだけじゃない。こちらをしっかりと視界に捉えている。

　これまでにない悪寒を感じ、繰り出そうとした蹴りを止めようと、目の前の彼女から意識を外した次の瞬間──ガァンッと無防備だった頭を衝撃が襲う。

「がぁ……っ！」

　一瞬視界が暗転し倒れそうになるが、歯を食いしばり必死に耐える。

　クソッ、何をされた!?

　痛む頭を手で押さえミーナの方を見るが、その先にあったのは凄まじい勢いで突進してくる白銀の壁。

「くっ……がああ!?」

　体が俺の意思に反して動かない。

　無防備なまま、俺はミーナの盾に吹っ飛ばされ地面を転がる。

「が、はぁ……はぁ……」

「貴方って本当におバカさんねぇ」

　ミーナは盾を掲げると上機嫌な笑みを浮かべ、苦痛に悶もだえるこちらを見下ろす。

　まさか俺が蹴りを繰り出す前に、盾を振り回して攻撃してきたのか？

　そして、怯んだ俺に追い打ちで突進してきた……。

「私にとってはね、盾はただの防御手段じゃないの。ま、こんなの初見でしか通用しないけど、だまし討ちには最適なのよね」

　そう言ってミーナは、ゆったりとした動作で盾を軽く持ち直した。

　額を切ったのか、血が眉間を伝って滴る。治癒魔法を行使しようにも頭を打たれて視界がぐらつき、うまく集中できない。

　集中できないんじゃ治癒魔法の効果は半分以下、すぐに治る傷もこれじゃ治らない。

　地面に膝をつき、ミーナを睨みつける。

「言っておくけど、ただ足が速くなって目が良くなった程度じゃ、私には勝てないわよ？　魔法使いは自分の系統魔法を理解した上で戦い方を選ばないといけない。もちろん相手との相性もね。私と貴方の相性は最悪。なんで私に勝てるなんて思ったのかしら。勝てる相手と勝てない相手ぐらい、貴方なら理解していると思っていたのに」

　勝てる相手と勝てない相手。

　俺にとっての絶対的な勝者がミーナだとでも言うのかよ!!

　そんなふざけた話があるかッ！

「でも、褒めてあげるわ。よくやったじゃない。たった一週間でここまでやるようになるなんて、正直驚いているわ。どう？　今負けを認めれば特別に貴方を許してあげてもいいわ。これ以上痛い思いはしたくないでしょう？」

「……っ！」

　ミーナからの素直な称賛に驚く。

　そして……それはあまりにも甘美な言葉に感じられた。

　ここで負けを認めれば許される。もしかしたら、苛められていた頃よりも環境が良くなるかもしれない……そう、考えたからだ。

　しかし、俺の答えは変わらない。

「……嫌、だ」

　前より良くなる？　そんなのはただの甘えじゃないか。

　確かに、今まで見下され続けたミーナに自分の実力を認めさせたという事実は、俺の中に微かすかな達成感を残した。

　でも、それだけだ。

　俺と彼女の絶対的な力関係は変わらないし、彼女に虐げられる日常も変わらない。

　俺は下で、彼女が上──絶対に覆せない関係。

「ふぅん……」

「俺はお前をぶっ飛ばすためにここにいるんだ。負けを認めていいはずがない」

「ここで屈しても誰も貴方を責めないわよ？」

「……そうだろうな」

　ウサトさんも、キリハさん達も、きっと俺を責めないだろう。

　彼らは優しいから、俺の選択を肯定してくれる。

　だけど、俺は許せない。

　ミーナに屈して、楽な道を選んで、中途半端に生きることを、俺自身が許せない。

「確かに負けを認めれば、前までのクソッタレな日常がちょっとだけ良くなるかもしれない。でも、お前にここで屈してしまったら、俺は一生負け犬のままだ。そして何より……ウサトさんとの五日間を自分で無駄にしてしまうことになる。それだけは絶対に嫌だ!!」

「そこまで大事にするものなの？　たった一週間の関係でしょう？」

「ああ、たった一週間だ！　その短い時間の中で、感謝しきれないほどのものを貰った！　辛くて苦しくて逃げ出したくて、それでも、嬉しかったんだ!!」

　他人に期待したくなかった。

　他人に期待されたくなかった。

　両親に見放されて、誰も心の底から信じられなくなった俺を、こうしてこの場に立てるまでに鍛えてくれた。

　俺の勝利を信じてくれる、それだけで負けを認めない理由としては十分すぎるじゃないか。

「また信じていいんだって。治癒魔法なんていう厄介な魔法に目覚めてしまった日から、どん底を生きていた俺にそう思わせてくれた！　だから、俺は絶対にお前に屈したりなんてしない!!」

「ハッ、言うじゃない。バカみたいに頭から血を流して言うことがそれ？　もっと自分の状況を考えてから言葉を選んだ方がいいんじゃなくて？」

「忘れるなよ。俺は治癒魔法使いだ。この程度、何でもない!!」

　膝をついた状態から立ち上がる。

　もう傷は癒えた。皮肉にも、この問答は俺に回復する時間を与えてくれた。

　額に残る血を手で拭い、地面に散らす。

　まだ、俺は戦える。

　立ち上がった俺を見て、ミーナは憐あわれむように目を伏せる。

「そう、しょうがない。続けましょう」

「ッ！」

　ギンッと、目を見開いた彼女がこちらに掌を向ける。

　咄嗟にその場から飛び去り彼女から距離を取る。もうさっきのような反撃は受けない。

「認めるわ。貴方は強くなった。私の想像以上にね」

「……っ」

「確かに、貴方の五日間は無駄じゃなかった」

　ミーナの雰囲気が、変わった？

　感情のままに魔法を放っていた彼女が、驚くほどに静かに魔力を練っている。

「だから、私もやり方を変えるわ」

「は……？」

「追い込みながら適当に撃っていけば当たると思っていたのだけど、今の貴方には通用しない。だから、やり方を変えるの」

　そう言うと、彼女は手に持った盾を地面に突き刺し、新たな魔力弾を生成する。

　しかしそれは、今までのように一つだけではない。五つに別れた小さい魔力弾が彼女の掌の上に浮いていた。

　これから行われる攻撃を理解させられ、冷たい汗が流れる。

「勇者のような化け物じみた芸当はできなくても、これくらいは私にもできるわ。狙いなんてつけなくても、貴方がいる方向に集中して魔力弾を放てば連鎖するように炸裂するわ。逃げ場なんてないくらいにね」

　両手合わせて十の魔力弾。

　不敵な笑みを浮かべた彼女が腕を広げると共に、その場を飛び退のいた。

「逃げきってみなさい、できるものならね！」

　瞬間、幾重にも重なるように吹き荒れる爆風が俺の体に襲い掛かった。
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「ぐっ、うああああああああ!!」

　ミーナから放たれる炸裂魔法の余波をまともに受けたナックが、苦く悶もんの声を上げながら走り続けている。しかし、広範囲に広がるミーナの波状攻撃からは逃れられない。

「ウサト！　あの子は大丈夫なのか!?」

「ウサト君……」

　カズキと先輩がナックを心配そうに見ている。

「ミーナが使っている炸裂魔法は、それなりの威力を持っています。彼女はそれを複数生成し、ばら撒まいている。いかにナック君の足が速かろうとも、逃げる場所が限られれば不利になるのは必然。ウサトさん、さすがにこれは……」

　ハルファさんの言う通り、ナックにとって絶望的だろう。

「ウサト……大丈夫なの？」

　団服を摑むアマコも、カズキや先輩と同じような目でナックを見ている。

　大丈夫か、だって？

　ああ、大丈夫じゃない。全然大丈夫じゃない。

　広範囲に及ぶ炸裂魔法？

　ああ、確かにすごい。

　だがそれがどうした。たかが安全な場所がないだけじゃないか。

　そんなもの、いくらでもどうにかなる。

「ナック、なんだよ、そのツラは」

　恐怖に怯え逃げ惑うナックの姿に、さっきまでの勇敢な面影はない。

　確かにミーナは、僕達の予想を超えた強さを持っていた。あれほどの魔力弾をばら撒ける魔力量とセンスは、天才と言ってもいいだろう。

　でも、僕がナックに示した道は救命団だ。救命団が駆ける戦場には、休憩する場所も安全な場所もない。

　剣や魔法がいつ襲い掛かってきてもおかしくない状況で活動しなくてはいけない僕達にとって、この程度はなんでもない。

　ナック、君は今どんなことを考えてミーナの攻撃を避けようと必死になっているんだ？

　逃げるためか？

　チャンスを見出すためか？

　相手が疲れるのを待つためか？

　さっきの不意打ち以降、自分からミーナを倒そうとする意欲が欠けているのが丸分かりだ。

「ふざけるなよ、ナック！」

　僕は君に逃げるために訓練を施したわけじゃない。

　勝つために訓練したんだ。

「僕らしくないけど、応援の言葉くらい送ってやろうかな……」

　どんな状況でも、自分に課せられた〝人を助ける〟という使命を全うするのが救命団だ。

　息を吸うと同時に、団服を摑んでいるアマコが耳を押さえる。先輩もカズキもハルファさんも、目を丸くして僕の挙動に注目する。

　構わずに息を吸い込んだ僕は──。
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　空気が熱い。

　吸い込むと肺が痛くなる。

　それでも、走る足は止めない。

　止めてしまったら、あっという間に炸裂魔法の直撃を食らい意識を手放してしまうだろう。

　まだ、止めちゃ駄目なんだ。

　いくらミーナでも、あれだけの魔法をいつまでも撃ち続けられるわけがない。

　耐えて耐えて耐えて耐えて耐え忍んで、一気に勝ちへ持っていく。

「貴方にはその姿がお似合いよ」

「うぐぁ……ぁぁぁああ!!」

　足元で魔法が炸裂し、吹き飛んだ石が右肩にぶつかる。

　右半身を後ろに捻り衝撃を逃がすも、続いて襲い掛かる熱風を受け、思い切り地面に転がり呻うめき声を漏らす。

「貴方が、そんなだから……」

　ポツリポツリと聞こえてくるミーナの声も、うまく認識できない。

　ただ、いつもとは違い、その声から感情が読み取れない。

「いつまでも、いつまでもいつまでも、そんな惨めな姿を晒さらしているから貴方は駄目なのよ！」

　止まっては、いられない。

　転がる勢いを利用して起き上がりその場を離れると、次の瞬間には再び複数の熱風が吹き荒れる。

　思わず腕で顔を隠し後ろに大きく飛び、走り出す。

　全ての怪我を治している余裕はないので、最低限だけ治し回避だけに集中する。

「だから、もう立ち上がることのないよう徹底的にやってあげる。ここを出ようなんて愚かなことを考えられないように──徹底的にね！」

「……っ！」

　ミーナの声に耳を傾けちゃ駄目だ。

　意識するのは迫りくる魔力弾だけ。そうしないと、ここで終わってしまう。

「まだ、耐えられる……俺は、負けてなんかない……っ！」

「身を守ってばかりの貴方が、この私に勝てると思っていること自体おかしいのよ!!　なんでそれが分からないの!?　なんで受け入れるだけで抗あらがおうとしないの!?　なんで──」

「うるさい！」

　耳障りな彼女の甲高い声にそう叫び、回避に集中する。

『ナッァァァァァァァァック!!』

「!?」

　頭に叩き込まれるように響く声。

　その声に俺も、ミーナも……いや、ここで見ている人達全員が、その動きを止めて声のした方を見た。

　そこには、ウサトさんが腕を組んで立っていた。

「ウサト、さん……」

　掠かすれた声で彼の名を呼ぶ。

　一目で分かるほどに怒っている彼に、どんなことを言われるのか、怖かった。

　彼は、呆ぼう然ぜんとしている俺をまっすぐに見据えると──、




「バカ野郎！　逃げるな、戦え!!」




　そう言い放った。

　あまりにも簡潔すぎる罵倒と応援。

　ミーナも訳が分からないのか、困惑するように俺とウサトさんの顔を交互に見ている。

　特別な意味なんてないのは分かる。言葉通りだが、これ以上に俺に効く言葉はない。

「は、ははは……そんな、無茶苦茶な……」

　逃げるな、か。

　最初はミーナを倒してやると息巻いていたけど、今では心底ミーナを怖がって逃げることしか考えていなかったんだ。

　舐めていたのは俺の方で、ミーナはむしろ本気で俺と勝負してくれていた。

「本当にバカだな。俺は……」

　調子のいいことを言っておきながら、逃げてばかりだった。

　やろうと思えば、どんな怪我をしても耐えられるはずだった。

　でも、痛いのが嫌で、負けたくなくて、ミーナと真正面から立ち向かいたくなくて、逃げていた。

　カッコ悪くて、無様で、昔の俺と何も変わっていなかった。

「でも──」

　力の限り両の頰を叩く。

　目が覚めた。

　俺は、もう逃げない！

「ありがとうございます!!」

　きっと皆は、ウサトさんの言葉の真意が分からないだろう。

　もしかしたら、絶体絶命な俺に無理難題を押しつけている、最低最悪の師匠に見えるかもしれない。

　でも、全然違う。

　ウサトさんは、俺のことをちゃんと分かってくれている。

「無茶なことを言うものね、こんな状況で」

「最高の師匠だろ？　逃げ腰だった俺を再び立ち向かえるようにしてくれた」

「そう……でもね、それで私に勝てるなんて思わないでね？」

　ミーナの両手に再び生成される十の魔力の塊。すぐにでも放てる体勢にしてあるのだろう。

　さっきまでの俺なら既にこの場から離れているだろうけど、今の俺は違う。

「フゥー……」

　集中して治癒魔法を全身に纏まとう。

　先ほどまでは最低限しか展開していなかったけど、今度は全力だ。

「お前を倒す」

「できないことは言うものじゃないわよ？」

「ああ、もう言わない。これが最後だ」

　思い切り踏み込んで、全力で走り出す。

　回避するためじゃない、倒すために。

　どんな威力の炸裂魔法だろうと、立ち向かう覚悟はできている。

　顔を守るように腕を十字に構え突き進む。

「うおおぉぉ！」

　炸裂魔法の着弾で砂利と小石が弾き飛ばされ体を傷つけるが、それでも走る足を止めない。

　こんな痛み、今まで苛められてきた長い苦しみに比べれば屁へでもない。

「っ……うおぉぉぉ!!」

　次に、弾けるように吹き荒れる熱風。

　全身が焼けるような熱に晒さらされるけど、これも親に見捨てられた喪失感に比べれば何でもない。

　気付かないうちに、涙がとめどなく溢あふれてくる。

「ナック、貴方……!?　チッ！」

　舌打ちと共に最後に放たれたのは、こちら目掛けてまっすぐ飛んでくる魔力弾。

　咄嗟に作り出したものでも、俺を気絶させるには十分な威力。

　普通なら避けるべきだろう。

　でも、俺は治癒魔法使い。どんな逆境も不条理も、その身一つで乗り越える魔法使いだ！

　痛みなんていくらでも我慢できる!!

　走りながら右拳を振りかぶる。

「砕けろぉぉぉぉぉ!!」

「なっ!?」

　魔力弾に右拳を叩きつける。

　爆炎が俺を包み込み、喉が焼けるような息苦しさと強烈な痛みが襲う。あまりの痛みに叫ぶことすらできない──が、意識はまだある。

「ッ──!!」

　右手で炎を払い、炸裂魔法をかき消す。

　腕を振り切った先にいるのは、目を見開きながら盾を構えるミーナの姿。

「あぁ……」

　ようやく向き合った。

　ようやく向き合えた。

　正面から向き合ってみて自覚する。

　やっぱり俺は、ミーナが怖かった。

「うわああぁぁ!!」

　震えてもつれそうになる足を必死に立て直し、踏み出す。

　蹴りのための足も上がらない、右手も痛くて動かせない。

　でも、何もできないわけじゃない。そんな技が使えなくても俺にはこの体がある!!　走れるこの足がある!!

　掠れた雄叫びと共に力強く地面を踏み、眼前の彼女へ走り出す。

「そんな体で何ができるというの!?　もうやめなさい、死ぬわよ!?」

　誰が見ても、もう何もできないように見えるはずだ。

　でも、ウサトさんなら、俺が憧れた彼なら、きっとどんな状況だってその身一つでなんとかしてみせるはずだ!!

　そしてこれが、救命団の一員になるための大きな一歩！

　全力でミーナの盾に体当たりをぶつける!!

「ぐぅっ!?」

　力の限り激突したせいか左肩から嫌な音が聞こえたけど、構わず足を踏み出す。

　苦悶の声を上げるミーナ。

　そんな彼女の声を間近で聞いた俺は、感情のままに声を振り絞る。

「俺はッ、お前が怖かった！　お前の顔なんて見たくなかった!!　お前を見ていると、まだ俺を愛してくれていた両親がいた時の──貴族だった時の俺を思い出しちまうから!!」

「……っ!!」

　溢れてくる涙は止まらなかった。

　盾の後ろから俺の顔を見たミーナは、ただ耐えるようにくぐもった声を出すだけだ。

「ここで終わりにする!!　今日から、今日から俺は!!　救命団のっ──!!」

　独白でも構わない。

　ただ、お前と、そして過去と決別するためには、今この場で宣言しなくてはならない。

「治癒魔法使いにッ、なるんだぁぁぁ!!」

　そう叫び、さらに力を込めると、盾の中心の凹んでいた部分から延びていた亀裂が地に突き刺さっている部分にまで達し──バキィン、と真っ二つに割れる。

　阻むものがなくなった俺は、そのままミーナへ渾こん身しんの体当たりを叩き込んだ。
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　最初は、貴族のくせに暗い子だなって思った。

　見た目も地味で、言葉もはっきりと喋しゃべらない。

　そんな駄目な子と、私はいつも遊んでいた。

　そいつの名前はナック。

　私の両親と仲の良い貴族の息子。

　外に遊びに行くのを嫌がるナックを私が連れ出すのが、毎回繰り返されるやり取りだった。

　でも、外で遊ぶのはそれほど楽しくはなかった。

　外といっても屋敷の敷地の中だったし、あまり遠くに行けなかったからだ。

　だけど、ナックと一緒にいるのは退屈ではなかった。

　今になって考えれば、彼と遊ぶ時間は私にとって何より大切な時間だったのかもしれない。

　貴族の娘として不自由が多かった私の日常に、同じ貴族の息子である彼は貴重な存在だったのだ。

　だけど、私が九歳になった頃、ナックの姿を屋敷で見ることはなくなった。

『もうあの子と会う必要はないのよ』

　ナックの母がそう言った。

『代わりに娘と遊んであげてくれないかな』

　ナックの父がそう言った。

『ミーナ姉様。最近、お兄様に会わせてもらえないの』

　ナックの妹が悲しい顔でそう言った。

　お父様とお母様に理由を訊いても、残念そうな顔をするだけで何も教えてはくれなかった。

　それからは、元々楽しくなかった外での遊びはどうしようもなく退屈なものになった。

　大事な何かが欠けてしまったように、私の日常に色がなくなってしまった。




　そして一年が過ぎた頃、両親と一緒に彼の屋敷を訪れた私は、偶然アーガレス家の使用人達の会話を聞いてしまった。

　ナックが魔導都市ルクヴィスの学園に入れられる、と。

　その話を聞いた時、私は喜んだ。

『ルクヴィスに行けば、あいつに会える』

　ルクヴィスという場所は知っている。魔法を学ぶ学園で、色々な所からたくさん人が集まってくるところだと。

　きっとナックも、そこに入るために一年間勉強していたんだろうと思った。

　その日の夜、すぐに私はルクヴィスで魔法を学びたいと両親にお願いした。お父様もお母様も心配したけど、なんとか説得してみせた。

　そして、晴れてルクヴィスに入学した私は、いの一番にナックを探した。

　そして彼を見つけた──けれど。

　ルクヴィスで出会った彼は別人のように変わり果てていた。

　元から暗い奴だったけど、今のナックは酷ひどく淀よどんだ目をしていて、入学で浮かれる学生達の間を俯いたまま歩いていた。

『ナック!!』

　私は、そんな彼の手を摑み、声を掛けた。

　なにそんな辛気くさい顔をしてんのよ、とか。

　私に黙ってここに来るなんていい度胸ね、とか。

　そんな憎まれ口を叩きながらも、彼のおどおどした声を久しぶりに聞きたかった。

　だけど──、

「ひっ……!?」

「きゃっ！」

　彼は私の手を強く振り払った。

　恐怖に顔を歪ゆがませて、どこかへ走り去ってしまった。

　呆然と立ち尽くすことしかできなかった私は、痛む手を見てどうしようもない喪失感に襲われた。

　その後、お父様に手紙を出して、ようやく全ての事情を知った。

　ナックは治癒魔法の適性を示してしまったそうだ。ナックの両親はその事実が外に漏れないように、彼を屋敷に閉じ込めた。そして、追い出すようにルクヴィスに入学させた。

　ショックだったが、私は治癒魔法がどうこうよりも、ナックに拒絶されたことが許せなかった。

　私はなんとか元気になってもらうために、彼と接触し続けた。

　だけど、それもうまくはいかなかった。

　彼は私に怯えて、目も合わせてくれない。私の姿を見ると、逃げていく。

　その度に、思い通りにいかない彼に怒りをぶつけてしまった。

　最初は軽くはたく程度だった。

　私が何をしても、彼は何も言わずに目を瞑つぶりただ痛みに耐えているだけ。

　弱めた魔法をぶつけても、彼は言い返すこともしないし怒りもしない。

　どうして何もしようとしないで受け入れているだけなの？

　治癒魔法使いとしての貴方の価値を両親に分からせることができれば、屋敷に戻してもらうことができるかもしれないのに。

　ルクヴィスは魔法を勉強するにはうってつけの場所。いくらでもやり直せるチャンスはあるはずだ。なのに、ナックは最初から駄目だと諦めて試そうともしない。

　そんな彼に苛いら々いらした。

　いつしか、言葉よりも暴力で訴えることが多くなり、それが日常となった。

　もう、私も諦めかけていた。

　ナックはずっとあのままなんだと。

　二度と、一緒に遊んでいた頃には戻れないのだと。

　……どうしてこうなってしまったのだろう。

　本当はこんなはずじゃなかった。

　私はただ──。

　ナックの、彼の手を引いて一緒に遊んだあの頃を取り戻したかっただけなのに───。
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「ケホッ……」

　視界がぐらつく。

　地面に背中を強く叩きつけたせいで、息もうまくできない。

　体の節々も痛い。

　確実に勝てる勝負だった。

　才能も、魔力も、何もかも私が上回っていたはずだ。

　侮りはしたけど、手加減はしなかった。

　奥の手である魔力弾の分裂も出した。

　貴族らしくない実戦用の盾も使った。

　負ける要素なんて一つもなかったはずなのに、私は地面を這はって呻いている。

　負けたくない。

　そんな感情が心の奥底から沸々と湧いてくる。私らしくない意地汚さだ。

「負け、たら……」

　学園での立場がなくなる？

　いいえ。誰にでも尻尾を振る有象無象なんて、いてもいなくても同じ。

　家からの叱しっ責せきが怖い？

　そんなものを怖いなんて、一度たりとも思ったことはない。

「……ぅ」

　顔を上げると、そこには肩で息をしながら私を見下ろすナックの姿。

　私よりも酷い有様で、それでいて少しも嬉しそうな表情をしていない。

　それどころか、流れる涙で頰を濡ぬらしている。

　そんなあいつを見上げて、私は無性に腹が立った。

　憎くて憎くてたまらない私に土をつけたんだから、喜べばいいじゃない。

「まだ、負けて……ない」

　私が負けたら、ナックはここを出ていく。

　あの時みたいに、私を無視してどこかへ行ってしまう。

　そんなの……絶対に許せない。

「行かせて、たまるものですか……ッ!!」

　このまま、終わっていいはずがない。

　私は、朦もう朧ろうとする意識の中で魔力を込めた右手をナックに向けた。
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「はぁ……はぁ……」

　渾身の体当たりで吹き飛んだミーナが地面へ叩きつけられる。

　魔力はもうほとんど残っていないし、体中が痛い。

「やった、これ、勝ったのか……？」

　霞かすみがかった視界で周囲を見ると、目の前の光景が受け入れられないとばかりに呆然とする学生達と、安あん堵どするように息を吐くウサトさんが見えた。

　そうか、俺、勝てたんだ。

　不思議と、勝利の喜びよりも安堵感の方が大きかった。

「まだよ……まだ終わってない……！」

「っ!?」

　体を起こしたミーナが、砂利と埃にまみれながら異様な執着心を滲にじませた瞳で俺を睨みつけ、魔力を込めた手を向けてきた。

　身構えようとするも体に力が入らず、座り込んでしまう。

「私が貴方に負けるはずがない……貴方をここから出すわけには、いかない、のよ……!!」

「なんで……」

　なんで、ミーナはそこまで俺をルクヴィスから出したがらないんだ？

　俺以外にも他に誰かいるじゃないか。そこまで俺に執着する理由が分からない。得体のしれない恐怖に身を竦すくませる。

「ナック君！　離れるんだ!!」

「ハルファ、さん？」

　ハルファさんが血相を変えて叫んでいる。

　ぼんやりした思考のままミーナの方を向くと、彼女は魔力を手に集めていた。

　それはまるでウサトさんがしていたような──。

「ナック！　それは系統強化だ！　待ってろ、今そこに行く!!」

「え……？」

　系統強化。

　ハルファさんが言っていた、熟練した魔法使いだけが使える難しい技術。

　ミーナがそれをやっている？

　ハルファさんとウサトさんが血相を変えているということは、かなり危険なんじゃないか？

　ましてや炸裂魔法を扱うミーナだ。魔力の暴走なんてされたら、俺だけじゃなくここにいる人達もただでは済まないだろう。

「逃げ、なきゃ」

　逃げなきゃ爆発に巻き込まれて死ぬ。

　そう思い立ち上がろうとして、気付いた。

「……駄目だ」

　逃げようなんて思っている場合じゃないだろ……ッ。

　たとえここにいるのが俺を見下したことのある人達でも、助けない理由にはならない。

　それこそ、救命団失格だ。

「ナック!?　早くそこから離れろ!!」

　こちらに走り出そうとしているウサトさんを一いち瞥べつした俺は、呻きながら立ち上がった。

　左腕は肩が折れてしまって使えないし、右手も火傷やけどの痛みのせいでうまく力が込められない。

　それでも、残った魔力を右腕へ込め、震える膝を叱しっ咤たし無理やり立ち上がる。

「手放してたまるもんですか……貴方を!!　ここから出させたりはぁ!!」

　込められた過剰な魔力はミーナの手を引き裂き、血がとめどなく溢れている。

　その痛みに涙を流しながら、それでもなお俺を倒そうとしている彼女に言い様のない気持ちを抱きながら、強く拳を握りしめる。

　ミーナも、ここにいる皆も、俺が助ける。

　俺がミーナをなんとかしなくちゃならない。

「助け、るんだ……ッ！」

　すぐに彼女の眼前に辿たどり着く。

　俺と、ミーナの視線が交錯する。

「ナッ……ク」

　小さな声で、俺の名前を呟いたミーナ。

　彼女から目を逸らさずに、俺は力の入らない右手で彼女の手を摑み思い切り引き寄せた。

　もう俺には、彼女を気絶させる体力も残っていない。

　だから、今の俺にできることは……大規模な爆発が起こらないように、彼女の炸裂魔法を体で受け止めるだけだ!!

「……ぁ、て……」

　ミーナの驚いた声が聞こえる。

　俺は、襲い掛かるであろう痛みに備え目を瞑り、彼女の手をより強く握りしめた。

　その後、目を瞑ったままでも分かるほどの光が広がる。

　その光はミーナの魔法が爆発した光なのか、俺には分からない。












　だけど、その光はとても懐かしく、優しかった。

「……ぅっ……ぅう」

　閉ざされた視界の中、押し殺したような泣き声が聞こえた。




「ナック、もう大丈夫だよ」

　知っている声。

　震えていた俺の右手に、温かい誰かの手が置かれた。

　目を開けると、俺の隣には安堵の表情を浮かべたウサトさんと──、

「ッ……ぅ、ううぅ」

　俺に摑まれていない方の手で目元を押さえて泣いているミーナの姿があった。

「ミーナ、お前……なんで、泣いているんだ……？」

「うる、さい……黙れぇ……」

　今まで、酷い目に遭わされてきた。

　こいつのせいでルクヴィスでは苦しい毎日を送っていた。

　だけど、目の前で泣いている彼女を見て俺は──、

「……ごめん」

　どうしてか、謝ってしまった。

　その言葉に、彼女は泣きじゃくったまま俺の手を振りほどいた。

　俺も体力の限界がきていたのか、フッと体から力が抜けて前のめりに倒れる。

「おっと」

　しかし、地面に倒れそうになった俺をウサトさんが支えてくれた。

「無理して立たなくていいよ」

　そう言ってウサトさんは俺を抱きかかえた。

　ウサトさんの腕から温かいオーラが感じられる。治癒魔法を施してくれているようだ。

「怪我は……うん、すぐに治るね」

「あの、どうしてミーナの魔法は発動しなかったんですか？」

　ミーナは炸裂魔法の系統強化を行おうとしていたはずだ。

　俺の質問に、ウサトさんは難しい表情を浮かべた。

「……彼女が自分で止めたからだよ」

「え？」

　自分で止めた？　あのミーナが？

「もしかしたらこの子は、ただ不器用なだけだったのかもしれないね」

「不器用……ですか」

　俺は、ミーナが魔法を止めるところを見ていない。

　彼女が魔法の発動を止めた理由も、泣いていた理由も分からない。

　結局、ミーナがどうしてあんなに必死で俺を引き留めようとしていたのかも分からなかった。

　このままじゃ駄目だ。

　まだ俺とミーナの因縁は終わっていないんだ。

「ま、君のおかげで皆が助かったんだ。誇っていい」

「……はいっ」

　思いつめた俺にそう言ってくれたウサトさんの言葉に、誇らしい気持ちになる。

　弱々しくもしっかりと返事をすると、ウサトさんは嬉しそうに頷いた。

「ナック。君には救命団に入る資格が十分にある。しかも、君の治癒魔法も、本来の形に戻ったようだしね」

「え……？」

「ほら、あの子の手を見てみなよ」

　黙りこくって顔を押さえているミーナを見た俺は、思わず目を見開いた。

「……!?」

　ミーナの怪我が……なくなっている？

　俺がさっきの戦いで与えた傷も、ミーナが自らの系統強化で負った傷も、まるで元からなかったかのように綺麗さっぱりなくなっている。

　思わずウサトさんの顔を見る。

「僕じゃないぞ？　僕が駆けつけた時には、彼女の怪我はもう治っていたからね。これも、君がやったことだ」

「俺が、治癒魔法で……」

「理屈は分からないけど……君の〝助けたい〟って思いが、また他人に治癒魔法を使えるようにしたんじゃないのかな？」

「助けたい思い……」

「治癒魔法使いにとって、一番欠けちゃいけないものがそれだ。最後の最後で君はそれを取り戻した。過去の因縁を断ち切って、自分を虐げてきたミーナやその周りの人達を助けようとしたことでね」

　ウサトさんの言葉を聞いた俺は、右手に魔力を込めた。

　もう魔力が底を尽きかけているので指先ぐらいの治癒魔法ぐらいしか行使できないけど、しっかりと小さな緑色の光が指先から浮かんだ。

　それがどうしようもなく大切なものだと思った俺は、光を包み込むように握りしめる。

「ずっと一緒だった……。でも、辛い時に自分のことしか考えられなくてッ。他人のことなんて気にかけられないほど苦しんでッ。気付かないうちにしまい込んでッ。でもっ、ようやく戻りました……もう絶対に離したりしません。俺は、この思いを二度と忘れません……!!」

　握りしめた拳を額に押しつけ、上擦った声でウサトさんに話す。

　黙って話を聞いてくれたウサトさんはにっこりと柔らかな笑みを浮かべて、俺を抱えたまま立ち上がる。

「今の君なら、昨日以上の訓練に耐えることだって可能だし、団長も文句なしに入団を許可してくれるだろう。何はともあれ、君はよく頑張った……あ」

「……？」

「さあ、君の勝利を祝いたい人達が来るぞ」

　涙を拭い、ウサトさんが歩き出した先を見る。

　そこには、今まで俺を支えてくれた人達がこちらに走り寄ってくるのが見えた──。






第七話　別れ、そして新たな旅路へ!!　の巻









　ナックとミーナの勝負は、ナックの勝利という形で終わりを迎えた。

　ミーナが系統強化を無理やり行使しようとした騒ぎはあったけど、結果としてナックの治癒魔法も元の形に戻り、彼自身の問題の解決に繫つながったと言ってもいいだろう。

　本当はここで彼の成長を見届けてから出ていきたい、そう思っていたけど、ナックとミーナの戦いの翌日に僕達はグラディスさんに呼び出された。

「まずは、お礼を言わせてちょうだい」

「へ？」

　呼び出された学園長室で、突然グラディスさんに頭を下げられてしまった。

　おろおろしながらカズキと犬いぬ上かみ先輩に助けを求めようとすると、それよりも早く訳知り顔なウェルシーさんが微笑ほほえみ、話しかけてくる。

「グラディス学園長は、ここの学生達の意識を変えてほしかったんです」

「はぁ……？」

「近年ルクヴィスでは、魔法は生まれながらの素養、つまり才能に依存している、そういう考えを持つ子供達が増えていたの」

　系統の良し悪しによる差別意識。

　己の才能にかまけて、鍛錬を怠る子が増えているってことか？

「自らの力を高めることを諦めて、全てを才能のせいにするような現状は好ましくないものだったの。それを貴方あなた……いえ、貴方とナックが覆してくれた。方法は別として、才能という壁に真正面から立ち向かい打ち壊してくれたナックの姿を見て、心境の変化があった学生は少なくないわ」

　あまり自覚はないけど、僕達の行為は、この都市の学生達に少なからず影響を与えてしまったということか。

「そして、私達教師の意識も変えられた。もう貴方の実力を疑う者はいない。そんな強い貴方達でも苦戦を強いられた魔王軍を、誰が脅威ではないと言えるでしょうか」

「！　それでは、話し合いの結果は……」

「ええ」

　ウェルシーさんの言葉に頷うなずいたグラディスさんは、僕達全員を見回した後に口を開く。

「ルクヴィスは、リングル王国と協力関係を結びます」

　僕はその言葉を聞き、嬉うれしくなると同時になんだか少し寂しい気持ちになった。

「学園長、感謝致します。では、私達は今日のうちに……」

　返事を貰もらえたのだから、僕達は次の目的地に向かわなくてはならない。

　ただ、この都市で仲良くなったキリハ達に別れを告げるのが辛つらかった。
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　グラディスさんに別れを告げ学園長室から出た僕達は、入り口まで来てくれたハルファさんに見送られ学園を後にした。

　僕は一いっ旦たん先輩達と別れ、別行動して、アマコを待たせているキリハ達の家へ向かう。

　実技大会の翌日ということで今日は学園は休みなので、キリハ達がいるのは分かっている。

　そして、昨日の戦いの疲れで倒れたナックもキリハ達の家で寝ているから、彼もいる。

　別れを告げる暇もなく出ていかなければいけないという心配はないのだけど……。

　重い足取りのままキリハ達の家に辿たどり着き、迎えてくれた彼らに、今日ここを出る旨を説明する。

「そっか、今日出ていっちゃうんだね」

　家の外に出てきてくれたキリハ達に申し訳ない気持ちになりながらも言葉を返す。

「うん、いきなりでごめん」

「いいさ、大事な任務なんだろ？　だったらしょうがないさ」

　残念そうに肩を竦すくめるキリハ。

　そんな彼女に、ウェルシーさんに持たされた布袋を団服のポケットから取り出し差し出す。

「これ、ここに泊めてくれたお礼。僕が用意したわけじゃないけどね」

「え、いや悪いよ。そこまで大したことしてないし」

「そんなことない、すごく助かったよ。ナックも泊めてくれたし、何より僕自身、君達と過ごした時間はとても楽しかった」

　お世辞でも誇張でもない。

　少し慌ただしかったけど、楽しい時間だった。

「はぁ……。アンタが頑固なのは分かってる。諦めて受け取ることにするよ」

「助かるよ」

　さすがにタダ飯を食って何も返さずに出ていくのは忍びないからね。

「本当に、変な人間だったよ、アンタは……」

「当然。私と一緒に来てくれる人だもん」

　アマコ、その言い方はちょっと酷ひどいと思うのだけど。

　それに誇らしげに言うことじゃないよね？

「フフ……、確かにそうなんだろうね」

「否定してくれよ……」

「否定するもなにもその通りじゃないか。そのおかげであたし達はアンタと知り合えた。そう考えると、悪いことじゃないだろ？」

　最初に会った頃よりも幾分か柔らかくなった笑みを向けてくるキリハ。

「……それもそうかな」

　本当に色々あった。

　感慨深い気持ちになっていると、今度はキョウが僕に向かって口を開いた。

「最初はどうなるかと思ってたけどよ。なんつーか、お前とこうやって会えて……また人間を信じてみるのも悪くないって思った」

「キョウ、君は……」

「だからといって、そう簡単に人間に心を開くわけじゃねぇよ。でもお前みたいに、俺達にも普通に接してくれるような奴がいればっていう話だ」

　仏頂面のままそう言ってそっぽを向くキョウ。

　そんな言葉に思わずクスリと笑みを漏らしてしまうと、顔を真っ赤にさせた彼が怒鳴ってくる。

「わ、笑うなよ!!　俺だってクサいこと言ってんのは分かってんだよ!!」

「やっぱりキョウは照れ屋さんだね」

「うっせぇーよアマコ！　もう、こんなこと二度と言わないからな!!　クソ、なんでこんなこっぱずかしいこと言っちまったんだろうなぁ、畜生……」

「……もしかして、泣いてる？」

　僕がそう訊きくと、彼は声を震わせて怒鳴った。

「ッ、誰が泣くか!!」

　不ふ貞て腐くされるように後ろを振り向くキョウに、ごめんごめんと謝る。

　お世話になった二人と別れの挨拶を交わすと、書状を渡すという目的を差し引いてもやっぱりここに来た価値はあると思えた。

「ナック」

　そして最後に、さっきから俯うつむいているナックに声を掛ける。

「……」

　俯いたまま動かない彼の背を、キリハが小突く。

「ほら、ナック。気持ちは分かるけど、ちゃんと別れの挨拶くらいしなよ」

「……うぅ」

　キリハの言葉で決心がついたのか、少しだけ肩を震わせ顔を上げたナック。

「ウザドざぁん……」

　彼の顔は、涙と鼻水にまみれて大変なことになっていた。

　その表情に苦笑した僕は、ナックと目線が合うようにしゃがみ彼の肩に手を置く。

「おいおい、ナック。なにも泣くことないじゃないか。別に今生の別れとかじゃないんだぞ？」

「でも、俺、本当に感謝の気持ちで一杯で……」

「僕はあくまで、君に道を示しただけだ。昨日の勝利も、君の治癒魔法も、全部君がその手で摑つかみ取ったものだ」

　僕がしたことといえば、僕がローズにされたのと同じような訓練をナックへ施し、救命団員としての道を示しただけ。

　それ以外は、ほとんど何もしちゃいない。

　ナックはゴシゴシと服の袖で目元を拭うと、小さく拳を握りしめた。

「訓練もきつかったです。罵倒は心に強く刺さって、辛くてしょうがなかったです」

「……うん」

「最初はなんて頭のおかしいことをする人なんだろう、と思っていました」

「……う、うん」

「正直、本当は治癒魔法じゃなくて何か恐ろしい魔法を使っている化け物だと思っていました」

「おう待てや」

　あ、あれれー。

　なんか今、結構いい流れだったんだけどなー。

　これって、別れの言葉じゃなくて僕への愚痴じゃね？　僕から愚痴られるローズの気持ちが少し分かった気がする。

「でも、無駄なことなんて一つもなかった。辛い訓練も、治癒魔法も、貴方に教えられたことも、ミーナに勝利するためには必要不可欠なものだった」

　ナックの力強い眼差しが、射貫くように僕へ向けられる。

　僕もそれに応えるように見つめ返す。

「もっと、強くなりたい。もっと強くなって、貴方のようになりたい。ウサトさん、俺は見つけました。家族にも、ミーナにも、何者にも縛られない俺が追い求めるべき生き方を」

　昨日の勝利で今までのしがらみから解放された彼は、新たな道を歩むチャンスを手に入れた。そのチャンスを生かすも殺すも、彼次第だ。

　でも、僕みたいになりたいって言われると、少し恥ずかしいものがある。

「俺、リングル王国に行って、救命団に入ります!!　前以上に辛い訓練にだって耐えます!!　罵ば詈り雑ぞう言ごんだって受け止めます!!」

「……僕は救命団として、まだまだ未熟だ。身体能力も団長の理想とするものに至っていないし、系統強化だって未完成。正直、団長と比べればまだまだだと思う。それでも、君は僕のようになりたいと思う？」

「俺の師匠は貴方で……俺が追いかけるのは貴方の背中です!!」

「……そっか」

　ナックの成長が、素直に嬉しくなった。

　僕の手は、自然と彼の頭に置かれていた。

「救命団の訓練は〝頑張る〟じゃない。そう教えたよね？」

「はい!!」

「だけど、今から言う言葉は、君のこれからに対する僕からの激励だ」

　照れるように俯いたナック。

　こちらも若干、気恥ずかしい気分になりながらも、これから自分の人生を歩き始めるナックに続きの言葉を投げかける。

「頑張れよ、ナック。救命団の訓練はきっとこれまで以上に辛く、厳しいものだけど、君ならきっとできる」

「……はいっ!!」

「はは、良い返事だ」

　力強く頷いた彼をぐりぐりと撫なでた僕は、団服のポケットに入れておいた手紙を取り出し、ナックに差し出す。

　長方形の封筒に入れられた手紙。

　その右下には少し歪ゆがんだ文字で『団長へ』と短く書かれている。

「これは……」

「救命団への紹介状だよ。この手紙を渡せば大丈夫だと思う」

　一から文字を勉強するのは大変だったけど、なんとかここまで書けるようになった。

　ま、書き終わったのは結構ギリギリだったんだけどね。

「僕と同じ団服を着て、肉食獣のような気配を出しているのが団長だ。ま、一目で分かると思うよ」

「はいっ！　ありがとうございます！」

　手紙を大事そうに受け取ったナック。

　彼なら、団長の下でもやっていけるだろう。

　その根拠はないけど、確信はある。

「……そろそろ行かなくちゃな」

　犬上先輩やカズキ達を待たせているので、アマコにそろそろ行くよう促す。

　こくりと頷いたアマコはキリハ達の方を見て、スッと息を吸う。

「キリハ達とまた会えてよかった。今日まで、ありがとう」












「私も元気なアマコの姿が見られてよかったよ。寂しくなったらうちに来な、アマコならいつでも大歓迎さ」

「……うん」

　嬉しそうに口元を綻ほころばせるアマコだが、僕に顔を見られるのが恥ずかしいのか斜めを向く。

　リングル王国と同じように、また一つ君に帰る場所ができた。

　よかったね、と小さく呟つぶやき、今度は僕が三人の方を向く。

「キリハ、キョウ、二人とも元気でね。ナックは……さよならは必要ないだろうから、また会おう、という言葉を送らせてもらうよ」

「ウサトもね。また近くに来たら寄っていってくれよ。あと、スズネとカズキにもよろしく」

「アマコの母ちゃんをちゃんと助けてみせろよ！」

「先にリングル王国で待っています!!」

　別れは悲しいけど、もう会えないわけじゃない。

　僕とアマコはキリハ達の家を後にした。
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「行ってしまいましたね」

「ああ、行っちまったな」

　ウサトとアマコ、並んだ二人の背中を見送りながら呟いたナックの言葉に、キョウが答える。

　あっという間の一週間だったけど、あたしにとってこれ以上ないくらい有意義な時間だった。

　『人間と友達になりたい』という忘れていた気持ちを思い出させてくれたし、何より初めてその〝人間の友達〟というものを作ることができたのだ。

「なぁ、ナック。すぐにリングル王国に行くのか？」

「……そうしたいのはやまやまですけど、まだやることがあります」

　キョウの質問に、悩ましげに答えるナック。

　他に何かあるのか？

　疑問に思いつつナックの方を振り向くと、彼は手に持った手紙を大事そうにポケットに入れながら、遠慮気味に口を開く。

「両親に別れの手紙を出して、学校をやめて、あとは……最後にミーナに会っておこうかなって考えています」

「やめた方がいいと思うよ」

「ああ、何をされるか分からないぞ」

　あたしとキョウが、同時にナックを止める。

　昨日の勝負の後にミーナに会うなんて危険すぎる。その場で魔法をぶつけられてもおかしくはないぞ。

　だけど、ナックは分かっているとばかりに頭を搔かく。

「確かに何をされるか分かったもんじゃないですし、ミーナが俺にしてきたことは簡単に許せるものじゃない。だけど、許す許さないは別として、俺は……」

「俺は……？」

「話を……してみたいと、思ったんです」

　あの勝負の最後、暴走するミーナを間近から見ていたのはナックだけだ。

　あの場にいた誰も、彼女の顔も見えず声も聞こえなかった。

　でも、獣人の私の耳に届いたミーナの声は、自信に満ち溢あふれたものではなく、まるで遠くに行ってしまう誰かを呼び止めるかのような、縋すがるようなものだった。

　そう考えると、ナックが気になるのも分からないでもない。

「ナックの好きなようにやりな。あ、でもルクヴィスを出ていくときはここに寄っていきなよ。ちゃんと見送ってあげるから」

「もちろんです。ここで親しい人達はキリハさん達しかいませんからね」

「獣人の俺が言うのもなんだけどよ、それを自信満々に言うのは変だと思うんだけどなぁ……」

　確かにね。

　なんだかんだで、ナックとも普通に喋しゃべれる間柄になってしまった。最初はウサトを介して会話しているような感じだったけど、いつの間にかそうしなくても普通に会話できるようになっていた。

「変なのはしょうがないですね。なんていったって俺はウサトさんの弟子ですから」

「ハッ、言うじゃねーか」

　茶化すように笑うナックの背をおかしそうに叩たたくキョウを見て、自然とあたしの頰も綻ぶ。

　しかし、その和やかな空気も、この場に現れた一人の少女によって破られた。

「ここにいたのね」

「!?」

　ウサトとアマコが去っていった路地とは別の道からやってきた少女、ミーナは、あたし達と一緒にいるナックを見た。

「話があるわ。ついてきなさい」

　それだけ言い放つと、すぐに後ろを向いて歩いていってしまった。

「ナック、どうする？」

「罠わなかもしれないぜ？　俺がついていってやろうか？」

　少し様子が違っているように見えたけど、相手はあのミーナだ。昨日の仕返しにナックを罠に嵌はめようとしてもおかしくはない。

　ナックはごくりと生唾を飲み込むと、ゆっくりとあたし達の前に歩み出た。

「いえ、心配はいりません。最後に回そうとしていたものが今になっただけですから、大丈夫です。ええ、大丈夫ですとも」

　その割には、かなり緊張しているようにも見えるけど。

　でも、きっとミーナと話をすることはナックにとって大事なことなのだろう。なら、あたし達がそれを邪魔するわけにはいかない。

「……分かったよ。でも、危なくなったら逃げるんだよ？」

「はい。それじゃあ、いってきます！」

「ああ、いってらっしゃい」

　緊張しながらミーナの後をついていくナックを見送る。

「あいつ、大丈夫か？」

「きっと大丈夫さ。ナックはあたし達が思っている以上に強くなったからね」

「へへ、確かにな」

　人間と獣人は本当に仲良くできるのか思い悩んでいたあたしだけど、こうやってお互いが歩み寄れば、こんなにも簡単だった。

　それもこれも、ウサトとアマコのおかげだ。

　本当に、感謝しきれない。

「……っ」

　不意にこみあげてくる感傷を押しとどめ、目元に浮かんだ涙を人知れず拭ったあたしは、もう一度ウサトとアマコが行ってしまった方に目を向ける。

　彼らとはいつまた会えるか分からない。

　それでも、二度と会えないかもしれないとは考えられなかった。

　アマコにはウサトがいるし、ウサトにはアマコがいる。

　何も心配はいらない、そう思えたからだ。

「フフ、次に会う時が楽しみだ」

　次に会う時には、アマコのお母さんも助かり、ウサトの旅も終わって、それで……あたしが今よりもう少し素直になっているといい。

　それまで、あたしも今までの自分とは違うことをやってみようかなと思った。
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　ミーナからの呼び出し。

　彼女とは、本当はルクヴィスを出ていく前に話をしようと思っていたけど、まさか彼女の方から俺に会いに来るとは思わなかった。

　キリハさんとキョウさんの前では平気な顔をしていたけど、正直ビビっている。

　無言で前を歩いているミーナが、いつこちらを振り返って炸さく裂れつ魔法をぶっ放してくるか気が気ではない。

「ここでいいわ」

　前を歩いていたミーナが止まった。

　はっと顔を上げると、着いた場所はいつも俺が苛いじめられていた広場。

　そして、俺がウサトさんに初めて出会った場所でもあった。

「……どうしてここに？」

「特に意味はないわ。ただ、ここなら静かに話ができるでしょ」

　そう言って彼女は広場の中心まで歩き、くるりとこちらを振り向いた。

　別に戦おうとしているわけじゃなさそうだ。

「あれ、取り巻きの奴らは……？」

　そういえば、いつもミーナの後ろをくっついていた取り巻き達の姿がない。

「は？　取り巻き？　あぁ、あいつらね。私が貴方に負けたと知った途端に近寄ってこなくなったわよ。どこに行くにもついてきて邪魔だったから、別にいいんだけど」

　多分、彼らはミーナを見放したんだろうけど、本人は全く気にしていないな。

「怪我は……」

「は？」

「怪我は、大丈夫だったか？」

　そう訊くと、ミーナは呆あきれたように額を手で押さえた。

　なんだよ、怪我させてしまった相手を気遣うのがおかしいのかよ。

「はぁ……。昔からはっきりしないし、鈍くさいし、おまけに地味。その上、苛められた相手を気遣うなんて、やっぱり貴方はおバカさんね」

「うぐっ」

　的を射ている指摘に、ぐうの音も出ない。

「……どこぞのおバカさんが勝手に治してくれたおかげで怪我はないわ」

　ふいっと横を向いてそう言ったミーナの言葉に、目を丸くする。

　やけに素直だな。昨日の体当たりでどこか頭でも打ったのか？

　よし、今ならどんな質問も返してくれそうだから、昨日なんで泣いたのか聞いてみよう。

「あのさ、どうしてあの時泣いて──」

「忘れなさい」

「え？」

　ピシャリとそう言った彼女はその手に炸裂魔法を発動させて、俺を睨にらみつけていた。

「忘れないと、吹き飛ばす」

「はい!!　忘れました!!」

　頰を赤く染めて目を血走らせた彼女に睨まれた俺は、ビビって思わず敬語になる。

　やっぱり、ミーナはミーナだった。

　炸裂魔法を解き呼吸を整えたミーナは、何事もなかったようにローブを正した。

「で、今度はこっちから質問させてもらうわ。貴方、本当に貴族の身分を捨てるの？」

「ああ、もう決めたことだ」

「もう、私以外に引き留める人はいないわよ？　おじ様もおば様も、言いにくいけど貴方を既に見放しているわ」

「……分かってる」

　父がミーナに俺を好きにしていいと許可したと聞いたとき、父はもう俺を息子として見ていないと悟ってしまった。

「俺の記憶には、まだ優しかった父と母の姿が残っている。だけど、その優しさが俺に向けられることはもうない、と思う」

「……そうね」

「ミーナ、君がどうして俺をそんなに引き留めたいのか分からないけど、もう無理なんだ。あの人達は治癒魔法使いの俺を絶対に身内として認めないし、ここを卒業しても家に戻してもらえないかもしれない」

　貴族の身分を自ら捨てるなんて普通はしない。

　だけど、今の俺には目標がある。その目標に、そんなものなどいらない。

「分かったわ。貴方がルクヴィスを出ることは認めてあげる」

　いや、認めてあげるって……。

　相変わらず勝手な奴だ。でも、弱々しい姿を見せられるよりはいいか。

「でも私は諦めないわよ」

「……へ？」

「なによ、その顔は。まさか、勝負に勝ったくらいで私と縁を切れると思っていたの？」

　ミーナも諦めてくれた、そう思った矢先に彼女から飛び出した言葉に固まる。

　いや、確かに勝負には縁を切るなんて条件はなかったけど、まさかこんなことを言ってくるなんて思いもしなかった。

「ちょっと待て、俺は忘れてないぞ。お前がこの二年間俺を苛め続けていたことをな！」

「いつまでもウジウジしている貴方が悪いんだし、別に許されたいとも思っていないわ」

　ウサトさん！　こいつ本当に我が強すぎて全然話が通じないよ!?

　ついさっき別れたウサトさんに助けを求めてしまうほど、俺は焦りまくっていた。

「なにビビってんのよ。諦めないとは言ったけど、今じゃないわよ」

「へ？　今じゃないって、俺を無理やり引き留めようとはしないってことか？」

「貴方ねぇ、なんで負けた私がそんな恥を重ねるような真似をしなきゃならないのよ。あの勝負で貴方はここを出ていくって私に宣言したじゃない」

「それはそうだけど……」

「貴方が救命団とかいう訳の分からない組織に行くのは、もう私には止められない。だから、この学園でもっと強くなってから、改めて貴方を連れ戻しに行くわ」

　卒業してから、つまり、何年後かにミーナはリングル王国へやってくるということか。

「強くなってからって……お前が努力するっていうのか？」

「なによ、文句ある？」

「いや、ないけど……」

　才能とセンスだけで戦っていたあのミーナが、努力する。

　ただでさえ才能に溢れているのに、努力まで重ねてしまったらもう手がつけられなくなりそうだ。

「ま、治癒魔法使いの貴方程度に負けるようじゃ、私もまだまだ実力が足りないって気付かされたからね」

「えー……」

　負けたくせに、なんでこんな偉そうなんだろうか。

　話は終わったとばかりに後ろを振り向いた彼女に、俺は声を掛けた。

「最後に聞きたいことがある」

「……なによ」

「どうして、そんなに俺に関わろうとするんだ？」

　正直な話、ミーナはもう俺の顔なんて見たくないんじゃないかと思っていた。

　それなのに彼女は俺の元を訪れた。

　ミーナ、お前にとって俺は一体、何なんだ？

「貴方が私の前から勝手にいなくなったりするとなんだかムカつくから。それが理由よ」

　こちらを振り向かずにそう言い放ったミーナ。

　勝手にいなくなる。

　それが全ての理由とは思えないけど、彼女の言葉を聞いた俺はウサトさんの言葉を思い出した。




〝この子は、ただ不器用なだけだったのかもしれないね〟




　不器用、という言葉で全て許せるわけじゃない。

　ミーナが俺を苛めていたということは偽りのない事実だ。

　なかったことにはできないけど、これから彼女と向き合うことはできる。

「おい！　ミーナ!!」

　大声で彼女の名前を呼ぶ。

　こちらを振り向かずに足を止めた彼女に、大きく息を吸って言い放つ。

「俺はッ、リングル王国でお前を待っていてやる!!」

「ッ!?　……フ、フフッ、随分と生意気ね。見てなさい。貴方なんか一撃で倒せちゃうくらい強くなるんだから!!」

　驚いたように肩を震わせた彼女は少し上擦った声でそう返すと、早足で歩いていってしまった。

　彼女の姿が見えなくなると、へたりと地面に腰を下ろす。

「……ははは、何やってんだろうなぁ、俺」

　自分の首を絞めるようなことを言ってしまったけど、不思議と後悔はない。

　今までずっと目を逸そらし続けていた。

　自分は悪くない。

　どうして自分がこんな目に遭わなくちゃいけない。

　自分だけ不幸を背負ったつもりでいて、他人の気持ちなんて全然考えていなかった。

「ウサトさん、ありがとうございます」

　貴方のおかげで俺は立ち上がることができた。

　自分と向き合って、ようやくミーナに向き合えた。

　まだ心のどこかで彼女を恐れる感情はあるけど、それも受け入れて前に進んでいきたい。

　きっとこれから先の人生は、俺の想像もつかないほど波乱に満ちたものになるだろう。

　ただ、はっきりと言えるのは後悔なんて絶対にしないことだ。

　だって──貴方に示されて、俺が選んだ道だから。

　後悔なんて、するはずがない。
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　キリハ達に別れを告げ、外へ通じる門へ向かった僕とアマコ。

　そこでは、犬上先輩とカズキとウェルシーさん、そして騎士さん達が待っていた。

　ここを出ると僕達は三つのグループに分かれるため、各々の護衛にあたる騎士さん達が準備を進めており、僕達と一緒に同行してくれるアルクさんも一頭の馬に荷物を載せていた。

「アルクさん、その馬は……？」

「些いささか大荷物になるので、こいつに運ばせようと思いましてね。少し年老いていますが良い馬です。それに賢い。きっとこの旅の強い味方になるでしょう」

「そうですか……よろしくね」

　少し黒がかった茶色い毛並みを撫でつけると、気持ちよさそうに鳴いてくれた。

　馬とか触ったことないけど、すっごいさらさらしてるな。ブルリンとはちょっと違うね。

　……さて、いつまでもアルクさんにばかり準備を任せていられないな。

「手伝いますよ」

「いえいえ、私は大丈夫です。それよりもウェルシー様から出発に先立って大事な話があるということですので、まずはそちらを優先させてください」

　ウェルシーさんからの大事な話？

　何だろうか、とりあえず行ってみるか。

「分かりました。アマコ、ブルリンを連れてきてくれないかな？　あいつ、多分まだ寝てると思うから」

「うん、分かった」

　アルクさんに準備を任せて、僕はウェルシーさん達がいる馬車の近くへと移動する。

「すみません、遅れました」

「それほど待ってないけどね。ちゃんと別れは言えた？」

「はい」

　先輩の言葉に頷く。

「……そっか。寂しくはない？」

「この旅を終えたら、また会えますから」

　今生の別れではない。

　ナックにはリングル王国で会えるし、キリハもキョウも隣国なのだからすぐ行ける。

　また会うためには、無事に書状渡しの任務を終えなくちゃね。

「全員揃そろったようですね」

「「「はい」」」

　僕が揃ったことで、ウェルシーさんが口を開いた。

「皆さんは、ここルクヴィスで様々な経験をしたと思います。ですが、ここはあくまで旅の序盤でしかありません。スズネ様は北へ、カズキ様は西へ、ウサト様は東へ、長い旅が始まります」

　僕達はウェルシーさんの声を聞き漏らさぬように沈黙を保つ。

「非常に不ふ甲が斐いないのですが、私どもはリングル王国の……否、この大陸の危機を知らせるために皆様に頼らなければなりません。でも皆様は、見返りも何もなしに、私達に力を貸してくれようとしています……」

　僕達に頼りきりという事実が心苦しいのか、その先を言い淀よどむ彼女だが、ゆっくりと深呼吸すると優しげな表情で微笑んだ。

「スズネ様、カズキ様、ウサト様、どうかご無事で。皆様が無事にリングル王国に帰ってきてくれることを祈っています」

「ちゃんと帰ってくるさ。私とカズキ君は勇者で、ウサト君は不死身の救命団だからね！」

「僕は不死身ではないですけどね」

　明るい声でウェルシーさんに言った先輩の言葉にツッコむと、今度はカズキが一歩前に踏み出し力の込もった瞳でウェルシーさんを見る。

「この世界での俺達の居場所はリングル王国にある。帰りを待ってくれている人達もたくさんいる。だから、心配しないでください。俺達は、無事に任務を成功させて帰りますから！」

「……はいっ。皆さん、どうかご無事で……ッ」

　カズキの言葉に目を潤ませたウェルシーさんは、最後に一礼して僕達から離れていった。

　彼女を見送った僕達は顔を見合わせる。

「先輩、カズキ、大変な旅だと思うけど頑張って」

「おいおい、それはこっちの台詞だぞ。ウサトが一番大変なんだからな」

「そうだよ。君は獣人の国へ行かなくちゃいけないんだからね」

　危険なのは分かっているけど、もう決めたことだからね。

　それに、キリハ達との交流を通じて、獣人の国に関しては少し前向きな考えになっている。

　行き当たりばったりだけど、まあ、なんとかなるかな。

「ま、なるようになりますよ。ここでキリハ達と仲良くなれたんですからね」

「なるようにって……はぁ、君は本当に大雑把なのかそうじゃないのか分からないね。本当に気を付けるんだよ？　もし危ない目に遭いそうになったら、私がどこからでも駆けつけるから」

　駆けつけるって……。

　この人がそう言うと冗談に聞こえないから、どう反応していいか分からない。

「ははは、もちろん俺も駆けつけるぜ」

「カ、カズキまで……」

「当然だろ？　ピンチに駆けつけるのが友達だ。魔王軍との戦いの時、死にそうになった俺と先輩のピンチに駆けつけてくれたウサトみたいにな」

「うぐ、それを出されたら否定できない……」

「フフフ、私もカズキ君も君に命を救われたからね。助けになりたいって思うのは当然だよ」

　……まったく、二人は僕に恩を感じすぎだよ。

　でも、助けに来てくれる、そう言われて嬉しい自分がいる。

　だから──、

「辛気くさく別れるのはやめにしましょう」

「そうだねっ。ここは笑顔で互いを見送ろう!!」

　旅の成功と再会を願って、お互いを見る。

「さよならは言わない。ウサト君、カズキ君、また三人で……！」

「「はい!!」」

　自信に満ち溢れた犬上先輩の笑顔と、優しさと温厚さを感じさせるカズキの笑顔。

　そんな二人につられて笑ってしまった僕は、また三人で再会できることを願って犬上先輩の言葉に応えるように返事をするのだった。





　　　　　　　　　　＊＊＊






「ウサト君!!」

「先輩？」

　別れの挨拶を済ませて解散しようとしたその時、犬上先輩が僕を呼び止めた。

　なんだろう、とカズキの方を見ると、彼はにっこりと笑って自分の護衛の騎士さんのいる方に歩いていってしまった。

「どうしたんですか？」

「……君に、渡したいものがあってね」

　若干緊張した面持ちの先輩が、僕の前に近づいてくる。

　まさか、またいつものように変なことでもしようというのだろうか。

　少し身構えていると、彼女は僕の右手を取った。

　突然手を握られて驚く僕に構わず、先輩は僕の掌てのひらに重ねるように自身の手を置いた。

「せ、先輩？」

「きっと、この旅は私達の想像を超えた厳しいものになると思う。一ヶ月やそこらじゃ終わらないだろうし、様々な苦難が待ち受けているだろう」

　一度、両手で包み込むように僕の右手を優しく握りしめた彼女は、すぐに手を離す。

　僕の掌に乗せられていたのは、布の袋に入れられた長方形の物体。

　元の世界でよく見たことのあるそれを見て、僕は照れくさそうに頰を搔いている先輩の顔を見る。

「お守り、ですか」

「そう、お守り。ここにいる間に作ったんだ」

　ざらざらとした布地の真ん中に『守』という刺し繡しゅうがされたお守りを見て、色々な感情が込み上げてくる。

「すごく、よくできていますね」

「褒められるほどじゃないよ。あ、もちろん、カズキ君には既に渡してあるけど、君にはちゃんと渡しておきたいって思ったから、こんなタイミングになってしまった」

「……」

「ウサト君？」

　どうしよう、泣きそうだ。

　実はキリハ達と話していた時点でかなりきていたんだけど、ここでこんないいものを渡されたら、感動しないわけがない。

　感動に打ち震えた僕は感極まって、チラチラとこちらを窺うかがっている先輩の両肩を摑む。

「先輩……ッ」

「え、ちょ、ちょっと、ウサト君!?　ま、まだっ、そういうことをするのは早いと──」

　突然触れられて驚いたのか、先輩は顔を真っ赤にさせてボソボソとなにかを呟きながら、俯いてしまった。

　だけど、構わず心からの言葉を口にする。

「お守り、大切にします。僕、絶対無事に帰ってきますからッ!!」

「……分かってた。ちゃんと、分かってた。落ち着け、スズネ、落ちつくんだ……。ドキドキしているんじゃないッ！」

　自分に言い聞かせるように小さく何かを呟いている彼女に首を傾かしげるが、その原因が彼女の肩に置かれた僕の手だと気付いて、慌てて手を引っ込める。

　先輩は気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいすると、僕の持っているお守りを指差す。

「私もカズキ君も、それと同じお守りを持っている。手作りだし、なにも御利益とかはないだろうけど、辛いときや苦しいときは、これを見て私達のことを思い出してほしい」

「本当は、そんな状況になるようなことがなければいいんですけどね……」

　できることなら、何事もなく旅が終わってほしい。

　……でも、このお守りのおかげで、犬上先輩がより身近な存在になった気がする。

「ウサト君。私も、そろそろ準備に取り掛かるよ」

「はい。先輩も頑張ってください」

「はは、ウサト君もね……それじゃ、また会おう」

　僕の顔を見て躊ちゅう躇ちょするように足を止めた先輩だけど、すぐに後ろを振り向き、カズキと同じように旅の仲間のいる所に歩いていってしまった。

「……ありがとうございます」

　振り返る瞬間、僅わずかに見えた先輩の涙。












　あえて気付かないふりをして見送った僕は、貰ったお守りを優しく握りしめ、団服の内ポケットに大切にしまいこんだ。




「ウサト、もういいの？」

　二人と別れ、準備を進めているアルクさんの元へ移動した僕に、アマコがそう訊いてきた。

「うん、これ以上の言葉は必要ないよ。アルクさん、出発の準備は？」

「既にできていますよ」

　背に旅の荷物が載せられた馬の手綱を引くアルクさん。

　先輩とカズキには、それぞれ数人の騎士さんが同行することになるけど、僕はアマコ、アルクさん、ブルリン、そしてこの馬だけ。

　でも、走るにしても歩くにしても、僕にとってはこの人数が丁度いい。

　準備を済ませた僕達は、門の前まで移動し、先に来ていた先輩とカズキの二組の隣に並ぶ。すると、僕達の前の大きな扉が徐々に開いていく。

「出発だ」

　それぞれの道に進んでいく二人を手を振って見送った僕は、ゆっくりと後ろを振り向く。アルクさん、アマコ、ブルリンを見てから、さらにその後ろの景色に目を移す。

　ルクヴィスでの長いようで短い時間は終わりを迎えた。

　カズキと先輩はそれぞれ違う道を往いき、僕も新しい旅が始まる。

　不安がないと言えば噓うそになる。

　でもそれを含めて、正直、僕はワクワクしている。

　リングル王国以外の国、人、景色──。

　犬上先輩じゃないけど、まだ見ぬファンタジーが待ち受けていると思うと心が躍る。

「さあ、行こうか！」

　昂たかぶる気持ちを言葉にして、僕は力強く地面を踏みしめ歩き始めた。






閑話　魔王様が見ている









　勇者が二手に分かれた。

　遠く離れた城の玉座でそれを感じとった私は、閉じていた瞼まぶたを開く。

「──これ以上、見るのは無理だな」

　そう呟つぶやき、玉座に背を預ける。

「なにかご要望でしょうか、魔王様」

　傍らで佇たたずんでいた侍女が、恭しく話しかけてきた。

「いや、別に何が欲しいというわけではない……そんなに畏かしこまる必要はないぞ」

「魔族にとって、魔王様は絶対的な存在なのです。ぞんざいな態度など魔王様が許されても、私自身が許せません」

「……偉くなりすぎるというのも困りものだな。会話に華がない」

　はぁー、と嘆息した私は、玉座から身を起こす。

「まあいい、話し相手がいないよりはマシだ。今、面白いことが起こったので、それについて話をしようじゃないか」

「畏まりました。拝聴させていただきます」

「今、私は話をしようと言ったよな……？」

　その問いにも表情を崩さない侍女。

　良い性格をしているな、と皮肉げに呟きながら、私は先ほど自身が知覚したことを語り始める。

「リングル王国が勇者を動かした。二手に分かれたということは、大方、他国への協力を求めにでも行くのだろう」

「……それは、私ではなく軍団長に仰おっしゃった方がよろしいのでは？」

「必要ない。元より大陸すべてを相手取るつもりだったのだ。いくら増えても構わん。それに、軍団長達も次の侵略に向けた準備で忙しいだろうからな」

　二度の敗走を余儀なくされた我が軍は、リングル王国がもはや簡単に打ち破れる国ではなく、全力を投じて挑むべき敵だと理解せざるを得なかった。

　今は、確実な勝利を得るべく長い時間を掛けて兵の増強を図っている。

「しかし、勇者を動かすとは、あの国の者も面白いことをする。それでこそ、最初に仕掛けた甲斐があったというものだ」

「魔王様は、勇者の動向を完全に把握しているのですか？」

「む、いいや。漠然とだけだ。居場所ぐらいしか分からない」

　この能力は、それほど便利なものではない。

　だが、「さすがは魔王様」とさらに尊敬の念を抱く侍女の反応に、苦い顔をしてしまう。

「隣国のルクヴィスにいることまでは分かってはいたんだがな。これから先は私にも分からない。所しょ詮せんは力業にすぎない私の感知能力では、ここまでが限界のようだ」

「一介の侍女が意見するのはおこがましいのですが、この隙にリングル王国に攻め込む、というのはどうでしょうか？」

「あの国を舐なめすぎだ。忘れたのか？　一度目の侵略で奴らが我が軍を撃退した時には、まだ勇者はいなかった。こちらの戦力が整っていない段階で攻めるのは無駄に兵を死なせるようなものだ」

「申し訳ありません。あまりにも浅慮でした。いかようにも罰をお与えください」

「貴様の目には、私がどれだけの暴君に見えているのだ……」

　魔王である自分が人間に暴虐の限りを尽くした話はあれど、同族である魔族を蔑ないがしろにしたことは一度もない。

　なのに、毎度毎度、粗相してしまったから罰をくれと自己申告されるのは、地味にうっとうしい。

　呆あきれるように額に手をあてた私は、侍女の方を向かずに口を開く。

「もっと話しやすい奴はいないのか？　貴様が悪いというわけではないのだが、このままでは息が詰まる」

「話しやすい、ですか。僭せん越えつながら、侍女長を任されている私では、そのような者を紹介することは難しいと思われます」

「……なぜだ？」

「部下の侍女達を教育したのは私だからです」

「あぁ、なるほど……」

　脳裏に、目の前と同じ無表情の侍女が何人も並んでいるのを想像してしまった。

　魔族は何百年経っても堅物だらけである。

　その事実に、普段はあまりしないため息をつく。

　侍女は、ふと何かを思い出したように顔を上げる。

「近いうち、私の元に一人の侍女が入ります。まだ半人前ではありますが、それで構わないのでしたら、いかがでしょうか」

「期待しないでおく」

　少し先の楽しみができたところで、私は先ほどの勇者へ話を戻す。

「しかし、面白いものだな」

　リングル王国の二人の勇者。

　国から本当に大切に扱われており、誰かから強制されたわけでもないのに、彼らは命を懸けて我が軍の壁となって立ちふさがっている。

　それに加えて、面白い存在がもう一つ。

「治癒魔法使いか……」

「治癒魔法……人間のみが使える厄介な魔法、と聞いています」

　私が封印される前は、人間達の間でなかなかに重宝されていた魔法の一つだ。

　それが今では、ぞんざいな扱いをされているというのが笑える話だが──。

「戦場を駆ける治癒魔法使い。私が先代の勇者と戦っていた頃は、そんな奇怪な存在はいなかった。だからこそ、面白い」

　勇者と共に行動している治癒魔法使いには、密ひそかな興味を抱いている。

　なにせ、共に行動している者からは、人間だけではなく魔物と獣人の反応がするのだから。

　これを面白いと言わずになんと言おう。

「勇者ではないただの人間が、奴と同じ道を往いくか」

　遥はるか遠い記憶を辿たどる。

　異種族と手を結んだ人間がいた。

　人を信じられなくなった人間がいた。

　全てを見放した人間がいた。

　その人間とこの治癒魔法使いの在り方は、重なっているように思えた。





著者プロフィール



くろかた

KUROKATA



茨城県出身。

小さい頃からのファンタジー小説好きが高じて、大学進学後の空いた時間で「小説家になろう」への投稿を開始。

運動不足の今日この頃、ウサトのような肉体改造を試みることを決意する──のだが、10分ほど走っただけでグロッキーになってしまったので、ウォーキングから始めることにした。

自分のペースが大事。















　　企画／株式会社フロンティアワークス

　　担当編集／平山雅史（株式会社フロンティアワークス）

　　ブックデザイン／ウエダデザイン室

　　デザインフォーマット／ragtime

　　イラスト／KeG




　　本書は小説投稿サイト「小説家になろう」（http://syosetu.com/）初出の作品を加筆の上書籍化したものです。

　　この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件・地名・名称等とは一切関係ありません。











治癒魔法の間違った使い方




～戦場を駆ける回復要員～ 3








くろかた





[image: ]





2016年9月23日　発行





(C)KUROKATA 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦブックス『治癒魔法の間違った使い方　～戦場を駆ける回復要員～ 3』

2016年9月30日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-002-001（カスタマーサポート）

年末年始を除く平日10：00～18：00まで

http://www.kadokawa.co.jp/













images/00012.jpeg





images/00017.jpeg





images/00016.jpeg





images/00011.jpeg
\ . /'
_ o \\\\\\

\






images/00010.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg





images/00002.jpeg





images/00001.jpeg





images/00004.jpeg
AT

BOOK<WALKER





images/00003.jpeg





images/00006.jpeg





images/00005.gif
©





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





